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4　奈良・平安時代の遺構と遺物

（1）竪穴住居跡

第131号住居跡（第272図）

位置　調査区中央部のL17C5区に位置し，東へ傾斜する斜面部に立地している。

重複関係　第130号住居跡，第226号土坑を掘り込み，第132号住居，第37・169・227号土坑に掘り込まれて
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第272図　第131号住居跡・出土遺物実測図
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いるこ

規模と形状　確認できたのは長軸。m　短軸。mで　方形または長方形と推定され　主劫方向はN－80－W

である。壁高は18～30cmで芦　ほぼ直立している。

床　ほぼ平坦で，壁際を除き踏み固められている。

竃　北壁のやや西寄りに位置している。規模は焚き口部から煙道部先端まで100cmタ　袖部幅は110cmである。

煙道部は壁タへ渕cmほど平坦に掘り込み学外傾して立ち上がっている。天井部は崩落し，構築材と考えられ

る砂質粘土や石材が覆土中に見られる。袖部はローム土を基部とし，その上に粘土を芯材，石材を補強材とし

砂質粘土を盛り上げて構築されている。火床部は赤変硬化し，焼士が厚く堆積している。

竃土層解説

1　灰黄褐色

2　暗　褐　色

3　暗赤褐色

・1　暗　褐　色

5　にぷい赤褐色

6　暗赤褐色
7　暗赤褐色

砂質粘土粒子少量，ロームブロックや焼土粒子
微量

焼士ブロック・炭化粒千微量

焼土ブロック少量，炭化粒子微量

ローム粒子・焼上プロ、ソク・炭化粒日放量
焼土粒子・砂質粘土粒子少量，炭化粒子微量

炭化粒子少量，焼土ブロック微量
焼土ブロック少量，炭化粒子微量

8　褐　　　色

9　暗　褐　色

10　暗　褐　色

1．1褐　灰　色

12　褐　灰　色

13　にぷい黄褐色

14　灰黄褐色

15　暗　褐　色

淫羞　3層からなる。水平な堆積状況から自然堆積と考えられる。

土層解説

1　暗　褐　色　　ローム粒子。炭化粒子微量

2　黒　褐　色　　ローム粒J′‥炭化粒日放量

焼土ブロック少量，炭化物微量

ローム粒子・焼土粒J’ム・炭化粒子微‡妄呈二
焼士粒子少量，ローム粒子微量

砂質粘土粒子多量

砂質粘土粒子多義，ローム粒子微量
砂質粘土粒子中量，焼土粒子・炭化物微量

砂質粘土粒子中量，ローム粒子。炭化粒子微量
ローム粒子e焼士粒子少量，炭化粒子微量

3　褐　　　色　　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

遺物出羞状況土師器楕受42点（榛東113タ　嚢類129）灰粕陶器片　点　瓶）銑淫は点　義　貞の胤埋没時に

混入したと考えられる縄文土器片　点　須恵器楕つ点（捧類4　聾蜜柑）が出土している。減は中央部の床

面から正位で　T欝は竃右袖前面の床面から逆位で，それぞれ出土している。

所凰　時期は，重複関係と出土土器から用世紀末からⅢ世紀初めごろと考えられる。

第131ぢ一住居跡出土遺物観察表（第272図）

番号 種　 別 券種 口径 器高 底径 胎　　 土 色　 調 焼成 手 法 の 特 徴 出土位置 備　 考

562 土師器 小皿 9．2 1．8 5．4 右英 ・長有 ・雲母 橙 普通 ロクロナデ．底部回転糸切 り 床面 85％　　 PL 99

番号 器　 種 長 さ 幅 厚 さ 重量 材　 質 特　　　　　　 徴 出土位置 備　 考

T 37 丸瓦 （接 5） 賂9） 3．2 （440．0） 土 凸面へラ削上 凹面上部布目札 へラナデ．指頭痕 床面

第臓望考健腰掛（第273図）

位置　調査区中央部のL17d5区に位置し，東へ傾斜する斜面部に立地している。

重複関係　第1掴弓20e131。ユ33号住居臥　第32の3号土坑を掘　込み　第欝号士坑に掘り込まれている。

規模と形状　長軸4．3m，短軸2息mの長方形で，主軸方向はN㍉猫十十Eである。壁高は20～25cmで，各壁とも

ほぼ直立している。

床　ほぼ平地で∴東部から中央部の広範囲が踏み固められている。

竃　東壁の中央部に位置している。規模は焚き口部から煙道部先端まで120cm，焚き口部の幅は60cmである。

煙道部は壁外へ40cmほど掘り込み媛やかに外傾して立ち上がり，地山が赤変硬化している。天井部と袖部は住

居廃絶時に破壊されたと推定され，火床部上に砂質粘土主体の構築材が大量に堆積している。第6～8層がこ

れに該当する。右袖部は僅かに壁際のみ残存している。火床部は皿状にユOcmほどくぼみ，赤変硬化している。
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寵土眉解説
1　時赤褐色

2　暗　褐　色

ローム粒子少量，焼土粒子・砂質粘土粒子微量
ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子・砂質粘
土粒子微量

3　にぷい赤褐色　　焼土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子微量

4　暗　褐　色　　ローム粒子・焼土粒子・砂質粘土粒子微量
5　橙　　　色　　焼土粒子多量

6　暗　褐　色

7　黒　褐　色

8　褐　灰　色

9　黒　褐　色

10　暗赤褐色

覆土10層からなる。レンズ状の堆積状況から自然堆積と考えられる。

土層解説

1　褐　　　色

2　暗　褐　色

3　黒　褐　色

4　褐　　　色

5　暗　褐　色

ロームブロック中量

ローム粒子中量

ローム粒子少量
ローム粒子少量，炭化粒子微量

ローム粒子中量，焼土粒子少量

6　暗　褐　色

7　褐　　　色

8　暗　褐　色

砂貿粘土粒子少量，焼土粒子微量

砂質粘土粒子少量，焼土粒子微量
砂質粘土粒子中量

焼土粒子微量
焼土粒子少量

ロームブロック微量

ロームブロック少量，焼土粒子微量

ロームブロック少量

9　にぷい黄褐色　ローム粒子少量
10　黒　褐　色　　ローム粒子微量

遺物出土状況　土師器片89点（杯類44，襲類45），灰粕陶器片1点（瓶），鉄製品1点（刀子），鉄浮2点の他，

埋没時に混入したと考えられる須恵器片14点（杯類8，整類5，高盤1）が出土している。720は南東部の覆

土中から，M64は，南西部の覆土下層から出土している。

所見　時期は，重複する第131号住居跡が10世紀末ごろと推定されることと出土土器から，11世紀前半ごろと

考えられる。

と≡15き72。

第273図　第132号住居跡・出土遺物実測図
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第132号住居跡出土遺物観察表（第273図）

番 号 種　 別 器 種 口径 器 高 底 径 胎　　 土 色　 調 焼 成 手 法 の 特 徴 出土 位 置 備　 考

7 20 土 師 器 高台付椀 － （1 2 ） ［6．0］ 長 石 ・雲 母 にぷい黄橙 普 通 ロ タ ロ ナ デ ， 内 面 へ ラ磨 き 覆 土 中 層 5％

番 号 器　 種 長 さ 幅 厚 さ 重 量 材　 質 特　　　　　　 徴 出 土 位 置 備　 考

M 64 刀 子 （5．3） 1．3 0．4 （5．9） 鉄 刀 身 断面 三 角 形 ， 先 端 部 ・茎 部 欠 損 覆 土 下 層

第133号住居跡（第274図）

位置　調査区中央部のL17d6区に位置し，東へ傾斜する斜面部に立地している。

重複関係　第120号住居跡を掘り込み，第102・132号住居，第37・68・69号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　確認できたのは長軸3．5m，短軸2．1mで，方形または長方形と推定され，主軸方向はN－840－E

である。壁高は10～15cmで，各壁とも外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，竃前面から中央部が踏み固められている。

第274図　第133号住居跡・出土遺物実測図
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竃　東壁のやや南寄りに位置しているが．上部は削平きれている。規模は，焚き［丁部から煙道部先端まで

50C恥　焚き口部の幅は40cmで袖部は確認されなかった。煙道部は壁外へ40cmほど掘り込み，わずかに外傾し

て立ち上がっている。覆土中に砂質粘土がわずかしか見られないことから，天井部。袖部が破壊された後，構

築材は取り除かれたと考えられる。右袖と想定される位置からは石材が出土しており，補強材と考えられる。

火床部はわずかにくぼみ赤変硬化しており，上部に焼土が堆積している。

竃土層解説
1　黒　褐　色　　焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子微量　　　　　5　にぷい黄褐色　　砂質粘土粒子少量，焼士粒子。炭化粒子微量

2　黒　褐　色　　焼土ブロック・炭化粒子微量　　　　　　　　　　　6　暗赤褐色　　焼士粒子少量，ローム粒子・炭化粒子微量
3　暗赤褐色　　焼土ブロック・炭化粒子微量　　　　　　　　　　　7　黒　褐　色　　焼土ブロック・炭化粒子・砂質粘土粒子微量

4　暗赤褐色　　焼土ブロック・炭化粒子・砂質粘土粒子微量　　　　8　暗　褐　色　　ロームブロック微量

覆丑　5層からなる。ブロック状の堆積状況から人為堆積と考えられる。第6層は，第132号住居の竃の熱を

受けた層である。

土層解説
1　暗　褐　色　　ローム粒子微量

2　褐　　　色　　ローム粒子微量
3　褐　　　色　　ローム粒子少量

4　褐　　　色　　ローム粒子多量

5　黒　褐　色　　ローム粒子少量
6　暗赤褐色　　ローム粒子・焼土粒子微量

遣物出立状況　土師器片71点（杯類23，嚢類48），陶器片1点（措鉢），石材6点の他，埋没時に混入したと考

えられる須恵器片8点（捧類）が出土している。566は竃前面の床面から出土している。

所見　時期は，住居の規模・形状と出土土器から10世紀後半ごろと考えられる。

第133号住居跡㌔廿上遣物観察表（第274図）

番 号 種　 別 器 種 口径 器 高 底 径 胎　　 土 色　 調 焼 成 手 法 の特 徴 出土 位 置 備　 考

56 5 土 師 器 杯 12 ．2 4 ．2 7．0
石 英 ・赤 色 粒

子 ・雲 母
橙 普 通

ロ ク ロ ナ デ ，底 部 回 転 へ ラ切

り
床 面 65 ％　　 P L 94

5 66 土 師 器 嚢 ［2 1．6 ］ （9．6） － 石英 ・長石 ・雲母 に ぷ い 橙 普 通 体 部 内外 面 ナ デ 床 面 5％

第相磯考健腰掛（第275◎276図）

位置　調査区西部のK16h3区に位置し，尾根上の平坦部に立地している。

重複関係　第40号住居跡・第125号士坑を掘り込んでいる。

規模と形状　北側が撹乱により破壊されていることから，確認できたのは長軸3．4m，短軸3．3mで，方形また

は長方形と推定され，主軸方向はN－900－Eである。壁高は22～25cmで，ほぼ直立している。

床　ほぼ平坦で竃前面から中央部が踏み固められている。

囁　東壁の中央部やや南寄りに位置しているが，撹乱により煙道部付近が破壊されている。規模は焚き口部か

ら煙道部先端まで140cm，焚き口部の幅は70cmで，袖部は原形をとどめない。煙道部は壁外へ80cmほど掘り

込まれ外傾して立ち上がっている。天井部は崩落し，第18　2層に構築材の砂質粘土が見られる。袖部付近に

は石材や土師器嚢の破片が見られ，袖部や煙道部の補強材として使用された可能性がある。火床部は皿状にわ

ずかにくぼみ，焼士が堆積している。

竃土層解説

1　褐　灰　色　　砂質粘土粒子中量，炭化粒子微量
2　灰黄褐色　　砂質粘土粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

3　赤　褐　色　　焼土粒子・炭化粒子少量，砂質粘土粒子微量

灰溜　中央部に位置している。確認状況では長径80cm，短径40cmの長楕円形で，掘り込みは見られない。堆

積物下の床面は硬化しておらず，性格は不明である。
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灰溜土眉解説

1灰　褐　色　炭化粒子中量，焼土粒子・砂質粘土粒子微量

覆土　6層からなる。レンズ状の堆積状況から自然堆積と考えられる0第5・6層は竃の覆土が流れ出したも

のである。

土層解説

1褐　　色　ローム粒子少量，焼土ブロック・炭化粒子微量　　4　明　褐　色　ローム粒子多量，砂質粘土粒子微量

2褐　色　芸憲蒜呈ク．焼土ブロック．炭化物’砂質　5褐　色　完謡霊宝’砂質粘土粒子少量・焼土粒子・炭
3　褐　　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・砂質粘土粒　　6　暗　褐　色　焼土粒子・砂質粘土粒子少量，ロームブロック

子微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　炭化粒子微量

遣物出土状況　土師器片155点（杯類67・嚢類88），灰粕陶器片1点（瓶），鉄製品2点（刀子），石材17点，鉄

棒4点・瓦5点・粘土塊6点の他，埋没時に混入したと考えられる須恵器片5点（杯類3，嚢類2）が出土し

ている。568は竃内及び周辺の覆土下層から破片の状態で出土しており，撹乱によって破壊されたものと考え

られる。T38は中央部の灰溜上から正位で出土している0これらは，廃絶時に遺棄されたものと考えられる。

所見　時期は，出土土器から10世紀後半と考えられる。

］］］山］∪
捜乱

第275図　第134号住居跡実測図
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第276図　第134号住居跡出土遺物実測図

第134号住居跡出土遺物観察表（第276図）

番 号 種　 別 器 種 口径 器 高 底 径 胎　　 土 色　 調 焼 成 手 法 の 特 徴 出 土 位 置 備　 考

56 7 土 師 器 杯 ［11．4］ 2．7 5 ．8 石 英 ・長 石 橙 普通 ロ ク ロ ナ デ ， 底 部 糸 切 り後 へ

ラ削 り
床 面 2 5％

56 8 土 師 器 嚢 2 1．6 （18 ．0） － 石 英 ・長 石 にぷい黄橙 普通 体 部 外 面 ナ デ 竃 ・覆土下層 10％

番 号 器　 種 長 さ 幅 厚 さ 重 量 材　 質 特　　　　　　 徴 出 土 位 置 備　 考

M 6 5 刀 子 （4．8） 1．0 0．25～0．30 （3．88 ） 鉄 刀 身 断 面 三 角 形 ， 茎 部 欠損 覆 土 中 層

M 6 6 刀 子 （4．7） 0．8 0．36 （3．22 ） 鉄 刀 身 両 端 欠 損 床 面

T 3 8 丸 瓦 （10，4） （7．0） 2．4 （24 0．0） 土 凸 面 へ ラ 削 り， 凹 面 布 目痕 ， 吊紐 痕 灰 溜 上 被 熱 痕 有 り

第135号住居跡（第277図）

位置　調査区中央部のK18fl区に位置し，束へ傾斜する斜面部に立地している。

重複関係　第87号住居跡，第53・61・62・507号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状　長軸3．1m，短軸2．7mの長方形で，主軸方向はNT970－Eである。壁高は8～25cmで，各壁とも

外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，竃前から中央部にかけて踏み固められている。
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第277図　第135号住居跡・出土遺物実測図
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竃　東壁の南寄りに位置しているが北側は撹乱により破壊されている。残存部の規模は焚き口部から煙道部先

端まで110cm，焚き口部の幅は推定で50cmほどある。壁外へ100cmほど掘り込んで構築されており，煙道部は

緩やかに外傾して立ち上がっている。削平により上部は失われているが覆土上層に砂質粘土がわずかに含まれ

ており，天井部が崩落したものと考えられる。覆土には多量の焼土が含まれ，火床部は赤変硬化している。焚

き口付近から土師器聾が横位で出土している。

竃土層解説

1　褐　灰　色　　ローム粒子中量，焼土粒子・砂質粘土粒子微量　　　4　赤　褐　色　　焼土粒子中量
2　暗赤褐色　　焼土粒子少量，砂質粘土粒子微量　　　　　　　　　5　暗赤褐色　　焼土粒子中量，ローム粒子少量

3　暗赤褐色　　焼土ブロック少量　　　　　　　　　　　　　　　　6　極暗赤褐色　　焼土粒子少量，炭化粒子微量

覆豊　5層からなる。西側の斜面上部より土砂が流れ込んだ自然堆積と考えられる。

土層解説

1　暗　褐　色　　ロームブロック・炭化物・焼土粒子微量　　　　　　4　暗　褐　色　　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

2　暗　褐　色　　ロームブロック・焼土粒子。炭化粒子微量　　　　　5　褐　　　色　　ローム粒子中量，焼土粒子微量
3　暗　褐　色　　ローム粒子少量

遺物出土状況　土師器片76点（杯類40，襲類36），尿軸陶器片2点（瓶主　上製品1＿点（紡錘車上　粘十塊9点

の他，埋没時に混入したと考えられる須恵器片接点（杯類8，聾類6）が出土している。570は竃内から横位

で出土しており，住居廃絶時に遺棄されたものと考えられる。572は南壁際から破片で出土しており，廃絶直

後に混入したものと考えられる。、571・716は電脇の撹乱から出土しているが，本跡に伴う遺物が混入したもの

と推測される。

所凰　時期は，出土土器から10世紀末ごろと考えられる。

第135号住居跡出土遺物観察表（第277図）

番 号 種　 別 器 種 口径 器 高 底 径 胎　　 土 色　 調 焼 成 手 法 の 特 徴 出 土位 置 備　 考

5 70 土 師 器 聾 ［2 4．4］ （1 7．9） － 石英 ・長石 ・雲母 にぷ い橙 普 通 体 部 外 面 へ ラ削 り， 内面 ナ デ 竃 2 0％

5 71 土 師 器 高台付椀 1 1．4 1 5・5 5．8 長 石 ・石 英 にぷ い橙 普 通 ロ ク ロナ デ ， 高 台 貼 り付 け 覆 土 中 60％　　 P L 9 5

5 72 土 師 器 高台付椀 ［14．2］ 5．3 －
石英 ・長石 ・赤
色粒 子 ・雲 母

に ぷ い 橙 普 通 内 面 へ ラ磨 き 覆 土 下 層 20％　 へラ記号
「×」

7 16 土 師器 高台付椀 － （3．9） － 石英 ・赤色 粒子 に ぷ い 橙 普 通 体 部 内 外 面 へ ラ磨 き 覆 土 中 20％　 焼土付着

番号 器　 種 長さ 幅 厚 さ 重量 材　 質 特　　　　　　 徴 出土位置 備　 考

D P 23 紡錘車 ほ6） （3．1） 1．5 （22．7） 土 ナデ，孔径0．7，1／2欠損 覆土中

第柑6号健腰掛（第278図）

位置　調査区中央部のK16iO区に位置し、尾根上の平坦部に立地している。

重複関係　第131・132号土坑を掘り込み，第95号軋軋　第118号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　確認できたのは長軸2．6Ill，短軸2．5111で，方形または長方形と推定され，主軸方向はN－50－W

である。壁高は12～20cmで，各壁とも直立している。

床　ほぼ平坦である。

竃　北壁中央に位置している。規模は焚き口部から煙道部先端まで70cm，焚き口部の幅は30cmで，袖部は残

存していない。煙道部は壁外に20cmほど掘り込み，途中に段を持ちながら外傾して立ち上がっている。上部は

削平されているが，第1層が崩落した天井部と考えられる。火床部は目立った硬化面や赤変箇所は見られなか

った。
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寵土層解説

1灰黄褐色　砂質粘土粒子多量，ロームプロッタ微量
2　黒　褐　色　　ローム粒子微量

3　暗　褐　色　　ロームブロック・砂質粘土粒子微量
4　にぷい黄褐色　　ローム粒子少量

5　灰　褐　色

6　黒　褐　色

7　にぷい黄褐色

8　黒　褐　色

覆土　7層からなる。レンズ状の堆積状況から自然堆積と考えられる。

土層解説

1褐　　色　　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

2　暗　褐　色　　ローム粒子少量，炭化物・焼土粒子微量
3　褐　　　色　　ローム粒子微量

4　褐　　色　　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量

5　褐　　　色

6　暗　褐　色

7　暗　褐　色

焼土粒子・砂質粘土粒子微量

焼土粒子・炭化粒子・砂質粘土粒子微量
ローム粒子多量

砂質粘土粒子微量

ローム粒子中量，炭化粒子微量

ローム粒子・炭化粒子・砂質粘土粒子微量

砂質粘土粒子少量，ローム粒子・焼土粒子・炭
化粒子微量

遺物出土状況　土師器片35点（杯類26，璽類9），須恵器片13点（杯類10，嚢類3），粘土塊1点が出土してい

る。573は中央部の覆土下層から破片の状態で出土している。

所見　時期は，出土土器から9世紀後半ごろと考えられる。

＿旦＿63．4m

4　K　　5

第278図　第136号住居跡・出土遺物実測図

第136号住居跡出土遺物観察表（第278図）

0　　　　　　　　　　　1m

番号 種　 別 券種 口径 器高 底径 胎　　 土 色　 調 焼成 手 法 の 特 徴 出土位置 備　 考

573 土師器 杯 ［13．4］ 3．3 ［7．8］ 石英 ・雲母 にぷい橙 普通 内面へラ磨き 覆土下層 20％

第137号住居跡（第279図）

位置　調査区中央部のK16gO区に位置し，尾根上の平坦部に立地している。

重複関係第2号掘立柱建物跡を掘り込み，第5号住居，第126号土坑に掘り込まれている。

－332－



規模と形状　確認されたのは長軸4．2m，短軸2．6mで，方形または長方形と推定され，主軸方向はN－40－E

である。壁高は19～34cmで，各壁ともほぼ直立している。

床　やや起伏があり，中央部は踏み固められている。

覆土13層からなる。ブロック状の堆積状況から人為堆積と考えられる。

土層解説

1　黒　褐　色　　ロームブロック少量，炭化物微量
2　にぷい黄褐色　　ローム粒子・炭化粒子微量

3　暗　褐　色　　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子微量
4　黒　褐　色　　焼土ブロック・炭化物微量

5　暗　褐　色　　ロームブロック中量，焼土ブロック・砂質粘土
粒子微量

6　黒　褐　色　　ロームブロック微量

7

8

9

10

11

12

13

黒

黒

黒

黒

褐　色　　ロームブロック・炭化物微量

褐　色　　ローム粒子微量
褐　色　　ロームブロック中量，焼土粒子微量

褐　色　　ローム粒子少量，焼土ブロック微量
にぷい黄褐色　　ロームブロック少量

黒　褐　色　　ロームブロック・焼土粒子微量

にぷい黄褐色　　ロームブロック微量

造物出土状況　土師器片67点（杯類38，嚢類29），石材10点の他，埋没時に混入した弥生土器片3点，須恵器

片15点（杯類6，襲類9）が出土している。575・576は南壁際の床面から，574は中央部の床面からいずれも

破片で出土している。住居廃絶直後に混入したものと考えられる。

第279図　第137号住居跡・出土遺物実測図
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所見　時期は，出土土器から10世紀前半ごろと考えられる。

第137号住居跡出土遺物観察表（第279図）

番 号 種　 別 器 種 口 径 器 高 底 径 胎　　 土 色　 調 焼 成 手 法 の 特 徴 出 土位 置 備　 考

57 4 土 師 器 椀 ［15．0］ 5．6 5 ．5 赤色 粒子 ・雲母 に ぷ い 橙 普 通 ロ クロ ナ デ ， 内 底 面 ナ デ ， 底
部 回 転 へ ラ切 り

床 面 30％

57 5 土 師 器 高台付椀 ［15．6］ （4，0） －
長 石 ・赤 色 粒
子 ・空 母

に ぷ い 橙 普 通 ロ ク ロ ナ デ 床 面 20％

5 76 土 師 器 椀 ［17．4］ （3．9） － 石英 ・白色粒 子 に ぷ い 橙 普 通 内面 へ ラ磨 き 床 面 5％　 へラ記号
「n l p L96

第138号住居跡（第280図）

位置　調査区中央部のK16f9区に位置し，尾根上の平坦部に立地している。

重複関係　第93号住居跡，第2号掘立柱建物跡を掘り込んでいる。

規模と形状　長軸3．4m，短軸3．3mの方形と推定され，主軸方向はN－840－Wである。壁高は7～20cmで，各

壁ともほぼ直立している。

床　ほぼ平坦で，束へわずかに傾斜している。

竃　東壁の南東コーナー寄りに位置しているが，撹乱によりほとんど破壊されている。残存部の規模は焚き口

部から煙道部先端まで100cm，焚き口部の幅は80cmである。壁外へ100cmほど掘り込んで構築されており，煙

道部は直立している。火床部は赤変硬化し，大量の焼土が堆積している。

覆土　単一層である。覆土が薄く堆積状況は不明である。
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第280図　第138号住居跡・出土遺物実測図
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土層解説
1　黒　褐　色　　ロームブロック・炭化物・焼土粒子微量

遺物出土状況　土師器片28点（杯類7，要類21），須恵器片1点（杯類）の他，埋没時に混入したと考えられ

る弥生土器片1点が出土している。717は覆土下層から出土している。

所見　時期は，当遺跡における東竃を持つ住居の年代と出土土器から10世紀代と考えられる。

第138号住居跡出土遺物観察表（第280図）

番 号 種　 別 器 種 口径 器 高 底 径 胎　　 土 色　 調 焼 成 手 法 の 特 徴 出 土 位 置 備　 考

7 17 土 師 器 要 ［18．5］ （3．3） －
石英 ・長 石 ・赤
色粒子 ・空 母

明赤 褐 普 通 横 ナ デ 覆 土 下 層 5％

第139号住居跡（第281図）

位置　調査区中央部のJ16f4区に位置し，尾根上の平坦部に立地している。

重複関係　第24号住居跡を掘り込んでいる。

ー335－

第281図　第139号住居跡・出土遺物実測図
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規模と形状　長袖・m　短軸。mの方形で　主軸方向はN…　○…Wである。壁高は挽mで　各壁とも外傾し

て立ち上がっているJ

床　ほぼ平坦である。

竃　北壁の東寄りに位置しているが，上部は削平されている○規模は焚き口部から煙道部先端まで70cm，焚

き口部の幅30cmで資袖部は確認できなかった。煙道部は壁外へ60cmほど平坦に掘り込まれ直立している。火

床部は目立った硬化面や赤変箇所は見られず，特定できなかった。

電土層解説

1褐　　　色　　ローム粒子少量，焼士粒子微量 2　暗赤褐色　　焼土粒子少量

写真　5層からなる。プロッタ状の堆積状況から人為堆積と考えられる。

土層解説

1黒　褐　色　　ローム粒子少量，炭化粒子微量
2　褐　　　色　　ローム粒子少量

3　褐　　　色　　ローム粒J’可」量

4　黒　　　色

5　極暗褐色
ローム粒子微量

焼土粒子を炭化粒子微量

遺物出藍状況　土師器鋸32点（杯事36，聾類96），須恵器片3点　埠類摘　嚢類舗）が出土している。333は

北部の床面から正位で，334は竃内から横位で出土しており，住居廃絶時に遺棄されたものと考えられる。335

は竃前面の床面から破片で出土しておりタ廃絶直後に混入したものと考えられる。

所凰　時期はタ　出土土器から用世紀後半ごろと考えられる。

第且39号住居跡出土遺物観察表（第281囲）

番 号 種　 別 器 種 口 径 器 高 底 径 胎　　 士 色　 調 焼 成 手 法 の 特 徴 出 士 位 置 備　 考

33 3 土 師 器 高台付皿 12．7 5．1 7 ．5 石英 ・長右 ・ま母 明 赤 褐 普 通 ロ ク ロナ デ 床 面 9 5％　 P L lO O

3 34 土 師 器 聾 ［15．6］ （1 7．9）
－ 石英 ・長石 ・雲母 褐 普 通 休 部 外 面 ナ デ ， 内 面 一 部棒 状

工 具 に よる ナ デ
火 床 部 上 20％

3 35 士 師 器 聾
－ （1 1．5） 15．8 石 英 ・長 石 に ぷ い 褐 普 通

ノ．ヽ体 部 外 面 削 り後 ナ デ ， 底 部 へ

ラ削 り 床 面 25％

第閥の考健贋跡（第282囲）

位置　調査区西部のK蟻h区に位置し，尾根上の平坦部に立地している。

重複関係　第16e17e18号住居，第84惨180号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長卓絶4m，短車約．9mの長方形で，主軸方向はN－50…Eである。壁高は24～34cmで学外傾して

立ち上がっている。

床　ほぼ平過で，南壁際から竃前面まで踏み固められている。

竃　北壁の中央部に位置しているが芦上部は酎8号住居に破壊されている。規模は焚き口部から残存する煙道

部まで鮒cm　焚　日部の幅は70cmである。煙道部は壁に沿って直立している。右袖は地山を掘り残した土台

部が残存している。

覆丑　は層からなる。ブロック状の人為堆積と考えられる。第　～H層は竃からの流出である。

土層解説

1暗　褐　色　　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
2　暗　褐　色　　ロームブロックの炭化粒子微量

3　にぷい黄褐色　　砂質粘土粒子中量，ロームブロック・焼土粒子
微量

4　暗　褐　色　　ロームブロック・焼土ブロック微量

5　暗　褐　色　　ロームブロック少量，炭化粒子微量
6　暗　褐　色

7　褐　　　色

8　褐　　　色

－336－

ロームブロック少量

ロームブロック少量

ロームブロック。炭化粒子少量，焼土粒子微量



9　にぷい黄褐色　　砂質粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子・炭　　10　褐　　　色

化粒子微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11暗　褐　色
砂質粘土粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

砂質粘土粒子中量，焼土ブロック・炭化粒子微量

遺物出土状況　土師器片93点（杯類20，嚢類73），須恵器片16点（杯類11，嚢類5），石材5点，粘土塊3点の

他，埋没時に混入したと考えられる縄文土器片4点が出土している。577は竃の焚き口から逆位で，578は北東

部の床面から正位で出土している。これらは，住居廃絶時に遺棄されたものと考えられる。

所見　時期は，出土土器から8世紀後葉と考えられる。

D
－63．4m

第282図　第140号住居跡・出土遺物実測図
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第140号住居跡出土遺物観察表（第282図）

番 号 種　 別 器 種 口 径 器 高 底 径 胎　　 土 色　 調 焼 成 手 法 の 特 徴 出 土 位 置 備　 考

57 7 須 恵 器 杯 13．4 3．8 8．0 石英 ・長石 ・雲母 灰 普 通 ロタロナデ，底部回転へラ切 り後ナデ 竃 焚 き口 1鵬 益子カ　PL98

57 8 須 恵 器 杯 13．3 4．2 7．5 石英 ・長石 ・雲母 灰 普 通 ロクロナデ，底部回転へラ切 り後ナデ 床 面 8脇 益子カ　PL98

第142号住居跡（第283図）

位置　調査区西部のK16f2区に位置し，尾根上の平坦部に立地している。

重複関係　第45号住居に掘り込まれている。

規模と形状　長軸3．0m，短軸2．4mの方形で，主軸方向はN－900－Eである。壁高は17－29cmで，各壁とも直

立している。

床　ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。

竃　東壁上にある撹乱内に見られる焼土の範囲が竃の痕跡と考えられるが，撹乱によってほとんど破壊されて

いる。

覆土　3層からなる。レンズ状の堆積状況から自然堆積と考えられる。

土層解説
1　黒　褐　色　　ローム粒子微量

2　褐　　　色　　ロームブロック少量，炭化粒子微量

⑥

／‘‘‾・ヽ
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第283図　第142号住居跡・出土遺物実測図

3　暗　褐　色　　ローム粒子・炭化粒子微量
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遣物出立状況　土師器片65点（棒類20，婆類45），石材2点，鉄淫1点の他，埋没時に混入したと考えられる

弥生土器片1点，須恵器片4点（襲類）が出土している。579は北東部の床面から正位で出土している。580は

竃付近の床面から破片で出土しているが，これは撹乱によって破壊されたものと推定される。いずれも住居廃

絶時に遺棄されたものと考えられる。

所見　時期は，出土土器から第45号住居に先行する10世紀前半と考えられる。

第142号住居跡出土遺物観察表（第283図）

番 号 種　 別 券 種 口径 器 高 底 径 胎　　 土 色　 調 焼 成 手 法 の 特 徴 出 土 位 置 備　 考

5 79 土 師 器 土不 9．6 3．0 6．3 赤色粒 子 ・雲母 にぷ い橙 普 通 ロ ク ロナ デ 床 面 9 5％　　 P L 99

5 80 土 師器 小 形 嚢 ［10．2］ 9．2 8．4 石英 ・長石 ・雲母 にぷ い橙 普 通 体 部 外 面 へ ラ削 り， 内面 ナ デ 床 面 3 0％

窮掴5号健腰掛（第284図）

位置　調査区中央部のK17f2区に位置し，尾根士の一、円甘部に＿立地している。

第鵠超図　第145号住居跡実測図
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重複関係　第5・66・67号住居に掘り込まれている。

規模と形状　長軸5．0m，短軸4．6mの長方形で，主軸方向はN－10－Eである。壁高は11－17cmで，各壁とも

外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦である。

ピット　2か所。Plは深さ18cmで，主柱穴と考えられる。P2は深さ18cmで，南壁の中央部に位置するこ

とから，出入口施設に伴うピットと考えられる。

覆土　4層からなる。壁際から土砂が流れ込んだ自然堆積と考えられる。

土層解説

1　黒　褐　色

2　暗　褐　色

ロームブロック微量

ローム粒子少量
3　暗　褐　色　　ロームブロック微量
4　暗　褐　色　　ローム粒子中量

遺物出土状況　土師器片17点（杯類9，嚢類8），須恵器片1点（嚢類）の他，埋没時に混入したと考えられ

る弥生土器片1点が出土している。土器片はいずれも細片で図化できるものはなかったが，ロクロ整形された

土師器椀が出土している。

所見　時期は，重複する第66号住居の時期が9世紀後薬であることと出土土器から，9世紀前葉から中葉と考

えられる。

第147号住居跡（第285図）

位置　調査区西部のJ16h5区に位置し，尾根上の平坦部に立地している。

規模と形状　削平により床面が露出しており，硬化面・竃のみ確認できた。主軸方向は特定できない。

床　ほぼ平坦である。

竃　硬化面の東側に粘土・焼土が見られ，竃の基部と推定される。

寵土層解説

1　暗赤褐色　　焼土粒子中量，炭化粒子微量

遺物出土状況　土師器片5点（杯類3，嚢類2）が出土している。土器片はいずれも小片で図化できるものは

無かった。

所見　時期を決定する土器はないが，当遺跡における東電を持つ住居の年代から，10世紀代と推定される。

⑥
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第285図　第147号住居跡実測図
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第150号住居跡（第286図）

位置　調査区中央部のJ16h4区に位置し，尾根上の平坦部に立地している。

重複関係　第30号住居跡を掘り込み，第28号住居に掘り込まれている。

規模と形状　確認できたのは長辺2．1m，短辺1．3mで方形または長方形と推定され，主軸方向はN－120－Eで

ある。残存する壁高は4cmほどである。

床　ほぼ平坦である。

寵　北壁の中央部に位置しているが，第28号住居に破壊されているため構築材は全て失われ，火床部のみ残存

している。

遺物出土状況　遺物は認められなかった。

所見　時期は，重複する第28号住居の時期が10世紀後半ごろと推定されることから，10世紀後半以前と考えら

れる。

＿f

第286図　第150号住居跡実測図
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第151号住居跡（第287図）

位置　調査区東部のL18i9区に位置し，東へ傾斜する斜面上に立地している。

重複関係　第169号住居跡を掘り込み，第26・27号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長軸2．5m，短軸2．1mの長方形で，主軸方向はN－220－Wである。壁高は10cmで，各壁とも外傾

して立ち上がっている。

床　起伏があり軟弱である。壁溝は西壁下と北東及び南西コーナー部に見られ，断面U字形である。

ピット　2か所。性格は不明である。

覆土　単一層である。覆土が薄く堆積状況は不明である。

土層解説

1　黒　褐　色　　ロームブロック少量

遣物出土状況　土師器片64点（杯類42，嚢類22），鉄揮2点の他，埋没時に混入したと考えられる土師器片4

点（高杯），須恵器片1点（杯類）が出土している。土器片はいずれも小片で全域に散在して出土している。

715は覆土下層から出土している。
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所凰　竃の痕跡は認められなかったが，第26号士坑または第27号士坑に破壊された可能性がある。住居として

扱ったが生活の場としてほ小規模であり，わずかながら鉄浮が出土していることなどから，工房あるいは倉庫

と推測される。時期は，出土土器から10世紀ごろと考えられる。
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第詑署図　第蟻号住居跡砂出土遺物実測図

第151号住居跡出土遺物観察表（第287図）
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番号 種　 別 器種 口径 器高 底径 胎　　 土 色　 調 焼成 手法の特徴 出土位置 備　 考

715 土師器 椀 ［15．7］ ぐ3．日 － 石英 ・長石 褐 普通 ロクロナデ 覆土中 5％

窮閲考健腰跡（第288蝕289図）

位置　調査区中央部のH6jO区に位置し，尾根上の平坦部に立地している。

重複関係　第51e52号住居跡を掘り込み芦　第59号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長軸3・9m，短車蛤5mの長方形で，主軸方向はN－900－Eである。壁高は22～36cmで，各壁とも

外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，北東部が踏み固められている。

竃　東壁の北東コーナー部寄りに位置している。規模は焚き口部から煙道部先端まで70C恥袖部幅100cmであ

る。煙道部は壁外へ30cmほど掘り込まれ外傾して立ち上がっている。天井部は崩落し左袖は破壊されている

が，瓦が左袖付近と竃の覆土上部から出土しており，被熱痕があることから，補強材として利用されたと考え

られる。火床部は掘り込まれておらず，火床面は直径15cmほどの円形に赤変硬化している。

竃土層解説

1暗　褐　色　　砂質粘土粒子少量，ローム粒子微量
2　暗　褐　色　　焼土粒子e砂質粘土粒子少量

3　灰　褐　色　　砂質粘土粒子少量，焼土粒子微量
4　灰　褐　色　　砂質粘土粒子中量，炭化粒子少量

5　暗　褐　色　焼土粒子・砂質粘土粒子少量，炭化粒子微量

6　極暗褐色　　焼土粒子少量，炭化粒子微量
7　暗　褐　色　　焼土粒子少量
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ピット　2か所。Plは深さ15cmで，柱穴と考えられる。P2は深さ18cmで，性格は不明である。

覆土　6層からなる。レンズ状の堆積状況から自然堆積と考えられる。

土層解説

1　暗　褐　色

2　褐　　　色

3　褐　　　色

ローム粒子少量

ローム粒子中量，砂質粘土粒子微量

ローム粒子中量，炭化粒子微量

4　褐　　　色

5　暗　褐　色

6　にぷい褐色

ローム粒子少量，炭化粒子微量
ロームブロック少量

ローム粒子多量，炭化粒子微量

遺物出土状況　土師器片20点（杯類17，嚢類3），鉄製品1点（刀子），瓦10点が出土している。710・713は壁

寄りの，711は中央部の，それぞれ覆土下層から出土している。712は，P2の底面から出土している。またT

44は竃付近から出土している。

所見　時期は，出土土器から10世紀未から11世紀初めごろと考えられる。

∴施∴

第288図　第152号住居跡・出土遺物実測図
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第289図　第152号住居跡出土遺物実測図

第152号住居跡出土遺物観察表（第288・289図）

へ：コ′　T48

番号 種　 別 器 種 口径 器 高 底 径 胎　　 土 色　 調 焼 成 手 法 の 特 徴 出 土 位 置 備　 考

7 10 土 師 器 高台付椀 10．4 3．6 5．4 石英 ・長石 ・雲母 灰 普 通 内外面へラ磨き，底部回転へラ切 り 覆 土 下 層 6 0％　　 P L 9 5
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番号 種　 別 器種 口径 器高 底径 胎　　 土 色　 調 焼 成 手法の特徴 出工位 置 備　 考

711 土師器 高台付椀 11．0 4．6 6．2 白色粒子 ・雲母 黒 普通
内外面へラ磨 き，底部ロクロナ

デ
覆 土下層 50％　　 P L9 5

7 12 ぶ 土 師器 高台付椀 － （4．2） 6．4 石英 ・長石・雲母 にぷ い橙 普 通 体部外南 口クロナデ，ヘラ磨き P 2 底 部 25％

713 土 師器 婁
腰L

［6．4］ 3．8 － 石英 e長石・雲母 にぷ い橙 普通 外面 へラ削 り，内面 ナデ 覆土下層 20％

番号 器　 種 長 さ 幅 厚 さ 重量 材　 質 特　　　　　　 徴 出土位置 備　 考

M 91 鉄 賂6） 1．5 0．47 （12．5） 鉄 柳 葉式敷身，台状関，茎部後端 欠損 覆土 中 P L lO5

T 44 平 瓦 （29．0） （24．8） 3．4 （31 50．0） 土 凸面平行叩き，ヘラ削り，凹面布 目痕，指頭痕 竃覆土

T 45 平瓦 （16．2） （13．7） 3．0 （103 0．0） 土 凸面縄 叩 き，凹面布 目痕，端部へ ラ削 り 覆土中層

T 46 丸瓦 （14．8） （10．2） 2．2 （52 0．0） 士 玉縁式，凸面へラ削り，凹面布目痕，端部へラ削り 覆土 中 須恵質

T 47 貪瓦 カ （12．1） （10．7） 2．4 （30 0．0） 土 凸面縄 叩 き，凹面布 目痕，側面一部研磨 覆土中

T 48 平瓦 （7，5） （7．8） 1．6 （16 0．0） 士 凸面平行叩き，凹面布目痕，吊紐痕，端部へラ削り 覆土下 層

T 49 平瓦 賂7） （9．9） 2．4 （18 0．0） 土 凸面 平行叩 き．凹面布 目痕 覆土 中層

第瑠鵬考健贋跡（第290回）

位置　調査区東部のL18e5区に位置し，束へ傾斜する斜面部に立地している。

重複関係　第162号住居跡を掘り込み，第164号住居に掘り込まれている．

規模と形状　一辺3思mのほぼ方形で，主軸方向はN…770－Eである。壁高は12～22cmで，各壁とも外傾して

立ち上がっている。北東コーナーから竃の左袖にかけて40elllほど張り出している。

床　ほぼ平班で，中央部から南部が踏み固められている。壁溝は竃部を除き巡っており，断面はU字形である。

毯　東壁の中央部に位置し，上部を削平されている。規模は焚き口部から煙道部先端まで70cm9　両袖幅100cm

である。煙道部は壁外へ10cIllほど掘り込み，わずかに外傾して立ち上がっている言天井部は崩落したと考え

られ，第1層がこれに該当する。袖部は地山にローム土を盛り，その上に砂質粘土を貼り付けて構築されてい

る。火床部は赤変硬化し，焼土が厚く堆積している。

電土層解説
1　灰　褐　色　　砂質粘土粒子多量

2　暗赤褐色　　焼土粒子中量

3　暗赤褐色　　焼土粒子少量
4　暗赤褐色　　焼土粒子微量

5　にぷい赤褐色　　焼土粒子中量

6　褐　灰　色　　砂質粘土粒子多量

7　暗　褐　色　　ロームブロック・砂質粘土粒子微量
8　暗　褐　色　　ロームブロック微量

9　暗　褐　色　　ロームブロック・炭化粒子微量

ピット　3か所。P2・P3は深さ35～70cmで，主柱穴と考えられる。Plは深さは10cmで，南壁際の中央

部に位置することからヲ　出入り口施設に伴うピットと考えられる。

穫豊　6層からなる。西側の斜面上部から土砂が流れ込んだ自然堆積と考えられる。

土層解説
1　暗　褐　色　　ロームブロック微量

2　黒　褐　色　　ロームブロックの炭化粒子微量
3　黒　褐　色　　ローム粒j二・焼士粒千・歳化物微量

4　灰　褐　色　　ローム粒子少量，砂質粘土粒子微量

5　暗　褐　色　　ローム粒子・炭化粒日放量
6　褐　　　色　　ローム粒子中量

遺物出土状況　土師器片46点（杯類10，棄類36），須恵器片5点（杯類），石材3点，鉄樟3点の他，埋没時に

混入したと考えられる弥生土器片4点が出土している。581は東壁際の床面から正位で出土している。住居廃

絶時に遺棄されたものと考えられる。

所見　北東部に見られる張l‖IlLは，形状と位置から竃脇の棚状施設として利用された可能性がある。時期は，

出土土器から8世紀中葉と考えられる。
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第290図　第163号住居跡・出土遣物実測図

第163号住居跡出土遺物観察表（第290図）

0　　　　　　　　　　　　2m

0　　　　　　　　　　　　1m

番号 種　 別 器種 口径 器高 底径 胎　　 土 色　 調 焼成 手法の特徴 出土位置 備　 考

581 須恵器 蓋 ［16．8］ 3．8 － 石英 ・長石 にぷい貴 普通 ロタロナデ，天井部回転へラ削り 床面 50％

第164号住居跡（第291～293図）

位置　調査区東部のL18f5区に位置し，東へ傾斜する斜面部に立地している。

重複関係　第162・163・165号住居跡，第292・310号土坑を掘り込み，第290号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長軸6・7m，短軸3．2mの長方形で，主軸方向はN－00である。南西部に東西1．8m，南北0．7mの

長方形の張り出しを持っている。壁高は25～42cmで，南壁はやや外傾しているが，他は直立している。

床　ほぼ平坦で，南部から中央部が踏み固められている。東壁下の東北コーナー寄りに，比較的しっかりと掘

り込まれた溝が見られ，断面は逆台形である。用途は不明である。
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④

第291図　第164・165号住居跡実測図
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第293図　第164号住居跡出土遺物実測図

0　　　　　　　　　　　10cm

炉　2か所。炉1は中央部やや北寄り，炉2はほぼ中央部に位置し，共に火床面が被熟のため硬化し，わずか

に赤変している。掘り込みは無く，焼土も堆積していない。炉1の西側には床面上に極めて薄い炭化物の層が

見られ，灰溜りと考えられる。

ピット　Plは深さ25cmで，南東コーナー部に位置していることから，出入り口施設に伴うピットと考えら

れる。

覆土　25層からなる（第1～25層）。ロームブロックが多く含まれることから，人為堆積と考えられる。中央

部のやや東寄りの床面には，長径200cm，短径150cmほどの楕円形に焼土が厚く堆積しており，第23～25層が

該当する。図化できなかったが，第24層と第25層の間には厚さ2mmほどの薄い炭化粒子の層がある。

土層解説
1　暗　褐　色　　ロームブロック微量，粘性弱

2　暗　褐　色　　ロームブロック・焼土粒子・炭化物微量
3　暗　褐　色　　ロームブロック・炭化物微量

4　黒　褐　色　　ロームブロック・焼土粒子・炭化物微量
5　黒　褐　色　　ロームブロック・焼土ブロック・炭化物微量

6　黒　褐　色　　ロームブロック・炭化物微量

7　暗　褐　色　　ローム粒子微量
8　黒　褐　色　　ローム粒子・炭化物微量

9　暗　褐　色　　ロームブロック少量
10　極暗褐色　　ロームブロック微量

11暗　褐　色　　ロームブロック微量
12　褐　　　色　　ローム粒子少量

13　灰　褐　色　　ロームブロック少量

14　暗　褐　色　　ローム粒子少量，炭化粒子微量
15　暗　褐　色　　ロームブロック・炭化粒子中量

16　黒　褐　色　　ロームブロック・炭化粒子微量
17　黒　褐　色　　ロームブロック微量

18　黒　褐　色　　ロームブロック少量
19　にぷい黄褐色　　ローム粒子中量

20　黒　褐　色　　ロームブロック微量，しまり強

21黒　褐　色　　ローム粒子・炭化粒子微量
22　暗　褐　色　　ロームブロック少量，粘性弱，しまり強

23　暗赤褐色　　ローム粒子・焼土ブロック微量
24　にぷい赤褐色　　焼土粒子多量，ローム粒子微量

25　黒　褐　色　　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

遺物出土状況　土師器片718点（杯類533，嚢類185），石器4点（砥石），鉄製品2点（釘），鉄津14点，粘土塊

1点，瓦1点，獣骨の他，埋没時に混入したと考えられる弥生土器片23点，須恵器片36点（杯類21，嚢類15）

が出土している。588は覆土下層から出土しており，須恵器嚢の体部を整形し硯に転用したものと考えられる。

Q70は中央部の床面から出土しており，住居廃絶時に遺棄されたものと考えられる。獣骨は，馬の顎部と推定

されるものが中央部付近から，種不明のものが西壁際から出土しているが，個体数は不明である。さらに10～

20cm前後の石が50点以上も全域から出土しており，これらは床面から覆土上層まで散在している。

所見　形状が長方形であることや2か所の炉の様子，砥石・鉄津が出土していることなどから，製鉄に関連し

た工房として利用されていたと推測される。大量に出土した石は屋根の部材と考えられ，厚く堆積した焼土の

存在から焼失住居の可能性があるが，炭化材が出土していないことから，これらは廃絶時に投げ込まれたと考
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えることもできる0また，馬と推測される獣骨が出土していることから，廃絶に伴い何らかの祭離ゞ行われた

可能性がある。時期は，出土土器からH世紀初めごろと考えられる。

第164号住居跡出土遺物観察表（第292。293図）

番 号 種　 別 器 種 日経 器 高 底 径 胎　　 土 色　 調 焼 成 手 法 の 特 徴 出土 位 置 備　 考

58 2 土 師 器 土不 ［14．4］ 5．4 6．5 石英・白色粒子・雲母 暗灰 黄 普 通 内面へ ラ磨 き，底部 回転糸切 り 覆 土 中層 30％

5 83 土 師器 高台付椀 ［14．9］ 4．8 7．6 石英 ・長石 ・雲母 にぷい黄褐 普 通 ロ ク ロ ナ デ 覆 土 中 55％

5 84 士 師 器 高台付椀 ［2 1．3］ ［7．7］ － 石 英 0 雲 母 にぷい黄橙 普 通 ロ ク ロ ナ デ ， 内面 へ ラ磨 き 覆 土 中 5％

58 5 土 師 器 高台付椀 － （2．7）
－ 雲 母 に ぷ い橙 普 通 内 面 へ ラ磨 き 焼 土 中 5％　 へラ記号 「削

58 6 土 師 器 皿 8．7 1．6 5．4 石英 ・長石 ・雲母 にぷ い橙 普 通 ロ クロ ナ デ 覆土 下 層 50％

58 7 土 師 器 皿 〔8．0］ 1．0 賂 0］ 長 石 。雲 母 にぷ い橙 普 通 ロ ク ロ ナ デ 覆 土 中層 40％

番号 種　 別 器種 長さ 幅 厚さ 胎　　 土 色　 調 焼成 特　　 徴 出土位置 備　 考

588 須恵器 硯カ （16．7） （14．2） 1．8 石英 ・長石 灰 普通 整体部転用，内面磨滅 覆土下層

番号 種　 別 器種 胎　　 土 色　 調 焼成 手 法 の 特 徴 出士位置 備　 考

T P42 須恵器 林 石英 灰自 普通 底部回転へラ切 り 覆土中 へラ記号「×」

番 号 器　 種 長 さ 幅 厚 さ 重 量 材　 質 特　　　　　　 徴 出土 位 置 備　 考

Q 70 砥 石 （11．2） 13．0 5．7 （9 0 1．0） 砂 岩 砥 而 1 而 床 面

Q 71 砥 石 （10．5） （H ．3） （7．4） （10 4 0．0） ホ ル ン

フ ェ ル ス
砥 面 3 両 床 面

M 6 7 釘 （7．4） 0．7 0．4 3 （4．66） 鉄 断 面 長 方 形 ， 両 端 欠 損 覆 土 中

第閥5号住居跡（第291◎292図）

位置　調査区東部のL18h5区に位置し，東へ傾斜する斜面上に立地している。

重複関係　第167号住居跡を掘り込み，第164号住居に掘り込まれている。

規模と形状　長軸2・2m，短軸1．9mの長方形で，主軸方向はN－50－Eである。壁高は40cmで外傾して立ち上

がっている。

床　起伏があり，軟弱である。

尊皇　5層からなる（第26～30層）。ロームブロックを多く含んでいることから人為堆積と考えられる。

土層解説

26　黒　褐　色　　ローム粒子e焼土粒子e炭化粒子微量
27　暗　褐　色　　ロームブロック微量

28　暗　褐　色　　ロームブロック中量

29　黒　褐　色　　ロームブロック微量

30　暗　褐　色　　ロームブロック少量

遺物出羞状況　土師器片42点（杯類19，嚢類23）の胤埋没時に混入したと考えられる縄文土器片1点，弥生

土器片3氏須恵器片6点（埠類2，聾類4）が出土している。土器はすべて小片で，覆土全体に散在してい

る。589は北部の覆土中から出土している。

所凰　住居として扱ったが，規模が小さく床面が軟弱なこと，竃や炉などが認められないことから，倉庫と考

えられる。時期は，重複する住居跡の時期と出土土器から10世紀末ごろと考えられる。

第165号住居跡出土遺物観察表（第292図）

番号 種　 別 器種 口径 器高 底径 胎　　 土 色　 調 焼成 手法の特徴 出土位置 備　 考

589 土師器 皿 ［9．4］ 1．8 ［7．2］ 石英・長石・雲母 にぷい橙 普通 ロクロナデ，底部回転糸切 り 覆土中 20％
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第166号住居跡（第294図）

位置　調査区東部のM19C8区に位置し，東へ傾斜する斜面部に立地している。

重複関係　第202号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状　南部は調査区域外へ延びており，北部・東部は削平と撹乱を受けているため全容は不明である。

西壁が1．2mのみ確認でき，主軸方向はN－120－Wである。壁高は4～8cmで直立している。

床　ほぼ平坦で，軟弱である。

竃　北部に径30cmほどの円形の赤変硬化した範囲が見られ，竃の火床部の残存と考えられる。

ピット　Plは深さ36cmで，主柱穴と考えられる。

ピット土層解説

1　黒　褐　色　　炭化物少量，ロームブロック微量

2　暗　褐　色　　ロームブロック微量

覆土　2層からなる。堆積状況は不明である。

土層解説

1　黒　褐　色　　ロームブロック・炭化物少量

3　褐　　　色　　炭化粒子微量

2　黒　褐　色　　ロームブロック・炭化粒子少量

遺物出土状況　土師器片27点（杯類3，賓類19，高杯5），須恵器片2点（杯類）が出土している。158は覆土

下層から出土している。

所見　時期は，出土土器から8世紀中葉ごろと考えられる。
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第294図　第166号住居跡・出土遺物実測図

第166号住居跡出土遺物観察表（第294園）

0　　　　　　　　　　　　2m

0　　　　　　　　　　　10cm

番号 種　 別 器種 口径 器高 底径 胎　　 土 色　 調 焼成 手法の特徴 出土位置 備　 考

158 須恵器 杯 ［14．6］ 4．3 ［10．0］ 石英・長石 灰黄 普通 ロクロナデ，底部回転へラ削り 覆土中 25％
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第171号住居跡（第295・296図）

位置　調査区東部のL18g9区に位置し，東へ傾斜する斜面部に立地している。

重複関係　第291号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長軸4．1m，短軸3．9mの方形で，主軸方向はN－860－Eである。壁高は15～20cmで，各壁ともほ

ぼ直立している。

床　ほぼ平坦である。壁溝は患部を除き巡っており，断面はU字形である。

竃　東壁の南東コーナー寄りに位置し，上部は削平されている。規模は焚き口部から煙道部先端まで70cm，

両袖幅130cmである。煙道部は壁外へ60cmほど掘り込まれ，嬢やかに外傾して立ち上がっている。天井部は崩

落し，構築材の粘土塊が第9層に見られる。袖部は地山にローム土を盛り，その上に砂質粘土を盛り上げて構

築されているが，つぶれて原形をとどめていない。火床部はわずかにくぼみ赤変しており，焼土が厚く堆積し

ている。

④　　　　i
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埴土屑解説

1　褐　　　色　　ロームブロック少量
2　暗　褐　色

3　褐　灰　色

4　灰　褐　色

5　暗赤褐色
6　暗赤褐色

ロームブロック・炭化物少量，焼土粒子微量
砂質粘土粒子多量
砂質粘土粒子中量

焼土粒子中量，ロームブロック少量
焼土粒子少量

7　赤　褐　色

8　暗赤褐色
9　青　灰　色
10　灰　褐　色

11暗　褐　色

12　暗　褐　色

焼土粒子中量

焼土粒子少量，砂質粘土粒子微量
粘土粒子多量

ロームブロック・焼土粒子中量，炭化物微量
ロームブロック中量

ロームブロック微量

ピット　6か所。Plは深さ33cm，P2は深さ26cmで主柱穴である。PlはP2の作り替えと考えられる。

P3は深さ50cmで南壁際の中央部に位置していることから，出入り口施設に伴うピットと考えられる。その

他のピットの性格は不明である。

覆土13層からなる。ブロック状の堆積状況から人為堆積と考えられる。

土眉解説

1　暗　褐

2　暗　褐

3　暗　褐

4　褐

5　黒　褐

6　褐

7　褐　灰

色　　ローム粒子少量

色　　ローム粒子少量

色　　ロームブロック微量

色　　ロームブロック中量，炭化粒子微量
色　　ローム粒子少量，炭化粒子微量
色　　ロームブロック少量

色　　ローム粒子中量，砂質粘土粒子微量

8　灰　褐　色

9　褐　　　色

10　褐　灰　色

11黒　褐　色

12　黒　褐　色

13　暗　褐　色

ローム粒子中量，砂質粘土粒子微量
ローム粒子中量

砂質粘土粒子少量，ロームブロック微量
ロームブロック少量
ローム粒子少量

ロームブロック微量

遣物出土状況　土師器片114点（杯類36，嚢類78），須恵器片6点（杯類4，嚢類2），鉄製品1点（刀子），石

材1点，鉄津2点，粘土塊1点の他，埋没時に混入したと考えられる縄文土器片3点，土師器片2点（高杯）

が出土している。590は南東コーナー際の床面から，M68は竃左袖部から出土している。これらは住居廃絶時

に遺棄されたものと考えられる。

所見　時期は，出土土器から8世紀複葉と考えられる。

第296図　第171号住居跡出土遺物実測図

第171号住居跡出土遺物観察表（第296図）

】l

二⊂：＝診二
I I

ロ　8　M68

0　　　　　　　　　　　10cm

番号 種　 別 器種 口径 器高 底径 胎　　 土 色　 調 焼成 手法の特徴 出土位置 備　 考

590 土師器 襲 ［14．8］ 15．7 8．8
石英・長石・
赤色鯖子・空母 にぷい赤褐 普通 体部外面下部へラ磨き，内面

下部ナデ．底部末輩痕 床面 40％
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番号 器　 種 長さ 幅 厚 さ 重量 材　 質 特　　　　　　 徴 出土位置 備　 考

M 68 刀子 （4．5） 1．2 0．31～0．42 （7．15） 鉄 関部木片付着，刀身先端，茎後端欠損 竃袖部

第閻3号住居跡（第297e298図）

位置　調査区東部のL19hl区に位置し，東へ傾斜する斜面部に立地している。

重複関係　第170e174号住居跡，第493号土坑を掘り込み，第498号士坑に掘り込まれている。

規模と形状　長卓絶7恥　短軸3．8mの長方形で，主軸方向はN－120－Wである。壁高は20～32cmで，東壁は外

傾して立ち上がり，他はほぼ直立している。

床　わずかに東側へ傾斜し，竃前面から中心部が踏み固められている。壁溝は竃部を除き巡っており，断面は

逆台形である。

磯　北壁の中央部に位置している。規模は，焚き口部から煙道部先端まで110cm，袖部幅は100cmである。煙

道部は壁外へ30cmほど掘り込まれ，直に立ち上がっている。天井部は砂質粘土で構築され，内側は被熱によ

り赤変している。第2弓Oe19層がこれに該当する。袖部はローム士上に粘土を盛り上げて構築されており，

内側は被熱により赤変硬化している。火床部は硬化しており，上部に焼士が厚く堆積している。火床部前面が

長径40cm，短径20cm，深さ35cmほどの楕円形に掘り込まれており，覆土中に焼土や炭化粒子が見られること

から，掻き出した灰を処理するための施設と考えられる。第7～9層がこれに該当する。

雄
略
灰
　
灰
暗
暗
灰
褐
暗
褐
暗

寵

1

2

　

3

4

5

6

7

8

9

1

0

説
褐
褐
　
褐
褐
褐
褐

解

色
色

ロームブロック。焼土粒子少量

砂質粘土粒子中量，ローム粒子少量，焼土粒子
・炭化粒子微量

色　　焼土粒子多量

色　　焼土ブロック微量

色　　ローム粒子中量，炭化粒子微量
色　　焼士粒子多量，ロームブロック・炭化粒子少量

色　　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
褐　色　　ローム粒子少量，炭化粒子微量

色

赤褐色

11灰　褐　色

12　褐　　　色

13　黒　褐　色　　焼士ブロック少量，ローム粒子・砂質粘土粒子
微量

14　黒　褐　色

15　暗　褐　色

16　灰　褐　色

17　褐　灰　色

18　にぷい赤褐色

19　褐　灰　色

20　灰　褐　色

ローム粒子微量

焼土粒子多量，砂質粘土粒子中量，炭化粒子微　　21灰　褐　色
量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　22　褐　　　色

焼土ブロックe砂質粘土粒子少量　　　　　　　　23　灰　褐　色
ローム粒子多量

ローム粒子・焼土粒千・秒質粘土粒子微量
ローム粒千・秒質粘土粒子微量

砂質粘土粒子少量，ローム粒子・焼土粒子微量
砂質粘土粒子多量，ローム粒子e焼土粒子微量

焼土粒子多量，ローム粒子微量
砂質粘土粒子中量，焼土粒子微量

ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・砂質粘土粒
子微量

ローム粒子少量，砂質粘土粒子微量

ローム粒子・炭化粒子微量
砂質粘土粒子中量，ロームブロック・焼土プロ
、ソク微量

ぽッ匝　5か所。Pl～P射ま，深さ30～60cmの主柱穴で，底面が柱を受けて硬化している。P5の性格は

不明である。

穫豊　9層からなる。レンズ状の堆積状況から自然堆積と考えられる。

土層解説

1　暗　褐

2　褐

3　褐

色
色
色
色
色

ローム粒子少量，炭化粒子微量
ローム粒子・炭化粒子少量，焼土粒子微量

ローム粒子多量
ローム粒子微量

ロームブロック少量，炭化粒子微量

6　黒　褐　色

7　暗　褐　色

8　褐　　　色

9　褐　　　色

ローム粒子・炭化粒千微量

ローム粒子中量

ロームブロック少量

ローム粒子中量

遺物出藍状況　土師器片286点（杯類50，嚢類23鋭須恵器片1点（捧類），鉄製品1点（不明），窯壁片1息

鉄浮5点の他，埋没時に混入したと考えられる弥生土器片7息　土師器片2点（高塚）が出土している。土器

はいずれも小片で，595・Q75は床面から出土している。592。593e594は破断面の摩滅が顕著で，住居廃絶後

に混入したものと考えられる。
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所見　窯壁片や鉄淳が出土していることから，本跡またはその周囲で鍛冶作業が行われた可能性がある。時期

は，規模・形状の類似した周辺住居の時期と出土土器から，8世紀後半ごろと考えられる。

第297図　第173号住居跡・出土遺物実測図
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とこコ
第298図　第173号住居跡出土遺物実測図

第173号住居跡出土遺物観察表（第297・298図）

0　　　　　　　　　10cm

！　　　：　　　≡

番号種　別 器種 口径 器高底径 胎　　土 色　調焼成 手法の特徴 出土位置 備　考

592 土師器 嚢 ［20月］（5．8）－長石・赤色粒子にぷい橙普通ロクロナデ 覆土下層5％

593 土師器 嚢 ［18．0］（7．6）－石英・長石・雲母にぷい橙普通横ナデ 覆土下層5％

594 土師器 嚢 ［16．0］（4．5）－石英・長石・雲母にぷい褐普通横ナデ 覆土下層5％

595 土師器 襲 － （3．8）6．7 石英・長石・雲母明赤褐普通休部外面下部へラ磨き，底部ナデ 床面 5％

番号 券　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　質 特　　　　　　 徴 出土位置 備　考

Q75 窯壁 （16．5） （11．0） （5．1）（504．0） 砂岩カ 下部鉄津付着 床面 PLlO4

M69 不明 （4．0） 1．6 0．1 （2．82） 鉄 両端欠損 覆土中

M70 椀状浮 6．4 4．1 2．3 74．4 砂鉄他 着磁性有り，外面焼土付着 覆土中

第186号住居跡（第299・300図）

位置　調査区東部のL19f3区に位置し，東へ傾斜する斜面部に立地している。

重複関係　第184・185号住居跡，第315号土坑を掘り込み，第188号住居，第305・500・501・512・513・517号

土坑に掘り込まれている。

規模と形状　確認できたのは西壁4．6m，南壁2．5mで，方形または長方形と推定され，主軸方向はN－20－E

である。壁高は17～30cmで，各壁ともほぼ直立している。

床　ほぼ平坦である。壁溝は西壁から南壁にかけて巡っており，断面はU字形である。

ピット　4か所。Pl～P3は深さ16～37cmで主柱穴である。P4の性格は不明である。

覆土12層からなる。ブロック状の堆積状況から人為堆積と考えられる。

土眉解説

1　暗　褐　色　　ロームブロック微量
2　暗　褐　色　　ローム粒子中量，炭化粒子微量

3　にぷい黄褐色　　ローム粒子中量
4　黒　褐　色

5　暗　褐　色

6　褐　　　色

ローム粒子中量

ローム粒子中量，炭化粒子微量
ームブロック少量

7　暗　褐　色

8　黒　褐　色

9　黒　褐　色

10　黒　褐　色

11褐　　　色

12　暗　褐　色

－356－

ロームブロック少量
ローム粒子・炭化物少量

ローム粒子中量，炭化粒子少量
ローム粒子少量，焼土ブロック微量

ローム粒子少量

ローム粒子中量，炭化粒子微量
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第299図　第186号住居跡・出土遺物実測図
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0　　　　　　　　　　　　10cm

第300図　第186号住居跡出土遺物実測図

遣物出土状況　土師器片125点（杯類32，襲類89，高杯4），須恵器片14点（杯類10，襲類3，瓶1），石器1

点（敲石），土製品1点（相場が，石材5点，鉄津5点，粘土塊2点の他，埋没時に混入したと考えられる弥

生土器片2点や後世の耕作などで混入したと考えられる土師質土器片1点（内耳鍋）が出土している。596・

598はいずれも床面から出土している。DP25・Q72は南壁際の床面から出土している。これらは廃絶直後に

投棄されたものと考えられる。

所見　時期は，出土土器から8世紀前半と考えられる。

第186号住居跡出土遺物観察表（第299・300図）

番 号 種　 別 器 種 口 径 器 高 底 径 胎　　 土 色　 調 焼 成 手 法 の 特 徴 出 土 位 置 備　 考

59 6 土 師 器 硯 カ 12 ．9 1．0 9 ．0
石英 ・長石 ・赤色粒
子 ・空母

明 赤 褐 普 通 皿 転 用 ， 外 周 研 磨 整 形 床 面 3 0％　 土師器皿転用

59 8 須 恵 器 瓶 － （3．5） － 黒 色 粒 子 灰 普 通 上 面 端 部 に沈 線 床 面 5％　　 自然粕

番号 種　 別 器種 胎　　 土 色　 調 焼成 手 法 の 特 徴 出土位置 備　 考

T P43 須恵器 要 長石 ・黒 色粒 子 灰 普通 外面斜位平行叩き，内面同心円状の当て具痕 覆土 中

番 号 器　 種 口径 器 高 底 径 重 量 材　 質 特　　　　　　 徴 出 土 位 置 備　 考

D P 2 5 柑 渦 カ 6．0 6 ．2 5．1 20 4 ．0 土 ナ デ ， 指 頭 痕 有 り 床 面 P L lO 3

番 号 器　 種 長 さ 幅 厚 さ 重 量 材　 質 特　　　　　　 徴 出 土 位 置 備　 考

Q 72 敵 石 11 ．9 9 ．1 4 ．4 6 0 3．0 安 山 岩 両 面 縁 辺 部 赤 変 床 面

M 7 1 椀 状 津 4，2 3 ．8 1 ．9 2 7．7 砂 鉄 他 着 磁 性 有 り， 外 面 焼 土 付 着 覆 土 中

M 7 2 椀 状 津 3．5 2 ．9 2．9 3 7．4 砂 鉄 他 着 磁 性 有 り，外 面 粘 土 付 着 覆 土 中

第188号住居跡（第301・302図）

位置　調査区東部のL19g4区に位置し，東へ傾斜する斜面部に立地している。

重複関係　第184・186号住居跡を掘り込み，第356号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　一辺4．8mの方形で，主軸方向はN－80－Eである。壁高は10－28cmで，各壁とも外傾して立ち

上がっている。
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第301図　第188号住居跡実測図
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床　やや起伏があり，竃前面から中央部が踏み固められている。壁溝は竃部と北西コーナー部を除き巡ってお

り，断面は逆台形である。

竃　北壁の中央部に位置している。規模は焚き口部から煙道部先端まで100cm，袖部幅150cmである。煙道部

は壁外へ50cmほど掘り込まれ，緩やかに外傾して立ち上がっており，焼土が堆積している。天井部は煙道部

上に構築材の砂質粘土が良く残存して形状を保っており，内面は被熱で赤変硬化している。袖部の先端部は破

壊され失われているが，構築材の砂質粘土は良く残存し，火床部付近は被熱で内部まで赤変している。また，

火床部は赤変し焼土が堆積している。竃前面は竃に向かって徐々に深く掘り込まれ，最深部では20cmほどで

ある。そのあとで砂質粘土混じりのローム土で埋め戻されている。灰を掻き出した際にくぼんでいった部分を，

埋めて補修したものと考えられる。

寵土層解説

1　灰　褐　色

2　灰　褐　色

3　にぷい赤褐色

4　赤　褐　色

5　暗赤褐色
6　暗赤褐色
7　暗赤褐色
8　暗　褐　色

9　暗　褐　色

10　褐　　　色

ローム粒子・砂質粘土粒子中量，炭化粒子微量
砂質粘土粒子多量，焼土粒子少量

砂質粘土粒子少量，焼土粒子微量

焼土粒子多量，炭化粒子微量
焼土ブロック中量
焼土ブロック微量

焼土粒子少量

ロームブロック少量
ローム粒子少量，炭化粒子・砂質粘土粒子微量

ローム粒子少量

11褐　　　色
12　褐　　　色

13　赤　褐　色
14　暗　褐　色

15　灰　褐　色
16　灰　赤　色

17　灰　褐　色

18　にぷい赤褐色
19　灰　褐　色

砂質粘土粒子少量，ロームブロック微量
ローム粒子中量

焼土粒子多量
焼土粒子・砂質粘土粒子少量

焼土粒子少量

焼土粒子・砂質粘土粒子中量
砂質粘土粒子中量，焼土粒子微量

砂質粘土粒子中量，焼土粒子少量
ローム粒子多量

ピット10か所。Pl～P4は深さ20－50cmで，主柱穴である。P5は深さ18cm，P6は深さ11cmで，南壁

際の中央部に位置していることから，出入り口施設に伴うピットと考えられる。その他のピットの性格は不明

である。

覆土11層からなる。壁際から土砂が流れ込んだ自然堆積と考えられる。

土層解説

1　褐　　　色

2　暗　褐　色

3　暗　褐　色

4　暗　褐　色

5　黒　褐　色

6　褐　灰　色

ロームブロック微量
ローム粒子少量，炭化粒子微量

ローム粒子少量，焼土粒子微量

ローム粒子・砂質粘土粒子少量，焼土粒子微量
ローム粒子・炭化物微量

砂質粘土粒子少量，焼土粒子微量

∈≡

第302図　第188号住居跡出土遺物実測図

7　黒　褐　色

8　暗　褐　色

9　褐　　　色

10　暗　褐　色

11にぷい黄褐色

ローム粒子少量
ローム粒子少量

ローム粒子少量，炭化物微量
ロームブロック少量，炭化物微量

ローム粒子中量

0　　　　　　10cm

L＿＿＿＿＿＿＿⊥　　」

遺物出土状況　土師器片127点（杯類47，嚢類80），須恵器片48点（杯類35，嚢類13），鉄津10点，噂1点，粘

土塊8点の他，埋没時に混入したと考えられる縄文土器片1点，弥生土器片3点や後世の耕作などで混入した

と考えられる土師質土器片1点（鍋）が出土している。599は南壁際から正位で，600は北東コーナー部から出

土している。T39はP3脇の床面から出土している。これらは住居廃絶直後に投棄されたものと考えられる。
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601は後世の混入と考えられる。

所見　時期は，出土した須恵器から8世紀復業と考えられる。

第188号住居跡出土遺物観察表（第302図）

番 号 種　 別 器 種 口 径 器 高 底 径 胎　　 土 色　 調 焼 成 手 法 の 特 徴 出 土 位 置 備　 考

59 9 須 恵 器 杯 13．1 3．3 9．0 石 英 ・長 石 褐 灰 普 通 体 部 下 端 回 転 へ ラ削 り， 底 部
回 転 へ ラ切 り後 ナ デ 壁 溝 上

90％　 益 子 カ

l　　　 P L 98

6 00 須 恵 器 杯 ［14．4］ 3．1 ［9．6］
石 英 ・長 石 ・
黒 色 粒 子 灰 自 普 通 ロ ク ロ ナ デ ， 底 部 回転 へ ラ 切

り 壁 溝 上 20％　 堀 ノ内ヵ

6 0 1 土 師 器 高台付椀 － （3．0） ［10．6］ 赤色粒 子 ・雲母 明 赤 褐 普 通 内 面 へ ラ磨 き 覆 土 中 10％

番号 器　 種 長さ 幅 厚さ 重量 材　 質 特　　　　　　 徴 出土位置 備　 考

T 39 噂 （8．5） （8．8） 2．5 （320．0） 土 上下面へラ削り後ナデ 床面 PL lO9

第欄号住居跡（第303図）

位置　調査区東部のL19h4区に位置し，東へ傾斜する斜面部に立地している。

規模と形状　確認できたのは長辺3．7m，短辺工5mで，ピットの位置関係から方形または長方形と推定され，

主軸方向はN－290－Wである。壁高は5～13cmで，各壁とも外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦である。

ぽット　7か所。Pl～P3は深さ36～44cmで，主柱穴である。対応する他の主柱穴は確認できなかった。

その他のピットの性格は不明である。

∈≡≡≡l重義
719

第3の3図　第190号住居跡e出土遺物実測図
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覆土　3層からなる。覆土が薄く堆積状況は不明である。

土層解説
1　暗　褐　色　　ローム粒子少量，炭化物・砂質粘土粒子微量

2　暗　褐　色　　ロームブロック・炭化物微量

3　褐　　　色　　ロームブロック少量，炭化物微量

遺物出土状況　土師器片39点（杯類12，嚢類27），石器1点（砥石），鉄棒2点の他，埋没時に混入したと考え

られる弥生土器片2点，土師器片2点（高杯），須恵器片1点（杯類）が出土している。719は南部の覆土下層

から，Q73は北東部の覆土中から出土している。

所見　時期は，出土土器から10世紀末ごろと考えられる。

第190号住居跡出土遺物観察表（第303図）

番号 種　 別 器種 口径 器高 底径 胎　　 土 色　 調 焼成 手 法 の 特 徴 出土位置 備　 考

719 土 師器 高台付椀 － （1．4） ［8．0］
石 英 ・赤 色粒
子 ・雲母

にぷい橙 普通 ロクロナデ 覆土下層 5％

番号 器　 種 長 さ 幅 厚 さ 重量 材　 質 特　　　　　　 徴 出土位置 備　 考

Q 73 砥石 （5．8） （5．7） （2．2） （88．4） 粘板岩 砥面 1 面 覆 土中

第柑号住居跡（第304図）
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第3錮図　第191号住居跡実測図

位置　調査区東部のM19a9区に位置し，東へ傾斜する斜面部に立地して

いる。

重複関係　第5号地下式壕に掘り込まれている。

規模と形状　撹乱と削平のため，確認できたのは西壁が2．9m，北壁が1．1

mで，方形または長方形と推定される。西壁に合わせた主軸方向はN－

00である。壁高は11cmで，外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦である。

覆土　2層からなる。しまりがあることから自然堆積と考えられる。

土層解説
1　黒　褐　色　　ロームブロック微量　　　　2　暗　褐　色　　ローム粒子少量

遺物出土状況　土師器片12点（杯類2，嚢類10），須恵器片1点（嚢類）

の他，埋没時に混入したと考えられる弥生土器片2点が出土している。

土器片はいずれも小片で図化できるものはなかったが，内外面にヘラ磨き

の見られる土師器杯片が出土している。

所見　時期は，規模と出土土器から平安時代と考えられる。

第欄3号住居跡（第305図）

位置　調査区東部のM19a3区に位置し，東へ傾斜する斜面部に立地している。

重複関係　第192。198号住居跡を掘り込み，第16号掘立柱建物に掘り込まれている。

規模と形状　南部は調査区域外へ延びており全容は不明である。確認できたのは長軸が3。7m，短軸が3．5mで
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方形または長方形と推定され∴主軸方向はN－7い－EであるJ壁高は28～38eIllで，外傾して立ち上がってい

る。

床　全体にやや起伏がある。

尊皇　6層からなる。ブロック状の堆積状況から人為堆積と考えられる。

土層解説
1　黒　褐　色　　ロームブロックe炭化物少量，焼士粒子微量

2　暗　褐　色　　ロームブロック少鼠　焼十プロ、ソク・炭化粒子
砂質粘土ブロック微量

3　黒　褐　色　　ローム粒子中量，焼士ブロック・炭化粒子少量

4　黒　褐　色　　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量

5　褐　　　色　　ロームブロック少量，焼土粒子微量
6　褐　　　色　　ロームブロック多量

遺物出土状況　土師器片256点（杯類118，棄類138），土製品1点（紡錘車），鉄樟76点の他，埋没時に混入し

たと考えられる弥生土器片27点，土師器片2点（高塚），須恵器片16点（埠類12，賓類4），石製品1点（双孔

円板）が出土している。718は南東部の覆土下層から出土している。

所凰　時期は，重複する第16号掘立柱建物が10世紀末ごろと推定されることと出土土器から，10世紀後半と考

えられる。

儀）

第3の5園　第193号住居跡の出土遺物実測図

第193号住居跡出土遺物観察表（第305図）

番 号 種　 別 器 種 口径 器 高 底 径 胎　　 士 色　 調 焼 成 手 法 の 特 徴 出土 位 置 備　 考

7 18 土 師 器 高台付椀 － （3．1） ［4．0］ 赤色粒 子 ・雲母 にぷい黄橙 普 通 ロ ク ロ ナ デ 覆 土 下 層 1 5％

72 1 土 師 器 高台付椀 － （4．2） ［8．4］ 赤色粒 子 0雲母 褐 灰 普 通 ロ ク ロ ナ デ ， 高 台 貼 り付 け 覆 土 中 10％
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第195号住居跡（第306図）

位置　調査区東部のL19j3区に位置し，東へ傾斜する斜面部に立地している。

重複関係　第16号掘立柱建物に掘り込まれている。

規模と形状　撹乱のため南壁が失われているが，長軸3・4m，短軸a5mの長方形と推定され，主軸方向はN－

00である。壁高は7～18cmで，外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦である。

。Il
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第306図　第195号住居跡・出土遺物実測図
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囁　北壁の東寄りに位置しているが，撹乱により破壊されている。残存部の規模は，焚き口部から煙道部先端

まで閥cm　焚　日部の幅が60cmである。煙道部は壁外へ40cmほど掘り込まれ緩やかに外傾して立ち上がって

いる。天井部は失われているが資　覆土中に構築材の砂質粘土が見られる。袖部は破壊されているが，補強材と

考えられる被熟した石材がタ　火床部の左右に見られる。火床部はわずかにくぼみ赤変硬化している。

竃土層解説

1灰　褐　色　　砂質粘土粒子少量，ローム粒子0焼土粒子・炭
化粒子微量

覆土　単一層である。堆積状況は不明である。

土層解説
1暗　褐　色　ロームブロック中島焼土ブロック・炭化粒子微量

2　黒　褐　色　　ローム粒子・炭化物・砂質粘土粒子少量、焼上
ブロック微量

遺物出土状況　土師器酌15点（杯類29，嚢類86），石材6息　鉄淫3点，粘土塊2点の胤埋没時に混入した

と考えられる縄文土器片　点　弥生土器片　息　土師器片　点　高塚）須恵器片　点　杯類娠　嚢類のが

出土している。607は南東部の床面から出土していることから，住居廃絶直後に混入したものと考えられる。

新風　時期は芦　出土土器から摘健妃前半ごろと考えられる。

第鼠95号住居跡出土遺物観察表（第306図）

番号 種　 別 器種 日経 器 高
底径 ！ 胎　 土 i 色 調 焼成 手 法 の 特 徴 出土位置 備　 考

607 士師器 婆 ［24潮 （16．3）
序 英 戌 石 嘲 り　 橙

普通
l体部内外面 げ 床 面 10％

番 号 器　 種 長 さ 幅 厚 さ 重 量 材　 質 特　　　　　　 徴 出 土 位 置 備　 考

M 9 5 鉄 浮 5 ．2 2．9 5 ．2 8 6．9 砂 鉄 他 着 磁 性 弱 ， 焼 土 付 着 覆 土 中

第帽6号住居跡（第307回）

位置　調査区東部のL19h6区に位置し，東へ傾斜する斜面部に立地している。

規模と形状　東側を削平されているため，確認できたのは西壁5．1m，北壁2。Omで，方形または長方形と推定

され，主軸方向はN－50－Wである。壁高は9～19cmで，ほぼ直立している。

床　ほぼ平坦で，地山を床面としている。北部の中央付近に，地山が赤変し焼士が僅かに堆積した部分が認め

られタ　その周辺から中央部に至る範囲が踏み固められていることから，炉が存在した可能性がある。

穫羞　2層からなる。ロームブロックが多く含まれており人為堆積と考えられる。

土層解説

＿1　暗　褐　色　　ローム粒J二一少量，炭化物微量 2　暗　褐　色　　ロームブロック多量

遺物出立状況　土師器片75点（棒類17，嚢類5郎　須恵器片5点（棒類3　嚢類の　鉄製品主産　釘上　銅製

品1点（不明），銑淫4点，粘土塊3点，瓦片1点の胤埋没時に混入したと考えられる縄文土器片2点，弥

生土器片3点が出土している。土器片は全て小片で，622は北部の覆土中から出土している。

所凰　規模が大きく，床面に被熱痕があり鉄棒が出土していること，鉄淳が大量に出土している第414号土坑

と隣接していることから，工房の可能性が考えられる。時期は，出土土器からH世紀初めごろと考えられる。
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第307図　第196号住居跡・出土遺物実測図

第196号住居跡出土遺物観察表（第307図）

0　　　　　　　　　　　　　2m

0　　　　　　　　　　　10cm

番号 種　 別 器種 口径 器高 底径 胎　　 土 色　 調 焼成 手 法 の 特 徴 出土位置 備　 考

622 土師器 高台付椀 ［11．6］ （3．5） － 石英 ・長石 褐 普通 内面へラ磨き 覆土中 5％

第199号住居跡（第308図）

位置　調査区東部のM19a5区に位置し，東へ傾斜する斜面部に立地している。

重複関係　第198号住居跡を掘り込み，第442号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　撹乱と削平のため全容は不明である。確認できたのは西壁2．6m，北壁1．3mで，方形または長方

形と推定され，主軸方向はN－0。である。壁高は6－14cmで，外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦であるが，東部と南部は削平されている。残存部の東側に長径46cm，短径30cmの楕円形の焼土

溜まりが見られ，その南には粘土塊がある。粘土塊周辺からは平瓦や土師器嚢の破片が出土しており，竃の構

築材の可能性がある。
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ピット　4か所。P4は深さ14cmで，主柱穴と考えられる。Pl～P3は深さは19～27cmで，南側の中央部

に位置していると推定されることから出入り口施設に伴うピットと考えられるが，新旧関係は不明である。

覆土　2層からなる。堆積状況は不明である。

土層解説

1　黒　褐　色　　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量　　　　2　暗　褐　色　　ローム粒子・炭化粒子微量

遺物出土状況　土師器片84点（杯類13，嚢類71），須恵器片4点（杯類），鉄津7点，瓦3点の他，埋没時に混

入したと考えられる弥生土器片12点や後世の耕作などで混入したと考えられる陶器片2点が出土している。

609・T40は粘土塊の周囲から破片で出土しており，竃の構築材と推定される。

所見　時期は，出土土器から9世紀後半から10世紀前半と考えられる。
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第308図　第199号住居跡・出土遺物実測図
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第199号f排卵亦出土遺物観察表（第308甘）

番号 種　 別 器樽 日経 器高 底径 胎　　 士 色　 調 焼成 手 法 の 特 徴 出土位置 備　 考

609 土師器 婆 － （13．4） 9．0 石英 ・長石 褐 普通 体部外面へラ削り，底部ナデ 床面 15％

番号 器　 種 長さ 幅 厚 さ 重量 材　 質 特　　　　　　 徴 出士位置 備　 考

T 40 平瓦 （14．6） 絶7） 2．3 （460．0） 士 凸面平行叩き，凹面布 目痕 覆土下層 P L llO

窮翌錮考健腰掛（第309回）

儀）
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第3の9囲　第2掴号住居跡実測図

位置　調査区東部のL19錘区に位置し　東へ傾斜す

る斜面部に立地している。

重複関係　第1号擁立柱建物　第射　e渕号士坑

に掘り込まれている。

規模と形状　東側と南側が削平されているため，

確認できたのは長軸4．7m，短軸2。6mで，方形また

は長方形と推定され∴主軸方向はN－4㌧Wであ

る√　壁高は15elllで，外傾して立ち上がっている。

床　平坦である。

覆土　3層からなる言射則の斜面上部から土砂が

流れ込んだ自然堆積と考えられる。、

土層解説

1　暗　褐　色　　ローム粒子微量

2　極暗褐色　　ローム粒子少量
3　褐　　　色　　ローム粒子微量

遺物出藍状況　土師器片69点（杯類22，婆類47）

が出土している。土器片はいずれも小片で図化で

きるものはなかったが，ロクロ整形されたl二師器

の高台付椀の破片が多く出土している。

所見　時期は，出土土器から10世紀代と考えられ

る。．？

第2の5号健腰掛（第3且0回）

位置　調査区東部のL19iO区に位置し，東へ傾斜する斜面部に立地している。

重複関係　段切り遺構に掘り込まれている。

規模と形状　南東部が削平されているが，長潮は4m，短軸鼠1mの方形で，主軸方向はN－20－Wである。壁

高は22cmで直立している。

床　やや起伏がある。壁藩は西壁から南東コーナー部下に見られ，断面はU字形である。

毯　北壁の中央部に位置しているが，上部は削平されている。焚き口部から煙道部先端まで90cm，袖部幅は

110cmである。残存する煙道部は壁外へ50cmほど掘り込まれ，緩やかに外傾して立ち上がっている。天井部は

失われており，覆土にも構築材は見られない。袖部は地山を掘り残し砂質粘土を盛り上げたと考えられ，左袖

に構築材の砂質粘土がわずかに見られる。火床部は皿状に掘り込まれており，焼土が堆積している。
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寵土層解説
1　黒　褐　色　　ローム粒子少量，焼土粒子微量

2　暗赤褐色　　ローム粒子中量，焼土粒子微量
3　暗　褐　色　　ローム粒子少量

4　暗赤褐色
5　黒　褐　色

6　褐　　　色

ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

ローム粒子・炭化粒子微量
ローム粒子少量

覆土　3層からなる。西側の斜面上部から土砂が流れ込んだ自然堆積と考えられる。

土層解説

1　黒　褐　色

2　暗　褐　色

⑥

ローム粒子中量，焼土粒子少量，炭化物微量
ロームブロック・焼土粒子少量，炭化物微量

＝

／q
DP26

3　黒　褐　色　　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

正［
くく二⊃

0

10cm

第310図　第205号住居跡・出土遺物実測図

遺物出土状況　土師器片28点（杯類18，嚢類10），須恵器片2点（杯類），石器1点（砥石），土製品2点（羽

口），鉄淳7点の他，埋没時に混入したと考えられる縄文土器片1点，弥生土器片3点が出土している。土器
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片はいずれも小片のため図化できなかったが，ロクロ整形・黒色処理された土師器杯や休部外面下部にヘラ磨

きのある甑の破片が出土している。

所見　羽口や鉄津が出土していることから，本跡またはその周囲で鍛冶作業が行われていた可能性がある。時

期は，出土土器と住居の規模・形状から9世紀代と考えられる。

第205号住居跡出土遺物観察表（第310図）

番 号 器　 種 長 さ 帽 厚 さ 重 量 材　 質 特　　　　　　 徴 出土 位 置 備　 考

D P 2 6 羽 ロ （4．7） （4．3） ［2．3］ （3 3．3 ） 土 ナ デ ， 鉄 津 付 着 ，被 熱 痕 有 り， 一 部 欠 損 覆 土 下 層

D P 2 7 羽 口 （3．5） （2．9） ［2月］ （8．5） 土 鉄 津 付 着 ，被 熱 痕 有 り， 欠 損 大 覆 土 下 層

番 号 器　 種 長 さ 幅 厚 さ 重 量 材　 質 特　　　　　　 徴 出 土 位 置 備　 考

Q 76 砥 石 （10．9） 9．9 3 ．9 （5 73 ．0 ） 砂 岩 紙 面 1 両 覆 土 下 層

第206号住居跡（第311図）

位置　調査区東部のL19g8区に位置し，東へ傾斜する斜面部に立地している。

規模と形状　長軸3．9m，短軸3．1mの長方形で，主軸方向はN－70－Wである。壁高は8～10cmで，各壁とも

外傾して立ち上がっている。

床　やや起伏があり，わずかに東へ傾斜している。

竃　北壁の中央部に位置しているが，撹乱と削平のため構築材は失われている。火床部は径25cmの円形を呈

し，赤変硬化している。

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿L　　　」

第311図　第206号住居跡・出土遺物実測図
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覆土　2層からなる。西側の斜面上部から土砂が流れ込んだ自然堆積と考えられる。

土層解説

1　暗　褐　色　　ロームブロックや炭化粒子少量 2　暗　褐　色　　ロームブロック少量

遺物出立状況　土師器片38点（杯類13，聾類25），須恵器片3点（杯類），士製品2点（羽目）タ　鉄浮24点（椀

状乳　白色軋　その他22），窯壁片1点の胤埋没時に混入したと考えられる土師器片1点（高塚），後世の耕

作などで混入したと考えられる陶器片2息真銀製品1点（煙管）が出土している。土器片はいずれも細片で，

図化できるものはなかった．

所凰　羽目や大量の鉄淳が出土していることから，本跡またはその周辺で鍛冶作業が行われていた可能性があ

る。時期は，出土土器と住居の規模e形状から9世紀代と考えられる。

第206号住居跡出土遺物観察表（第3m図）

番号 器　 種 長 さ 幅 厚 さ 重 量 材　 質 特　　　　　　 徴 出土位置 備　 考

D P 28 羽 目 （5．7） （4．8） ［3．0］ （5 1．7） 士 鉄浮付 着，被 熱痕有 り，欠損太 覆土下層

D P 29 羽 目 （4．0） （3．2） ［2．5］ （2 7．4） 士 鉄浮付着 ，被 熱痕有 り，欠損太 覆土 下層

番号 器　 種 長さ 幅 厚 さ 重量 材　 質 特　　　　　　 徴 出土位 置 備　 考

M 73 椀状 浮 7．2 4．8 2．9 78．7 砂鉄他 着磁性弱，外面粘土付着 覆土下層

第空相考住居跡（第3且2図）

位置　調査区東部のL20i6区に位置し，斜面下部の低地に立地している

④

第潮帽図　第213号住居跡実測図
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規模と形状　長軸3．6m，短軸3．5mの方形で，主軸方向はN－60－Wである。確認面に床面が露出しており，

壁の立ち上がりは確認されなかった。

床　ほぼ平坦で中央部が硬化している。掘り方は中央部が地山のまま掘り残され，周りを10～20cmほど掘り

込んだあと埋め戻して床面としている。

竜　東壁やや南寄りに長径50cm，短径40cm，深さ12cmほどの楕円形の掘り込みが見られ，上部に焼土が堆積

している。竃の痕跡と推定される。

ピット　8か所。P2・P6は深さ10～20cmで，配置から主柱穴と考えられる。P4は深さ24cmで，南壁際

の中央部に位置することから出入り口施設に伴うピットと考えられるが，竃と対面する西壁際のP7もその可

能性があり特定はできない。他のピットの性格は不明である。

覆土　床面が露出しており，覆土は確認されなかった。

遺物出土状況　土師器片54点（杯類7，嚢類44，高杯3），須恵器片1点（杯類）が出土している。土器片は

小片で，いずれも掘り方から出土していることから構築時に埋土の中に混入したものと考えられる。

所見　時期は，当遺跡における東竃を持つ住居の年代から，10世紀代と考えられる。

第216号住居跡（第313・314図）

位置　調査区西部のJ15C2区に位置し，尾根上の平坦部に立地している。

規模と形状　南側が調査区域外へ延びているため，確認できたのは北壁3．2m，西壁1．5mで，方形または長方

形と推定され，主軸方向はN－00である。壁高は15－26cmで，直立している。

床　ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。壁溝は西壁下に見られ，断面はU字形である。

竃　北壁の中央部に位置しているが，撹乱によって天井部と袖部付近は破壊されている。残存部から推定され

る規模は，焚き口部から煙道部先端まで80cm，焚き口部の幅44cmである。煙道部は壁外へ40cmほど掘り込み，

直立している。火床部は赤変硬化し，焼土が厚く堆積している。

寵土層解説

1　褐　　　色

2　暗赤褐色
焼土粒子少量，ロームブロック・炭化粒子微量　　　3　灰　褐　色

焼土粒子・炭化粒子少量，ロームブロック・砂　　4　にぷい赤褐色
質粘土粒子微量

－J15・
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第313図　第216号住居跡実測図
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焼土ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子微量
ロームブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量
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覆土　8層からなる。ブロック状の含有物が多く含まれることから，人為堆積と考えられる。第7・8層は粘

土塊である。

土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

3　暗　褐　色

4　暗　褐　色

ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子
・砂質粘土粒子微量

ロームブロック少量，炭化物微量
ローム粒子・焼土ブロック少量

5　暗　褐　色　　ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化粒子
6　褐　　　色　　ローム粒子少量

7　暗赤褐色　　焼土ブロック・砂質粘土粒子少量，ロームブロ
ック・炭化物微量

ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化物微　　　8　にぷい黄褐色　　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

量

遺物出土状況　土師器片38点（杯類11，嚢類27），須恵器片2点（嚢類）が出土している。614は北西部の覆土

下層から，615は竃の覆土からそれぞれ出土している。

所見　時期は，出土土器から10世紀後半ごろと考えられる。

第314回　第216号住居跡出土遺物実測図

第216号住居跡出土遺物観察表（第314図）

0　　　　　　　　　　　10cm

番号 種　 別 器種 口径 器高 底径 胎　　 土 色　 調 焼成 手法の特徴 出土位置 備　 考

613 土師器 高台付椀 ［14．0］ 5．4 ［7．9］ 赤色粒子・金雲母 にぷい橙 普通 ロクロナデ，体郡下端回転へ

ラ削り
覆土中 20％

614 土師器 嚢 ［18．4］ （5．6） －
石英・長石・赤
色粒子・雲母

明赤褐 普通 体部内外面へラナデ 覆土下層 5％

615 土師器 嚢 ［18．0］ （6．6） － 雲母 にぷい赤褐 普通 体部内外面へラナデ 竃覆土中 5％

第217号住居跡（第315図）

位置　調査区西部のJ15b2区に位置し，尾根上の平坦部に立地している。

規模と形状　西側が調査区城外へ延びているため，確認できたのは長軸3．3m，短軸2．9mで長方形と推定され，

主軸方向はN－830－Eである。壁高は18～24cmで，各壁ともほぼ直立している。

床　やや起伏があり，中央部が踏み固められている。竃前面にわずかな高まりが見られる。

竃　東壁の南寄りに位置している。焚き口部と煙道部付近が撹乱のため破壊されている。残存部から推定され

る規模は，焚き口部から煙道部先端まで90cm，袖吾帥昌110cmである。煙道部は壁外へ50cmほど掘り込まれ，

わずかに外傾して立ち上がっている。天井部は，補強材と考えられる被熱した石材が竃前面からまとまって出

土していることから，廃棄される際に破壊されたものと推測される。袖部は石材を芯材とし，砂質粘土で周り

を覆い構築されている。火床部は赤変硬化し，砂質粘土混じりの焼土が厚く堆積している。また，火床部の奥

には支脚と考えられる柱状の直立した石材が2個体見られることから，掛口が2か所あったと推定される。

－373－
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電土層解説

1　暗　褐　色　　ローム粒子も焼土ブロック少量，炭化粒子微量　　　3　暗赤褐色

2　暗赤褐色　　ロームブロック。焼土ブロック・炭化粒子e砂
質粘土粒子少量

炭化粒子・砂質粘土粒子少量，ローム粒子・焼
土ブロック微量

4　極暗赤褐色　　焼土ブロックや炭化粒子少量，ローム粒子微量

ぽッ紅　4か所。性格は不明である。

覆土　6層からなる。レンズ状の堆積状況から自然堆積である。

土層解説

1暗　褐　色　　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量　　　　4　黒　褐　色　　ローム粒子・炭化物少量，焼士ブロック・砂質
2　暗　褐　色　　ロームブロック少量，炭化粒子微量　　　　　　　　　　　　　　　　　粘土ブロック微量

3　暗　褐　色　　ロームブロック少量，焼土ブロック・砂質粘土　　5　暗　褐　色　　ロームブロック少量，炭化粒子微量

ブロック微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　6　暗　褐　色　　ロームブロックさ焼士粒子微量

遺物出立状況　土師器片265点（埠類37，嚢類228），須恵器片9点（杯類6，嚢類3）タ　粘土塊2点が出土して

いる。616。617は竃の火床部上から破片で出土している。618は中央部の床面から出土している。いずれも廃

絶直後に混入したものと考えられる。

所見　時期は，出土土器から10世紀後半ごろと考えられる。

第217号f拭朝亦出土遺物観察表（第315図）

番 号 種　 別 器 種 口 径 器 高 底 径 胎　　 土 色　 調 焼 成 手 法 の 特徴 出 土 位 置 備　 考

6 1 6 土 師 器 鉢 ［19．6］ （9．1） － 石英 ・長石 ・雲母 明 赤 褐 普 通 ロ ク ロ ナ デ 火 床 部 上 10 0。

6 17 土 師 器 嚢 ［2 1．6］ （2 1．3） － 石英 ・長石 ・雲母 にぷい赤褐 普 通 体 部 外 面 へ ラ 削 り 火 床 部 上 2 0％

6 18 土 師 器 嚢 ［2 0．0］ （14．3） － 石 英 ・長 石 赤 褐 普 通 体 部 内外 面 ナ デ 床 面 2 0％

第2柑考住居跡（第316図）

位置　調査区東部のJl5a2区に位置し，尾根上の平坦部に立地している。

規模と形状　長軸3．2m，短軸2．6mの長方形で，主軸方向はN一日　0－Eである。壁高は14～26cmで，各壁と

もほぼ直立している。

床　ほぼ平出で，竃の前面から中央部が踏み固められている。

竃　北東コーナー部に位置している。規模は焚き口部から煙道部先端まで80C恥　袖部幅90cmである。煙道部

は壁外へ50cmほど掘り込まれ，緩やかに外傾して立ち上がっており，焼土が堆積している。天井部は失われ

ており，竃内の覆土にも砂質粘土などの構築材が見られないことから，竃の廃絶時に破壊され取り除かれたも

のと推測される。袖部は地山上に砂質粘土を貼り付けて構築されており，内側は被熱で赤変硬化している。火

床部は赤変硬化し，竃内の灰と考えられる焼土が厚く堆積している。

竃土層解説

1褐　　　色　　ローム粒子・焼土ブロック・炭化粒子微量　　　　4　暗赤褐色　　焼土粒子e砂質粘土粒子少量，ローム粒子微量
2　にぷい赤褐色　　焼土ブロック少量，ローム粒子e炭化粒子微量　　5　暗赤褐色　　焼土粒子少量，ローム粒子0砂質粘土粒子微量

3　にぷい赤褐色　　焼土ブロックの炭化粒子少量，ローム粒子微量　　　6　にぷい黄褐色　　砂質粘土粒子多量，ローム粒子微量

ピット　2か所。Pl・P2は深さ8～10cmで，配置から主柱穴と考えられる。

穫羞　7層からなる。レンズ状の堆積状況から自然堆積と考えられる。

土層解説
1　暗　褐　色　　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量　　　　　5　暗　褐　色

2　暗　褐　色　　ロームブロック・炭化粒子微量　　　　　　　　　　6　褐　　　色
3　暗　褐　色　　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量　　　7　褐　　　色

4　暗　褐　色　　ロームブロック少量

ローム粒子少量，炭化粒子微量

ロームブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量
ロームブロック・炭化粒子微量

遺物出立状況　土師器片76点（杯類15，嚢類61），須恵器片1点（杯類），石材2点が出土している。土器片
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はいずれも小片で，図化できるものはなかった。

所見　他の住居跡に比べ，主軸方向が南東方向へかなり傾いている。時期は，出土土器と住居の規模・形状か

ら10世紀代と考えられる。

′へ／

第316図　第218号住居跡実測図
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第219号住居跡（第317図）

位置　調査区東部のI15h2区に位置し，尾根上の平坦部に立地している。

重複関係　第422号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　南部が削平されているため，確認できたのは北壁3．6m，東壁2．8mで，方形または長方形と推定

され，主軸方向はN－60－Wである。壁高は4～10cmで，ほぼ直立している。

床　やや起伏があり，中央部が踏み固められている。竃前面に三日月状のわずかな高まりを持っている。

竃　北壁の中央部に位置しているが，上部は削平を受けており，また煙道部は撹乱によって破壊されている。

規模は，焚き口部から煙道部先端まで推定90cm，袖部幅120cmである。天井部は崩落したと考えられ，竃内の

覆土中に構築材の砂質粘土が見られる。袖部は地山にローム土を盛り，その上に砂質粘土を盛り上げて構築さ

れている。内面は被熱で赤変している。火床部は赤変硬化し，焼土が厚く堆積している。

竃土層解説

1暗赤褐色　　焼土ブロック・炭化粒子少量，ロームブロック
・砂質粘土ブロック微量

2　暗　褐　色　　砂質粘土粒子中量，焼土ブロック少量，ローム
ブロック微量

3　極暗赤褐色　　焼土ブロック・炭化粒子少量，ロームブロック
・砂質粘土ブロック微量

4　時赤褐色　焼土ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子微量
5　灰　褐　色

6　褐　　　色

7　オリーブ褐色

8　暗赤褐色

－376－

ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

ローム粒子少量，焼土ブロック微量
砂質粘土粒子多量，炭化粒子微量

砂質粘土粒子少量，ローム粒子・焼土粒子・炭
化粒子微量



9　褐　　　色　　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

覆土　6層からなる。北側から土砂が流れ込んだ自然堆積と考えられる。
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第317図　第219号住居跡・出土遺物実測図
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土層解説

1暗　褐　色　　ロームブロックe焼土ブロック0砂質粘土粒子
少量，炭化物微量

2　暗　褐　色　　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子0砂
質粘土粒子少量

3　暗　褐　色　　ロームブロック。焼土粒子e砂質粘土粒子少量

4　暗　褐　色

5　褐　　　色

6　暗　褐　色

ローム粒子少量

ローム粒子中量，炭化物微量

ローム粒子少量，焼土ブロックの炭化物
砂質粘土粒子微量

遺物出豊状況　土師器片70点（杯類ヱ2，嚢類58），須恵器片4点（杯類3，聾類1），石材5息粘土塊1点の

鶴後世の耕作などで混入したと考えられる陶器片1点が出土している。621は竃の火床部右側から，620は竃

西側の床面からそれぞれ出土している。

新風　時期は9　出土土器から9世紀後半ごろと考えられる。

第219号住居跡出土遺物観察表（第317図）

番 号 種　 別 器種 日 経 器 高 底 径 胎　　 土

」尋一

色　 調 焼 成 手 法 の 特 徴 出 土 位 置 備　 考

6 19 土 師 器 圭不 13．0 4．6 賂 4］ 右 央 ・長 石 ・赤
色粒 子 ・雲母

にぷ い褐 普 通 内 面 へ ラ磨 き， 体 部 下 端 へ ラ
削 り

床 面 2 0％

62 0 土 師 器 賓 2 2．0 （1 5．6） －
石 英 ・長 石 ・l
赤 色 粒 子 明赤 褐 普 通 体 部 外 面 ナ デ ， 内 面 へ ラ削 り 床 面 10％

6 2 1 土 師 器 婆 24．8 （5．8） － 石 英 ・長 石 明 褐 普 通
体 部 外 面 ナ デ ， 内 面 へ ラ削 り

後 ナ デ 、 指 頭 痕 床 面 5％

（2）掘立桂建物跡

第　号掘量櫨建物跡　第別図）

位置　調査区中央部のK16fO区に位置し，尾根上の平坦面に立地している。

重複関係　第50668137el38号住鼠　第66号土塊に掘り込まれている。

規模と構造　桁行3間（平均5。36m），梁間2間（平均3．68m）の総柱式の建物跡で，桁行方向はN－70－W

の南北棟である。柱間寸法は桁行約且。8m，梁間約宜8mで，面積は19。72njである。

櫨究12か所（Pl～P12）で，平面形は長径0．88～1．37m，短径0。74～1．18mの隅丸方形または隅丸長方形で

ある。断面形は逆台形を皇し，深さは36～7短である。柱痕は第巨3e8e26e37層が相当し，粘性または

しまりの弱い土層である。柱材の径は20～30cmと推定される。その他はタほとんどが粘性ゆしまりの強い士層

でタ突き固められた形跡がある。また，P3e P5e P6e P9のP12の掘り方の底面には，柱が当たると思

われる位置に扁平な雲母片岩が置かれている。

土層解説

1：黒　褐　色　　ロームブロック少鼠　焼土粒子さ炭化粒子微量
2　暗　褐　色　　ロームプロ、ソク中量

3　黒　褐　色　　ロームブロック少量，炭化物微量

4　暗　褐　色　　ロームブロック中量，粘性・しまり弱
5　にぷい黄褐色　　ロームブロック多量

6　灰　褐　色　　ローム粒子少量，炭化載子微量
7　にぷい黄褐色　　ローム粒子多量

8　黒　褐　色　　ローム粒子微量
9　にぷい黄褐色　　ロームブロック少量

10　黒　褐　色　　ロームブロック0炭化粒子微量
11灰黄褐色　　ロームブロック微量

12　黒　褐　色　　ローム粒子微量
13　暗　褐　色　　ロームブロック中量

14　暗　褐　色　　ロームブロックe焼土粒子微量
15　暗　褐　色　　ロームブロック少量

16　暗　褐　色　　ロームブロック・焼土粒子微量

17　黒　褐　色　　ロームブロック0炭化粒子微量，しまり弱
18　にぷい黄褐色　　ローム粒子多量，粘性弱

19　にぷい黄褐色

20　にぷい黄褐色

21にぷい黄褐色

22　にぷい黄褐色

23　暗　褐　色

24　にぷい黄褐色

25　にぷい黄褐色

26　暗　褐　色

27　暗　褐　色

28　暗　褐　色

29　暗　褐　色

ローム粒子中量

ロームブロック少量，粘性eしまり弱

ローム粒子多量，粘性強

ロームブロック少量，粘性強・しまり弱
ロームブロック少量，粘性強さしまり弱
ローム粒子中量，粘性弱

ロームブロック中量，粘性強

ロームブロック中量，炭化粒子微量

ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
ロームブロック中量，粘性弱。しまり強
ローム粒子微量

30　にぷい黄褐色　　ローム粒子中量，粘性・しまり弱
31

32

33

34

黒
褐
暗
黒

褐　色　　ローム粒子微量，粘性弱
色　　ローム粒子中量

褐　色　　ロームブロック少量，粘性弱
褐　色　　ロームブロック微量，しまり弱

35　暗　褐　色　　ロームブロックe赤色粒子微量

36　にぷい黄褐色　　ローム粒子少量
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37　暗　褐　色　　ロームブロック微量，しまり弱

38　暗　褐　色　　ローム粒子多量
39　黒　褐　色　　ローム粒子・炭化粒子微量，粘性・しまり弱

40　暗　褐　色

41暗　褐　色
ローム粒子少量，炭化粒微量，粘性弱

ロームブロック・炭化粒子微量，しまり強

遺物出土状況　土師器片6点（杯類2，嚢類4）が出土している。小片のため図化できなかった。

所見　柱穴内から見つかった雲母片岩は，礎石的な使われた方をしていたと考えられ，柱が沈まないための工

夫と考えられる。時期は，重複関係および桁行方向が第8号掘立柱建物跡とほぼ直交することから，ほぼ同時

期の8世紀代と考えられる。

0　　　　　　　　　　　　2m

第318図　第2号掘立柱建物跡実測図

第3号掘立柱建物跡（第319図）

位置　調査区中央部のK17e6区に位置し，尾根上の平坦面に立地している。

重複関係　第69号住居跡を掘り込んでいる。
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規模と構造　桁行2間（平均3．まm），梁間2間（平均3．1m）の側柱式の建物跡で芦南側に庇を持ち，庇部分を

含めた桁翻ま平均4・9mである。桁行方向はN－00の南北棟である。柱間寸法は桁行縮。4m，梁間約は血，面

積は9．6接腔＼庇部分を含めると15．19I嘉である。

櫨究15か所（Pl～P15）で，Pl～P12の平面形は長径0．3～0．73m，短径0．34～0．62mの円形または楕円

形である。断面形は逆台形を皇し，深さ21～72cmである。P5～P7は庇の柱穴と考えられる。第3や4．85

層が柱痕の覆土とみられる堆積状況を示しているが蔓　PlとP10では土層の堆積状況が異なり，第3層はしま

◎p15　　◎p14　　◎pl。

弓

第別　図　第号掘立桂建物跡◎出土遺物実測図

一一380－
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りの強い層であることから，柱痕ではなく抜き取り痕の可能性が考えられる。Pl。P5～P12の底面は硬化

しており，柱が置かれた痕跡と考えられる。柱材の径は15～30cmと推定される。P13～P15の平面形は長径30

～35C恥　短径24cm～30cmの円形または楕円形である。断面形は逆台形またはU字形を皇し，深さは30－40cmで

ある。これらは桁行の延長上に並ぶことから，足場を設置したピットと考えられる。

土層解説

1　黒　褐　色　　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
2　黒　褐　色　　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量

3　明　褐　色　　ローム粒子中量

4　暗　褐　色　　ロームブロック・炭化粒子微量

5　褐　　　色　　ロームブロック・炭化粒子少量

遺物出土状況　土師器片12点（杯類2，襲類10）が出土している。447はPlOの上面から出土している。

所見　基本的には側柱建物であるが，南に庇を持っていることから他の側柱建物と若干性格が異なる建物と考

えられる。時期は，重複関係と出土土器から8世紀代と考えられる。

第3号掘立柱建物跡出土遺物観察表（第319図）

番号 種　 別 器種 口径 器高 底径 胎　　 土 色　 調 焼 成 手法の特徴 出土位置 備　 考

447 土 師器 土不 ［18．6］ （3．2） － 石英 ・長石 橙 普通 底 部手持ちへ ラ削 り P lO 20％

第超考掘立櫨建物跡（第320図）

位置　調査区中央部のK17C2区に位置し，尾根上の平坦面に立地している。

重複関係　第5号掘立柱建物，第3号溝，第146。147・183。267号土坑に掘り込まれ，第149号士坑と重複し

ている。

規模と構造　桁行3間（平均6．9m），梁間2間（平均4．82m）の側柱式の建物跡で，桁行方向はN－50－Wの

南北棟である。柱間寸法は桁行約2．2m，梁間約2．3mで，面積は33．26前である。

櫨穴10か所（Pl～PlO）で，平面形は長径1．30～1．78m，短径1．12～1．60mの楕円形または隅丸方形である。

断面形は逆台形と推定され，深さは32～74cmである。柱痕は確認されず，第1～3e7層は粘性。しまりが弱

いことから柱抜き取り痕の士層と考えられる。第5e7。9～15017層は粘性・しまりが強く，突き固められ

た形跡がある。

土層解説
1　暗　褐　色　　ロームブロック微量

2　暗　褐　色　　ローム粒子中量
3　褐　　　色　　ロームブロック微量

4　暗　褐　色　　ロームブロック微量，粘性・しまり強
5　褐　　　色　　ロームブロック中量

6　暗　褐　色　　ロームブロック中量

7　褐　　　色　　ロームブロック少量，炭化粒子微量
8　褐　　　色　　ローム粒子少量

9　暗　褐　色　　ローム粒子微量
10　暗　褐　色　　ロームブロック微量，粘性・しまり強

11にぷい黄褐色　　ローム粒子中量

2　3　4　5　6　7　8　9　0　1　2

1

　

1

　

1

　

1

⊥

　

l

 

l

 

l

　

1

　

2

　

2

　

2

暗オリーブ色　　ローム粒子中量

黒　褐　色

褐　　　色

にぷい黄褐色

暗　褐　色

暗　褐　色

晴がノーブ色
ー

　

ノオ
黒
黒
黒

ロームブロック微量

ローム粒子多量
ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

粘土粒子少量，ローム粒子微量
ロームブロック・炭化物微量

ローム粒子多量
－ブ黒色　　ローム粒子微量

褐　色　　ロームブロック少量，炭化粒子・赤色粒子微量

褐　色　　ロームブロック中量
褐　色　　ロームブロック少量，炭化粒子微量

遺物出土状況　土師器片41点（埠類29，嚢類12），須恵器片7点（杯類）が出土している。いずれも小片のた

め図化できなかった。

所見　時期は，桁行方向が第2号掘柱建物跡とほぼ同一であることから，8世紀代と考えられる。
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第32の図　第4号掘立柱建物跡実測図
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第5号掘立柱建物跡（第321図）

位置　調査区中央部のK17C2区に位置し，尾根上の平坦面に立地している。

第321図　第5号掘立柱建物跡実測図

一一383－－－－－－



重複関係　第　号掘立柱建物跡を掘　込み　第　号鼠　第摘　む摘　0摘号士坑に掘　込まれ　第摘号士坑と

重複している。

規模と構造　桁行2間（平均4。8m），梁間2間（平均後。6m）の側柱式の建物跡でタ桁行方向はN－870－Eの

東西棟である。柱間寸法は桁行約2。恥　梁間約．mで　面積は21．94滴である。

櫨究　8か所（Pl～P8）で，平面形は長径0．39～1。鵬m　短径．34～0．81mの丸形または楕円形である。断

面形は逆台形を皇しタ深さは46～96cmである。柱痕の層は第1ゆ6層が相当し，粘性のしまりの弱い層である。

柱材の径は18～25cmと推定される。また，P2◎P7では第6層の上に粘性のしまりの強い第5層が堆積して

いることから，柱が抜き取られた可能性がある。その他の層は，ほぼ褐色土と暗褐色士が交互に堆積し，粘

性eしまりの強い層も含まれることからタ　突き固められた形跡がある。Pl～P3◎Pつ50］P7の底面は硬化

しており，柱が置かれた痕跡と考えられる。

土層解 説

1　褐　　　色　　ローム粒子中量

2　暗　褐　色　　ロームプロ、ソク少量

3　暗　褐　色　　炭化粒子少量，ローム粒子・焼土粒子微量

4　褐　　　色　　ロームブロック少量

5　褐　　　色　　ロームプロ、ソク・焼‖粒子微量

6　暗　褐　色　　ローム粒子微量

7　褐　　　色　　ロームブロック少量．粘性・しまり強

8　褐　　　色　　ローム粒子多量

！）暗　褐　色　　ロームブ仁7いノク微量

10　暗　褐　色　　ローム粒子微量，しまり弱

11褐　　　色　　ローム粒J’－中量．粘性・しまり強

、12　褐　　　色　　ローム粒自巨軋　赤色粒子微量

13　褐　　　色

14　暗　褐　色
15　褐　　　色

16　灰黄褐色

17　黒　褐　色
18　褐　　　色

19　褐　　　色
20　黒　褐　色

21褐　　　色
22　暗　褐　色

23　褐　　　色

ローム粒子多鼠　粘性強
ローム粒子少量，炭化粒子微量

ローム粒子多量，炭化粒子微量
ロームプロ、ソク少量

ロームプロ・ソク・炭化粒召微量

ローム粒子中量，赤色粒子微量

ローム粒子多量，粘性・しまり強

ローム粒子中量，炭化物微量

ロームプロ、ソク中量．炭化粒自微量

粘土粒子少量，ロームブロック微量

ローム粒子多量，粘性強

遺物出藍状況　土師器片25点（捧類13，嚢寿且2）須恵器片　点　捧類お　嚢楽日　が出土している。しげれ

も小片のため図化できなかった。

所凰　時期は，重複関係および桁行方向が第3号掘立柱建物跡とほぼ直交することから，第4号掘立桂建物跡

に後出する8世紀代と考えられる。．

第6号掘豊櫨建物跡（第322回）

位置　調査区中央部のK膵g区に位置し，尾根上の平坦商に立地している。

重複関係　第92号住居に掘り込まれタ　第8812車路号掘立柱建物跡と重複している。

規模と構造　後世の遺構に彫り込まれ，全容は明らかではない。桁行2間（平均5．0m）タ　梁間2間（平均4．6m）

の側柱式の建物跡でタ　桁行方向はNr酢十∴Wの東西棟である。柱間寸法は桁行約2．5m，梁間約2。2mで，面積

は23．09niである。

櫨究　6か所津　～P6）で　平面形は長径。開～。器m　短径。鋸～。飢mの円形または楕円形である。断

面形は逆台形を皇し，深さは26～58cmである。第1層はしまりが弱く，桂痕または抜き取り痕の士層と考えら

れる。その他の士層はしまりの強い土層で，突き固められた形跡がある。柱穴の底面は硬化しており，桂が置

かれた痕跡と考えられる。．柱材の径は14～26cmと推定される。

土層解説

1　黒　褐　色　　ロームブロック少量，炭化凝子微量
2　暗　褐　色　　ローム粒子中量

3　暗　褐　色　　ローム粒千・焼土二粒子・炭化粒子微量

4　暗　褐　色　　鹿沼パミス少量

5　暗　褐　色　　ロームブロック少量，炭化粒子微量

6　暗　褐　色　　ロームブロック多量，炭化粒子微量

遺物出藍状況　土師器片25点（榛東7，嚢類18），須恵器片5点（杯類2，嚢類3）が出土している。いずれ

も小片のため図化できなかった。
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所見　第3号掘立柱建物跡と桁行方向がほぼ直交しており，同一の建物配置と考えられる。時期は，重複関係

から，8世紀後乗から9世紀前葉と考えられる。

第322図　第6号掘立柱建物跡実測図

0　　　　　　　　　　　　2m

第7号掘立柱建物跡（第323図）

位置　調査区中央部のJ17j5区に位置し，尾根上の平坦面に立地している。

重複関係　第61号住居跡，第160・161号土坑を掘り込み，第73号土坑に掘り込まれている。

規模と構造　北東部が調査区域外に延び，全容は不明である。桁行4間（平均6．9m），梁間2間（平均3．9m）

の側柱式の建物跡で，桁行方向はN－830－Eの東西棟と推定される。柱間寸法は桁行約1．9mであるが中央の

二間の間隔が狭く，梁間は約1．8mで，面積は26．57Idである。

柱穴12か所（Pl～P12）で，平面形は長径0．63～1．21m，短径0．51～0．81mの円形または楕円形である。
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断面形は円筒形を皇し，深さは29～8且cmである。第1e2層はしまりが弱く，P7では柱状に堆積しているが，

PlO・P12では同様の堆積状況が見られないことから，柱が抜き取られた可能性がある。その他の層はしまり

の強い土層が多く，突き固められた形跡がある。P3e P6～PlOe P12の底面は硬化しており，柱が置かれ

た痕跡と考えられる。柱材の径は10～20cmと推定される。

第323図　第7号掘立柱建物跡実測図
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土層解説
1　暗　褐　色　　ローム粒子中量

2　暗　褐　色　　ロームブロック微量

3　褐　　　色　　ロームブロック少量
4　暗　褐　色　　ロームブロック・焼土ブロック微量

5　暗　褐　色　　ロームブロック少量

6　褐　　　色　　ローム粒子少量，焼土粒子微量

7　褐　　　色

8　褐　　　色

9　褐　　　色

10　暗　褐　色

11暗　褐　色

ロームブロック・焼士粒子微量

ローム粒子中量，焼士粒子微量
ローム粒子中量

焼土粒子少量，炭化粒子微量
ロームブロック少量，炭化粒子微量

遣物出藍状況　土師器片3点（埠類1，聾類2）が出土している。いずれも小片のため図化できなかった。

所凰　時期は，重複関係から9世紀後半以降と考えられる。

第8号擁立櫨建物跡（第324図）

位置　調査区中央部のK17g6区に位置し，東に傾斜する斜面に立地している。

重複関係　第80の92号住居，第12㍉路掘立柱建物に掘り込まれている。第6号掘立柱建物跡，第3号柵跡と重

複している。

規模と構造　桁行5間（平均恨蟻m），梁間2間（平均5．2m）の側柱式の建物跡で，桁行方向はN…820－Wの

東西棟である。柱間寸法は桁行約2。2m，梁間約2。5mで，面積は54．7滴である。

櫨究14か所（Pl～P14）で，平面形は長径1。04～圭4m，短径0．84～1。24mの方形または長方形である。断

面形は円筒形を皇し，深さは123～144cmである。柱痕の層は第6も13層が相当し，粘性eしまりの弱い層であ

る。柱材の径は20～亜cmと推定される。その他の士層は，基本的に褐色土と暗褐色土が交互に堆積しており，

粘性eしまりの強い士層が多く，突き固められた形跡が認められる。Pl～P5。P7～P14の底面は硬化し

ており，柱が置かれた痕跡と考えられる。

土層解説

1＿　黒　褐　色

2　暗　褐　色

345678910111213141516

暗
暗
黒
黒

褐　色

褐　色

褐　色

褐　色

オリーブ褐色

オリーブ褐色

明　褐　色

にぷい黄褐色

明黄褐色

にぷい褐色

黒　褐　色

褐　　　色

褐　　　色

褐　　　色

ロームブロック中量，鹿沼パミス少量，焼

土粒子e炭化粒子微量

ロームプロ・ソク小結　焼＝粒子・炭化物・

鹿沼ブロック微量

ロームプロ、ソク多量

鹿沼パミス多量，ロームブロック中量

鹿沼ブロック少量，ロームブロック微量

鹿沼パミス多量，ロームブロック少量

ローム粒子少量，鹿沼ブロック微量

鹿沼パミス多量，ロームブロック少量

ロームブロック中量

ロレムブロックe鹿沼ブロック多量

鹿沼パミス多量，ローム粒子少量

ロームブロック中畳，鹿沼パミス少量

ローム粒子少量，鹿沼パミス微量

鹿沼パミス少量，ロームブロック微量

ロームブロック微量

鹿沼パミス少量

17　明　褐　色　　ロームブロック・鹿沼パミス中量

18　暗　褐　色　　ロームブロックの鹿沼ブロック少量
19　褐　灰　色　　ローム粒子中量

20　褐　　　色　　ロームブロック中量

21暗　褐　色　　ローム粒子少量，炭化物e鹿沼パミス微量
22　橙　　色　　鹿沼ブロック中量，ロームブロック少量

23　黒　褐　色　　ロームブロックe鹿沼パミス少量
24　褐　　　色　　鹿沼ブロック微量
25　暗　褐　色　　ロームブロック中量

26　暗　褐　色　　ローム粒子中量，鹿沼パミス少量

27　明　褐　色　　ロームブロック多量
28　褐　　　色　　鹿沼ブロック中量，ローム粒子少量

29　褐　　色　　ロームブロック・鹿沼ブロック少量，粘性強
30　暗　褐　色　　鹿沼ブロック少量

31橙　　　色　　鹿沼ブロック中量

32　暗　褐　色　　粘土ブロック少量，粘性・しまり強
33　褐　　　色　　ローム粒子多量

遺物出立状況　土師器片35点（舞楽10，嚢類25），須恵器片3点が出土している。いずれも小片のため図化で

きなかった。

所見　掘り方が深く，柱径が比較的太いことから，太型の上屋構造を持つ建物であったと考えられる。時期は，

重複関係および内面黒色処理の土師器埠の破片が見られないことから，8世紀代と考えられる。
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第324図　第8号掘立柱建物跡実測図
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第9号掘立柱建物跡（第325図）

位置　調査区中央部のK17C7区に位置し，東に傾斜する斜面に立地している。

第325図　第9号掘立柱建物跡実測図

－389－
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重複関係　第鋸号住居跡を掘　込み　第舶号住乱射号掘立柱建軌第3号港跡に掘り込まれている。

規模と構造　南東部が撹乱によって破壊され，全容は不明である。桁行6間（平均13．1m），梁間2間（平均

4・5m）の側柱式の建物跡で，桁行方向はN－880－Wの東西棟である。柱間寸法は桁行約2．2m，梁間約2。2mで，

面積は59．15Iliと想定される．

櫨究14か所（Pl～P14）で，平面形は長径0．98～圭49m，短径0．84～1．36mの楕円形または隅丸長方形であ

る。断面形は逆台形を皇し，深さは45～91cmである。柱痕は第7参13層が相当し，粘性ゆしまりの弱い層であ

る0柱材の径は約20cmと推定される。その他の土層は，ほぼ褐色士と暗褐色士が交互に堆積し，粘性。しまり

の強い土層も見られ，突き固められた形跡がある。P4e P6e P7。P12の底面が硬化しており，P巨P

2e P6e P8～PH。P13e P14の底面は1段掘り下げられていることから，柱が置かれた痕跡と考えられ

る。

土層解説

1　黒　褐　色

2　褐　　　色

3　暗　褐　色

4　暗　褐　色

5　褐　　　色

6　褐　　　色

7　褐　　　色

8　褐　　　色

9　褐　　　色

10　褐　　　色

ロームプロ、ソク少量

ローム粒子少量

ロームブロック微量

ローム粒Jつ数量

ローム粒子少量，粘性強

ローム粒子少量，炭化粒子微量

ローム粒子中量

ロームブロック少量

ロームプロ、ソク少結　粘性・しまり強

ローム粒子多量

11にぷい褐色　　ローム粒子多量
12　褐　　　色

13　暗　褐　色
14　暗　褐　色
15　褐　　　色

16　にぷい黄褐色

17　褐　　　色
18　褐　　　色

19　褐　　　色

鹿沼パミス多量，ローム粒子中量

ロームプロ、ソク少量

ロームブロック・炭化粒子微量

ローム粒子・鹿沼パミス中量，炭化粒子少量

ローム粒子・鹿沼パミス少量

ローム粒子少軋　粘性・しまり強

ロームブロック少量，炭化粒子・鹿沼パミス微量

ローム粒子e炭化物e鹿沼ブロック少量

遺物出立状況　土師器片37点（埠類7，嚢類30），須恵器片4点（塔類）が出土している。小片のため図億で

きなかった。

所凰　時期は，重複関係から8世紀前菜と想定される。

第欄号掘童櫨建物跡（第326図）

位置　調査区中央部のK17C7区に位置し，東に傾斜する斜面に立地している。

重複関係　第78e84号住居臥第9号掘立柱建物跡を掘り込み，第44号住民　第3号溝に掘り込まれている。

規模と構造　東側の桁は削平された可能性があり，確認できなかった。現存する規模は，桁行3間（平均8．6m），

梁間2間（平均563m）の側柱式の建物跡で，桁行方向はN－810－Eの東西棟である。柱間寸法は桁行約2。9m，

梁聞約2．5Illで，面積は45．3n了である。

櫨究　9か所（Pl～P9）で，平面形は長径0．74～1．32m，短径0。61～H9mの楕円形または隅丸方形である。

断面形は円筒形を皇し，深さ5ユ～144cmである。柱痕は第2層が相当し，しまりの弱い土層である。柱材の径

は11～22cmと推定される。第1層は第2層の上層から確認されているが，粘土粒子を含み粘性の強い層である

ため，柱痕の士層である可能性は低い。その他の層はほぼ褐色土と暗褐色土が交互に堆積し，粘性eしまりの

強い層で，突き固められた形跡がある。Pl～P3惨P5・P7の底面が硬化しており，P4e P6e P88

P9の底面は1段掘り下げられていることから，柱が置かれた痕跡と考えられる。

土層解説

1　褐　灰　色

2　褐　　　色

3　褐　　　色

4　暗　褐　色

5　褐　　　色

6　暗オリーブ色

7　暗　褐　色

粘土粒子中量，炭化物少量

炭化粒子少量，ローム粒子・粘土粒子微量

ローム粒子・鹿沼パミス少量
炭化物e鹿沼パミス微量

ローム粒子中量，鹿沼パミス少量
ローム粒子・鹿沼パミス少量

ロームブロック微量

8　褐　　　色

9　褐　　　色

10　鈍い黄褐色

11暗　褐　色

12　暗　褐　色

13　暗　褐　色

14　褐　灰　色
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ローム粒子少量

ロームブロック少量

ローム粒子少量，鹿沼ブロック微量

ロームブロック少量

鹿沼パミス中量，ロームブロック微量

鹿沼パミス少量

ローム粒子・炭化物・粘土粒千少量



15　灰　褐　色
16　鈍い黄褐色

＠】

ローム粒子中量，粘土粒子微量
ローム粒子・鹿沼パミス中量

17　暗　褐　色

第326図　第10号掘立柱建物跡実測図
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ロームブロック・炭化物・鹿沼パミス微量
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遺物出土状況　土師器片71点（杯類27，嚢類41，高杯3），須恵器片4点（杯類2，嚢類2）が出土している。

いずれも小片のため，園化できなかった。

所見　第1層は柱痕をふさぐように堆積し，柱が抜きとられた後に柱穴を埋めた層と想定される。時期は，重

複関係および桁行方向が第8号掘立柱建物跡とほぼ同一であることから8世紀中葉から後葉と考えられる。

第11号掘立柱建物跡（第327・328図）

位置　調査区中央部のJ17jl区に位置し，尾根上の平坦面に立地している。
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第327図　第11号掘立柱建物跡実測図
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重複関係　第52号住居跡を掘　込み　第別号住居に掘　込まれ　第2翔号土坑と重複している。

規模と構造　桁行3間（平均4。7m），梁間2間（平均3。8m）の総柱式の建物跡で，桁行方向はN－70－Wの

南北棟である。柱間寸法は桁行約1。7m，梁間約1．9mで，面積は17。95n了である。

櫨究12か所（Pl～P12）で，平面形は長径0。72～1。2m，短径0．6～0．86mの隅丸方形または楕円形である。

断面形は逆台形を皇し，深さは4ト85cmである。柱痕は第9。10層が相当し，しまりの弱い土層である。柱材

の径は15～20cmと推定される。第1～8層はしまりの強い層で，突き固められた形跡がある。第11◎12層は粘

性のしまりが比較的弱いことから芦　柱の抜き取りに伴う士層と考えられる。

土層解説

1暗　褐　色　　ロームブロック少量，焼土粒子。炭化粒子微量
2　暗　褐　色　　ローム粒子多量，炭化物少量

3　暗　褐　色　　ロームブロック中鼠　焼L二粒千・炭化物微量
4　褐　　　色　　焼土粒子・炭化粒子微量
5　褐　　　色　　炭化粒子微量

（う　褐　　　色　　ロームブロック中憲二

7　褐　　　色

8　黒　褐　色

9　暗　褐　色

10　暗　褐　色

H　褐　　　色

12　褐　　　色

ローム粒子中量

ローム粒子少量

ロームブロック微量

ロームブロック中量

ロームプロ、ソク・炭化粒子少量

ローム粒子少量，炭化粒子微量

遺物出蓋状況　土師器射6点（榛東告　婆類の　須恵器片　点　榛東2　賓類日が出土している。鍼はP

5内から出土している。

所凰　時期は学　出土土器や第2号掘立社建物跡と桁行方向が一致することなどから8世紀代と考えられる。

三二二二

第詑爵図　第選考掘立社建物跡出土遺物実測図

第m号堀立柱建物跡出土遺物観察表（第328回）

0　　　　　　　　　　　　10cm

上二二・一二＿こご一二二二二一二二

番号 種　 別 器種 日経 器高 底径 胎　　 土 色　 調 焼成 手法の特徴 出土位置 備　 考

666 須恵器 杯蓋 ［17．2］ （2．2） － 長石・白色粒子 灰褐 普通 天井部回転へラ削り P 5 20％

第領空考掘童櫨建物跡（第329◎33の図）

位置　調査区中央部のK17f7区に位置し，東に傾斜する斜面に立地している。

重複関係　第　◎摘号掘立柱建物跡を掘り込みタ第80e92号住居に掘り込まれている。第6号掘立社建物凱

第3号柵跡と重複している。

規模と構造　桁行3間（平均6．5m），梁間2間（平均4思m）の側柱式の建物跡で，桁行方向はN－900…Eの

東西棟である。柱間寸法は桁行約2．1恥　梁問約2。4mで，面積は28強肩である。

櫨究10か所（Pl～PlO）で，平面形は長径l。32～1。62m，短径1．28～1．42mの方形または長方形である。断

面形は円筒形またはU字形を皇し，深さは58～88cmである。柱痕は第2砂3層が相当し，粘性ゆしまりの弱い

土層である。柱材の径は約30cmと推定される。第1層はこれらの上層から確認されているが，粘土を含み粘性

の強い層であるため，柱痕の土層である可能性は低い。その他の層はほぼ褐色土と暗褐色士が交互に堆積しき

粘性◎しまりの強い層で，突き固められた形跡がある。P5。P7の底面は1段掘り下げられていることから，

柱が置かれた痕跡と考えられる。

色
色

褐
褐

説解
灰
暗

層土

1

2

ローム粒子・粘土粒子多量，鹿沼パミス微量

ロームブロック中鼠　炭化粒子・粘土粒子微量

3　暗　褐　色

4　灰　褐　色
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ローム粒子少量，鹿沼ブロック微量

ロームブロック中量，鹿沼パミス少鼠炭化粒子微量



第329図　第12号掘立柱建物跡実測図

－394－



5　黒　褐　色

6　明　褐　色

7　灰　褐　色

8　明　褐　色

9　明　褐　色

10　明　褐　色

11褐　　　色

12　明　褐　色

ローム粒子少量，炭化粒子微量
ローム粒子中量，鹿沼ブロック少量

ロームブロック・鹿沼パミス少量，炭化粒子微量
ローム粒子多量

ローム粒子多量，鹿沼ブロック微量微量
ローム粒子中量

鹿沼パミス中量
ローム粒子中量，黒色土ブロック微量

13　褐　　　色
14　褐　　　色

15　褐　　　色
16　暗　褐　色

17　暗　褐　色

18　褐　　　色
19　褐　　　色

20　褐　灰　色

鹿沼パミス多量
ローム粒子中量

ロームブロック中量，鹿沼ブロック少量

ロームブロック微量
ロームブロック少量

ロームブロック中量，粘性強

ローム粒子中量，赤色粒子微量
粘土粒子中量

遺物出土状況　土師器片42点（杯類12，嚢類30），須恵器片14点（杯類12，嚢類2），瓦片2点が出土している。

T55はP2の埋土から出土している。

所見　第1層は柱痕をふさぐ形で堆積しており，柱が抜きとられた後に柱穴を埋めた層と想定される。時期は，

重複関係から第8号掘立柱建物跡に後出する9世紀前葉以前と考えられる。

、と二二：：二プl　感靡膠，55
第330図　第12号掘立柱建物跡出土遺物実測図

第12号掘立柱建物跡出土遺物観察表（第330図）

0　　　　　　　　　　　　　　20cm

番号 器　 種 長さ 幅 厚さ 重量 材　 質 特　　　　　　 徴 出土位置 備　 考

T55 平瓦 （23．3） （14，1） 2．1 （1130．0） 土 凸面縄叩き，凹面布目痕 P 5

第13号掘立柱建物跡（第331図）

位置　調査区中央部のJ17i4区に位置し，尾根上の平坦面に立地している。

重複関係　第156・157・173号土坑を掘り込み，第55・56号住居に掘り込まれている。

規模と構造　北東部は調査区域外に延び，全容は不明である。調査した範囲で，桁行3間（平均5．7m），梁間

2間（平均3m）の総柱式の建物跡で，桁行方向はN－880－Eの東西棟である。柱間寸法は桁行約1．9m，梁

間約1．5mで，桁行は中央の1間の間隔が狭く，梁間も北側が南側より狭い構造である。面積は17．121滋である。

柱穴　8か所（Pl～P8）で，平面形は長径0．45～0．75m，短径0．4～0．71mの円形または楕円形である。断

面形は逆台形を里し，深さは9－49cmである。粘性・しまりの強い土層は確認されないことから，柱が抜き取

られた可能性がある。Pl・P4・P6～P8の底面が硬化しており，柱が置かれた痕跡と考えられる。柱材

の径は12～22cmと推定される。

土層解説

1　暗　褐　色　　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
2　褐　　　色　　ローム粒子中量

3　褐　　　色　　ローム粒子微量

4　明　褐　色　　ローム粒子中量

5　褐　　　色　　ロームブロック・炭化粒子微量
6　褐　　　色　　ローム粒子少量
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7　褐　　　色

8　暗　褐　色

ロームブロック微量

ローム粒子中量
9　暗　褐　色　　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

遺物出藍状況　土師器尉9点（捧類8芦嚢類11）須恵器片　点　杯類お婆楽日が出土している。いずれ

も小片のため図化できなかった。

所凰　時期は，重複関係から　世紀中葉以前の平安時代と考えられる。

第儲開園　第五3号掘立桂建物跡実測図

第掴考掘立櫨建物跡（第332図）

位置　調査区中央部のK17鴇区に位置しタ　東に傾斜する斜面に立地している。

重複関係　第8号掘立柱建物跡を掘り込み，第80号住鼠第12号掘立柱建物に掘り込まれている。第6号掘立

柱建物跡，第2号柵跡と重複している。
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第332図　第14号掘立柱建物跡実測図
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規模と構造　桁行3間（平均7．4m），梁間2間（平均3．9m）の側柱式の建物跡で，桁行方向はN－70－Wの

南北棟である。柱間寸法は桁行約2．5m，梁間約1．9mで，面積は29．31I肩である。

柱宍10か所（Pl～PlO）で，平面形は長径0．9－1．3m，短径0．9－1．0mの楕円形または隅丸長方形である。

断面形は逆台形またはU字形を皇し，深さは10－50cmである。柱痕と考えられる土層は確認されず，粘性eし

まりの強い層も見られないことから，柱が抜き取られた可能性がある。P4の底面は一段掘り下げられており，

柱が置かれた痕跡と考えられる。柱材の径は18cm前後と推定される。

土層解説
1　黒　褐　色　　ロームブロック少量

2　褐　　　色　　ローム粒子多量
3　褐　　　色　　ローム粒子少量

4　褐　　　色　　ロームブロック中量
5　褐　　　色　　ロームブロック少量

6　暗　褐　色　　ローム粒子中量

7　褐　灰　色　　ローム粒子・粘土粒子少量

8　黒　褐　色　　ローム粒子・粘土粒子少量
9　褐　　　色　　ローム粒子少量，粘土粒子微量

10　褐　　　色　　ロームブロック多量，鹿沼パミス微量

遺物出土状況　遺物は出土していない。

所見　時期は，重複関係から第8号掘立柱建物跡に後出する8世紀代と考えられる。

第柑号掘立櫨建物跡（第333。334図）

位置　調査区東部のL18C5区に位置し，東に傾斜する斜面に立地している。

重複関係　第430号士坑を掘り込んでいる。

規模と構造　東側は調査区域外に延び，全容は明らかではない。調査した範囲で，桁行7間（平均路2m），梁

間2間（平均4．8m）の側柱式の建物跡で，2間ごとに束柱穴を持つ構造である。桁行方向はN－870－Wの東

西棟である。柱間寸法は桁行約2．2m，梁間約2．4mで，面積は7144前である。

櫨穴19か所（Pl～P19）で，平面形は長径0．68～0．8m，短径0．5～0．8mの隅丸方形または隅丸長方形であ

る。断面形は逆台形を皇し，深さは42～92cmである。P4とP14から西の側柱の底面はほぼ標高59．6mのライ

ンまで，P3とP15から東の側柱の底面はほぼ標高59mのラインまで掘り込まれている。P17～P19は深さ28

－50cmと浅く，束柱穴と考えられる。柱痕は第5・28。32層が相当し，粘性eしまりの弱い士層である。柱材

の径は13～35cmと推定される。その他の層はほぼ褐色土と暗褐色土・黒色土が交互に堆積し，粘性・しまりの

強い層も見られる。P3・P5e P7・PlOの底面が硬化しており，P2e P8e P13e P17－P19の底面は

1段掘り下げられていることから，柱が置かれた痕跡と考えられる。

解
灰
褐
黒
暗
黒
暗
暗
褐
暗
黒
暗
褐
黒
褐
黒
灰
褐
暗

層
土

1

2

3

4

5

6

7

8

9

1

0

H

1

2

1

3

1

4

1

5

1

6

1

7

1

8

説

色
色
色
色
色
色
色
色
色
色
色
色
色
色
色
色
色
色

褐
　
褐
褐
褐
褐
褐
　
褐
褐
褐
　
褐
　
褐
褐
　
褐

ロームブロック少量，鹿沼パミス微量

ローム粒子中量，鹿沼パミス微量

ローム粒子微量

ローム粒子・鹿沼パミス微量

ロームブロック・炭化粒子微量

ロームブロック・鹿沼パミス微量

鹿沼ブロック少量，ロームブロック微量

ロームブロック少量，鹿沼ブロック微量

ロームブロック・炭化物・鹿沼ブロック微量

ロームブロック・炭化粒子・鹿沼パミス微量

ロームブロック少量

ロームブロック中量，炭化物微量

ローム粒子・炭化物微量

ロームブロック中量，鹿沼パミス微量

ローム粒子・炭化物微量

ロームブロック微量

ロームブロック少量，鹿沼パミス微量

ロームブロック少量，鹿沼パミス微量

19　黒　褐　色　　ロームブロック・鹿沼パミス微量
20　黒　褐　色　　ロームブロック・鹿沼パミス微量，粘性強

21黒　褐　色　　鹿沼ブロック微量
22　暗　褐　色　　鹿沼パミス微量

23　暗　褐　色　　ロームブロック・焼土粒子・鹿沼ブロック微量

24　極暗褐色　　ローム粒子・焼土粒子・鹿沼パミス微量
25　暗　褐　色　　ロームブロック・鹿沼ブロック微量，粘性強

26　暗　褐　色　　ロームブロック・鹿沼ブロック少量
27　褐　　　色　　鹿沼ブロック多量，ローム粒子微量

28　黒　褐　色　　ロームブロック・焼土粒子・粘土粒子微量
29　暗　褐　色　　ロームブロック・炭化粒子微量

30　褐　　　色　　鹿沼ブロック中量，ロームブロック少量
31暗　褐　色　　ロームブロック・鹿沼パミス微量

32　灰　褐　色　　ローム粒子少量，鹿沼パミス微量

33　にぷい黄褐色　　ロームブロック中量，鹿沼ブロック微量
34　暗　褐　色　　ロームブロック少量，鹿沼ブロック微量
35　黒　褐　色　　ロームブロック・鹿沼ブロック微量

36　褐　　　色　　ローム粒子少量，鹿沼パミス微量
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第333図　第15号掘立柱建物跡実測図（1）
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第334図　第15号掘立柱建物跡実測図（2）

37　黒　褐　色　　ロームブロック・鹿沼ブロック微量，粘性弱
38　褐　　　色　　ロームブロック少量，鹿沼ブロック微量

39　褐　　　色　　ロームブロック少量，鹿沼ブロック微量，粘性強

40　黄　褐　色　　鹿沼ブロック中量，ローム粒子微量
41黒　褐　色　　焼土粒子・鹿沼パミス微量

0　　　　　　　　　2m
≡　　　　：　　　！

42　にぷい黄褐色　　鹿沼パミス少量，ローム粒子微量
43　黒　褐　色　　ロームブロック・炭化粒子微量
44　褐　　　色　　ロームブロック・鹿沼ブロック少量

45　黒　褐　色　　炭化物・鹿沼ブロック微量

遺物出土状況　土師器片166点（杯類27，嚢類131，高杯8），須恵器片1点（杯類），鉄棒1点が出土している。

いずれも小片で図化できなかった。

所見　桁行方向が等高線と直交しており，柱穴の掘り方の深さを東と西とで変えることで傾斜地に対応してい

る。本跡は2間を1単位とする構造で，桁行を8間に復元することができ，長屋的な建物と考えられる。時期

は，桁行方向が第5号掘立柱建物跡と一致することから，8世紀代と考えられる。

第16号掘立柱建物跡（第335・336図）

位置　調査区東部のL19j3区に位置し，東に傾斜する斜面に立地している。

重複関係　第176・192・193・194・195号住居跡を掘り込んでいる。

規模と構造　南西部が調査区城外に延び，全容は明らかではない。桁行3間（平均5．8m），梁間2間（平均4．1

m）の総柱式の建物跡で，桁行方向はN－60－Eの南北棟である。柱間寸法は桁行約1．9m，梁間約2．1mで，

面積は23．55Idである。

柱穴12か所（Pl～P12）で，平面形は長径1．21～1．8m，短径0．94～1．45mの隅丸方形または楕円形である。

断面形はU字形を呈し，深さは41～100cmである。柱痕は第1・16層が相当し，粘性・しまりの弱い土層であ

る。柱材の径は11～28cmと推定される。第2・3・6・22・23層も比較的粘性・しまりが弱く，柱の抜き取り

に伴う土層と考えられる。その他の層はほぼ褐色土と暗褐色土が交互に堆積し，粘性・しまりの強い土層であ
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る。Pl・P5・P8・P9・Pllの底面が硬化しており，P2～P4・P7・Pllの底面は1段掘り下げら

れていることから，柱が置かれた痕跡と考えられる。また，Pl・P6の土層からは掘り直された状況が観察

され，P9の底面には2か所，Pllには1か所の硬化面があり，さらに一段掘り下げられていることなどから，

建て直しが行われた可能性がある。

土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

3　暗　褐　色

4　黒　褐　色

5　褐　　　色

6　褐　　　色

7　暗　褐　色

8　褐　　　色

9　褐　　　色

10　褐　　　色

11褐　　　色

12　褐　　　色

ローム粒子少量
ローム粒子少量，粘土ブロック微量

ロームブロック少量
ロームブロック微量

ローム粒子中量，粘性強

ローム粒子中量
ローム粒子中量

ロームブロック少量
ローム粒子少量，炭化粒子微量

ロームブロック少量，粘性強

ローム粒子中量，炭化粒子微量
ローム粒子少量，炭化粒子微量

13　褐　　色　　ロームブロック・鹿沼ブロック少量
14　にぷい黄褐色　　ローム粒子中量，炭化粒子微量

15　褐　　　色
16　黒　褐　色

17　褐　　　色

18　褐　灰　色
19　暗　褐　色

20　暗　褐　色
21褐　　　色

22　暗　褐　色
23　暗　褐　色

ロームブロック中量

ローム粒子少量，炭化粒子微量

ローム粒子中量，粘性・しまり強
ローム粒子少量

ローム粒子少量，炭化粒子・粘土粒子微量
ロームブロック少量，粘性強

ローム粒子多量
鹿沼パミス少量，ロームブロック微量
ロームブロック・鹿沼ブロック少量

遺物出土状況　土師器片181点（杯類63，襲類108，高杯10），須恵器片28点（杯類17，嚢類11），灰粕陶器片1

点（瓶），銅製品1点（不明），鉄淳47点が出土している。604はP8の埋土中から出土している。667はP7か

ら，668・670はPllから，669はPlOから，M99はP9からそれぞれ抜き取りに伴う土層中から出土している0

その他は小片で，園化できなかった。

所見　桁行方向が若干東を向き，他の総柱の建物跡とは建物配置が異なっている。第17・19号掘立柱建物跡と

桁行方向がほぼ一致していることから，これらと同一の建物配置と想定される。時期は，出土土器から10世紀

末～11世紀と考えられる。

‾‾‾‾：

‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾三〇
′　　′

‘γ

第336図　第16号掘立柱建物跡出土遺物実測図

第16号掘立柱建物跡出土遺物観察表（第336図）

‘‘：

番号

604

667

668

種　別器種口径器高底径胎　　土色　調焼成手法の特徴出土位置備　考

土師器巧こ17．24．27．6石英・長石・雲母にぷい褐良内外面ロタロナデ，底部回転糸切りP880％　　PL94

土師器珂こ［10．2］4．07．2石英・長石にぷい褐普通内外面ナデP720％

土師器椀［15．4］（4．9）－赤色粒子・雲母にぷい褐
普通内外面ナデPll10％
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番号 種　 別 券種 口径 器高 底径 胎　　 土 色　 調 焼成 手法の特徴 出土位置 備　 考

669 灰粕陶器 瓶ヵ ［32．0］ （2．4） － 黒色粒子 黄灰 良 ロクロナデ P lO 10％

670 須恵器 嚢 ［34．4］ （6．0）
－ 長石 ・黒色粒子 黒褐 普通 外面横位の平行叩 き P ll 10％

番号 器　 種 長 さ 幅 厚 さ 重量 材　 質 特　　　　　　 徴 出土位置 備　 考

M 99 不 明 9．4 4．0 0．6 26．6 銅 鋲 及び歯留めあ り P 9 P L lO6

第膵号掘立櫨建物跡（第337e338図）

位置　調査区東部のL19i8区に位置し，東に傾斜する斜面に立地している。

⑥！

第3那図　第17号掘立柱建物跡実測図（1）
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第338園　第17号掘立柱建物跡実測図（2）

0　　　　　　　　　　　　　2m
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重複関係　第204号住居跡，第418e485号土坑を掘り込んでいる。

規模と構造　耕作による撹乱を受けている。桁行3間（平均7．5m），梁間2間（平均5．9m）の側柱式の建物

跡で，桁行方向はN－80－Eの南北棟である。柱間寸法は桁行約2．4m，梁間約2．9mで，面積は43．86I扇であ

る。

櫨穴10か所（Pl～PlO）で，平面形は長径0．84－1．02m，短径0．82～0．94mの楕円形または隅丸長方形で

ある。断面形は逆台形またはU字形を皇し，深さは36－68cmである。耕作による撹乱を受けているため，柱

痕の土層は明確ではない。褐色土と黒色土がほぼ交互に堆積し，突き固められた形跡がある。

土層解説

1　黒　褐

褐
褐
褐
灰

黒
黒
灰
褐

2
　
3
　
4
　
5

色
色
色
色
色

ローム粒子・炭化粒子微量
ローム粒子微量

ロームブロック微量
ロームブロック少量，炭化粒子微量

粘土ブロック少量，ロームブロック微量

6　黒　褐　色　　ロームブロック微量，粘性・しまり強
7　褐　　　色　　ロームブロック中量

8　暗　褐　色　　ロームブロック微量
9　灰　褐　色　　ローム粒子・鹿沼パミス微量

10　黒　褐　色　　ロームブロック微量，粘性強

遣物出土状況　土師器片9点（杯類3，嚢類6），須恵器片4点（杯類3，棄類1）が出土している。いずれ

も小片のため図化できなかった。

所見　第19号掘立柱建物跡と南北に並んでいることから，同時期に建てられたものと考えられる。時期は，桁

行方向が第16号掘立柱建物跡とほぼ同一であることから，10世紀末～11世紀と考えられる。

第柑号擁立櫨建物跡（第339図）

位置　調査区中央部のK18f2区に位置し，東に傾斜する斜面に立地している。

重複関係　第107・109・160号住居跡を掘り込み，第106ellO号住民　第77号土坑に掘り込まれている。

規模と構造　南側は調査区城外に延び，全容は不明である。調査した範囲で，桁行2間（平均4．8m），梁間2

間（平均3．3m）の側柱式の建物跡で，桁行方向はNつ20－Eの南北棟である。柱間寸法は桁行約2。3m，梁間

約2．3mで，面積は32．71I肩である。

柱穴　6か所（Pl～P6）で，平面形は長径0．74～Hm，短径0．5～LOmの長方形または隅丸長方形である。

断面形は逆台形またはU字形を皇し，深さ34～90cmである。柱痕は第1層が相当し，しまりの弱い土層である。

柱材の径は約24－28cmと推定される。その他の土層は粘性の強い層が多く，突き固められた形跡がある。Pl
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は第1層の堆積状況に乱れが見られるため，柱が抜き取られた可能性がある。Plの底面は一段掘り下げられ

ていることから，柱が置かれた痕跡と考えられる。

土層解説

1　黒　褐　色　　ローム粒子・炭化粒子微量
2　暗　褐　色　　ローム粒子少量，炭化粒子微量

3　黒　褐　色　　ロームブロック微量
4　褐　　　色　　ロームブロック中量

5　暗　褐　色　　ロームブロック微量
6　にぷい黄褐色　　ローム粒子中量

7　褐　　　色

8　褐　　　色

9　暗　褐　色

10　褐　　　色

11明　褐　色

12　暗　褐　色

ロームブロック中量

ロームブロック微量

ローム粒子少量

ローム粒子多量

ロームブロック微量

ロームブロック少量

遺物出土状況　土師器片13点（杯類8，嚢類4，高杯1）が出土している。小片のため図化できなかった。

所見　時期は，重複関係から8世紀～9世紀と考えられる。

第339図　第18号掘立柱建物跡実測図

第19号掘立柱建物跡（第340図）

位置　調査区東部のM19a8区に位置し，東に傾斜する斜面に立地している。

規模と構造　東側は削平され，また耕作による撹乱を受け全容は不明である。現存する部分は桁行3間（平均

7．2m），梁間1間（平均3．0m）の側柱式の建物跡と推定され，桁行方向はN－80－Eの南北棟である。柱間

寸法は桁行約2．3m，梁間約3．0mで，現存する面積は21．33n了である。
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櫨究　5か所（Pl～P5）で，平面形は長径0．94～1．07恥短径0．82～鋸姻mの楕円形または隅丸長方形であ

る○断面形は逆台形またはU字形を皇し，深さは26～64cmである。耕作による撹乱を受けているため，柱痕の

士層は明確ではない。粘性。しまりの弱い土層が多く，柱が抜き取られた可能性がある。

土層解説
1

2

3

4

5

6

7

黒
褐
暗
黒
黒
黒
灰

褐　色　　ロームブロック・炭化粒子微量
色　　ロームブロック中量

褐　色　　ロームブロック微量
褐　色　　ロームブロック微量

褐　色　　ローム粒子少量

褐　色　　ロームブロック微量，粘性強
褐　色　　ロームブロック少量

8　褐　　　色

9　黒　褐　色

10　暗　褐　色

11黒　褐　色

12　黒　褐　色

13　暗　褐　色

14　黒　褐　色

ローム粒子中量
ロームブロック・炭化粒子・粘土粒子微量

ロームブロック少量，粘性弱
ローム粒子微量

ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
ロームブロック少量

ローム粒子微量，粘性・しまり強

遺物出土状況　遺物は出土していない。

所凰　時期は，第17号掘立柱建物跡と南北に並び桁行方向が一致していることから，10世紀末～H世紀と考え

られる。

第34の図　第19号掘立柱建物跡実測図
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（3）溝跡

第3号溝跡（第341図）

位置　調査区中央部のK16cO～K17C7区に位置し，尾根上の平坦面から東に傾斜する斜面にかけて立地してい

る。

重複関係　第63・70～72号住居跡，第4・5・9・10号掘立柱建物跡，第284号土坑を掘り込んでいる。

規模及び形状　東側は削平されており，全容は不明である。N－860－Wの方向に延び，途中K15d4区付近で

N－810－Eの方向に屈曲し，K17dl区より西では二つに分岐している。長さは34．4mで，上幅55～120cm，下

幅35～97C皿，深さ24～32cmである。断面は逆台形で，壁は外傾して立ち上がっている。

覆土　3層からなる。含有物を均等に含んでいることから，自然堆積と考えられる。

A
－63，0m

幸二‥二‾‾

④　B

第341図　第3・4号溝跡・出土遺物実測図
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土層解説

1暗　褐　色　　ローム粒J’・少結　尉ヒ粒子微量

2　黒　褐　色　　ローム粒子中量
3　褐　　　色　　ローム粒子中量

遺物出藍状況　土師器机6点（舞楽4タ嚢類且2），須恵器片2点（嚢類）が出土している。いずれも小片のた

め，図化できなかった。

所凰　時期は，重複関係から平安時代以降と推定される。

窮堵号溝跡（第34温図）

位置　調査区西部のH6e7～K16a9区に位置し，尾根上の平坦面に立地している。

重複関係　第43A号住居跡を掘り込んでいる。

規模及び形状　北側は調査区域外に延び，全容は不明であるo N－50…Wの方向に延び　途中日蝕区付近

でN…mO…Wの方向に屈曲している。確認できた長さは27。9mで，上幅46～71cmタ下幅16～58cm，深さ8－20

cmである。断面は逆台形で，壁は外傾して立ち上がっている。

ぽッ睦　複か所（Pl～P4）。溝の南側に構築され，長径44～76cm，短径30～60cmの円形または楕円形でタ

深さは滋～榔cmである。～l。mの間隔で，藩の走行方向にはぼ平行して並んでいる。

ピット土層解説

I　暗　褐　色　　ローム粒J’・・炭化粒J′一少量

啓豊　2層からなる。含有物を均等に含んでいることから，自然堆積と考えられる。

土層解説

i　暗　褐　色　ローム粒子少鼠焼土粒子の炭化粒子微量　　　2　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子微量

遺物出蓋状況　土師器片83点（杯類15タ嚢類68），須恵器尉0（榛東5，聾類5），石器3点（砥石2，磨石目

が出土している。Q鍋は北側の覆土上層からタ　Q89は南側の覆土上層からそれぞれ出土している。

所凰　確認されたピットから，内部には柵のような施設が構築されていた可能性が想定される。時期は学重複

関係と出土した土器片から平安時代以降と推定される。

第　号活路出土遺物観察表　第封図）

番 号 器　 種 長 さ 幅 厚 さ 重 量 材　 質 特　　　　　　 徴 出 土 位 置 備　 考

Q 8 8 砥 石 0 3．3） （7．9） （3．2） （36 4．0） 頁 岩 カ 紙 面 1 面 覆 土 上 層

Q 89 磨 石 カ （15．4） 6．9 （3．3） （52 2。0） 砂 岩 側 面 に 使 用 痕 覆 土 上 層

輔柵跡

第　号禰妙　第別図）

位置　調査区中央部のK17b9区に位置し，東に傾斜する斜面に立地している。

重複関係　第78珍82号住居に掘り込まれている。

規模と形状　Pl～P3が確認され　柱穴と考えられる。長さ敏速m　柱間は　～。mで　方向はN－87。－W

である。柱穴の規模は，長径Ⅲ6～l。62m，短径0。9～1．18mの長方形または隅丸方形である。断面形はU字形

または逆台形で，深さは68－72cmである。

者達　膵層からなる。第　層は柱痕の土層で，その他の士層は突き固められた形跡がある。P3は柱痕の士層

が確認されていないことからタ　抜き取られた可能性が考えられる。
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土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

3　褐　　　色

4　褐　　　色

5　褐　　　色

6　褐　　　色

ローム粒子中量，炭化物微量
ローム粒子中量

ローム粒子多量，炭化粒子微量
ローム粒子多量，炭化粒子・鹿沼ブロック微量

ロームブロック・炭化粒子少量
ロームブロック少量，鹿沼ブロック微量

7　にぷい黄褐色　　ロームブロック中量，炭化粒子微量
8　褐　　　色　　ロームブロック中量

9　黒　褐　色　　ロームブロック少量

10　褐　　　色
11褐　　　色

12　褐　　　色

13　褐　　　色
14　黒　褐　色

15　暗　褐　色
16　暗　褐　色

17　にぷい黄褐色

ロームブロック中量，鹿沼パミス少量

ロームブロック中量，粘土ブロック微量

ロームブロック・炭化物微量，粘性強

ロームブロック少量

ローム粒子微量

ロームブロック少量

ロームブロック少量，粘性・しまり強

ローム粒子少量，鹿沼ブロック微量

遺物出土状況　土師器片9点（杯類6，嚢類3），須恵器片4点（杯類3，嚢類1）が出土している。

所見　第9号掘立柱建物跡の桁行方向とほぼ一致していることから，これに関連する施設の可能性がある。時

期は，平安時代と推定される。

七，7。。

0　　　　　　　　　　　　2m

第342図　第1号柵跡実測図

第2号柵跡（第343図）

位置　調査区中央部のK17g9区付近に位置し，東に傾斜する斜面に立地している。

重複関係　第8・14号掘立柱建物跡と重複している。

規模と形状　Pl～P7が確認され，柱穴と考えられる。長さ12．7m，柱間は1．7～2．9mで，方向はN－20－

Wを指し，K17h8区付近でN－830－E，K17h9区付近でN－4。－Eと2か所で屈曲している。柱穴の規模は，

長径0．32～0．52m，短径0．32～0．5mの円形または楕円形である。断面形はU字形または逆台形で，深さ14～32

cmである。

覆土　4層からなる。ロームを含んでいる層が多く，柱抜き取り痕と考えられる。

土層解説
1暗　褐　色　　ロームブロック微量

2　褐　　　色　　ローム粒子微量
3　褐　　　色　　ローム粒子微量，しまり弱

4　褐　　　色　　ロームブロック少量
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遺物出丑状況　遺物は出土していない。

所凰　当軌第8号掘立柱建物跡または酎2号掘立柱建物跡の足場穴と考えたが，方向が一致しないため，別

の遺構と判断した。時期は，重複関係から平安時代と想定される。

mi

窮勘臓翫　第2号柵跡実測図
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第3号禰跡（第344図）

位置　調査区中央部のK17g6区に位置し，尾根上の平坦面に立地している。

重複関係　第8e12号掘立柱建物跡と重複している。

規模と形状　Pl～P6が確認され，柱穴と考えられる。長さ8．5m，柱間は0．32～2．5mで，方向はN－6。－

Wを指し，K17h5区付近でN－890－Eへ屈曲している。柱穴の規模は，長径0．38～0。54m，短径0．28～0．54の

楕円形または隅丸長方形である。断面形はU字形または逆台形で，深さは18～54cmである。

尊堂　8層からなる。ロームを含んでいる層が多く，抜き取り痕と考えられる。
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土層解説

1　暗　褐　色　　ロームブロック微量
2　褐　　　色　　ローム粒子微量，粘性強

3　褐　　　色　　ローム粒子微量，しまり弱
4　褐　　　色　　ロームブロック少量

5　褐　　　色　　ロームブロック中量
6　褐　　　色　　ローム粒子少量，鹿沼パミス微量

7　黒　褐　色　　ローム粒子微量
8　褐　　　色　　ローム粒子少量

遺物出土状況　遺物は出土していない。

所凰　時期は，第2号柵跡と方向がほぼ一致することから，同時期の平安時代と想定される。

第3超轟図　第3号柵跡実測図
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（5）士坑

第馴考量痍（第345図）

位置　調査区中央部のK18fl区に位置し，東へ傾斜する斜面に立地している。

重複関係　第135号住居跡に掘り込まれている。。

規模と形状　長径0．56m，短径0．53mの楕円形で，深さは40cmである。底面は平坦で，壁は外傾して立ち上が

っている。長径方向はN－300－Eである。

覆丑　3層からなる。ロームブロックe粒子を含んでいる層が多いことから，人為堆積と考えられる。

土層解説

1　暗　褐　色　　ロームブロック少量

2　褐　　　色　　ロームブロック少量

3　にぷい褐色　　ローム粒子多量

遺物出藍状況　土師器片8点（捧類1，聾類7）が出土している。624は第1層中から正位の状態で出土して

いる。
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所見　時期は，出土土器から8世紀前葉と考えられる。

卓、　三二三・

＜三二

0　　　　　　　　　　　2m

し＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿⊥＿＿　　　」

第345図　第61号土坑・出土遺物実測図

第61号土坑出土遺物観察表（第345図）

0　　　　　　　　　　　10cm

番号 種　 別 器種 口径 器高 底径 胎　　 土 色　 調 焼成 手法の特徴 出土位置 備　 考

624 土師器 杯 ［14，0］ （4．0） － 赤色粒子・雲母 明赤褐 良 底部手持ちへラ削り 覆土上層 65％

第72号土坑（第346回）

位置　調査区中央部K17fl区に位置し，尾根上の平坦面に立地している。

重複関係　第66号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状　長軸1．5m，短軸1mの長方形で，深さは40cmである。底面は平坦で，壁は外傾して立ち上がって

いる。長軸方向はN－860－Eである。

覆土　7層からなる。ロームブロック・ローム粒子を含んでいる土層が多いことから，人為堆積の可能性があ

る。

土眉解説

1暗　褐　色　　ロームブロック少量

2　黒　褐　色　　ロームブロック中量，炭化粒子微量

3　暗　褐　色　　ローム粒子中量，炭化粒子微量
4　黒　褐　色　　ロームブロック少量

5　にぷい黄褐色

6　暗　褐　色

7　にぷい黄褐色

ローム粒子中量
ローム粒子中量

ローム粒子少量

遺物出土状況　土師器片5点（杯類3，嚢類2）が出土している。436は覆土上層から逆位の状態で出土して

いる。

所見　時期は，出土土器から11世紀代と考えられる。

‾幻m s166

A

二㍉二二T
B　　436

二二一・一
0　　　　　　　　　　　　2m

第346図　第72号土坑・出土遺物実測図
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第72号土坑出土遺物観察表（第346図）

番 号 種　 別 器 種 口 径 器 高 底 径 胎　　 土 色　 調 焼 成 手 法 の特 徴 出 土 位 置 備　 考

43 6 土 師器 高台付椀 － （7．1） ［8．5］ 赤色粒 子 ・雲 母 にぷい黄橙 普 通 内 外 面 ロ ク ロ ナ デ 覆 土 上 層 20％

第73号土坑（第347回）

位置　調査区中央部のJ17j4区に位置し，尾根上の平坦面に立地している。

重複関係　第61号住居跡，第7号掘立柱建物跡を掘り込んでいる。

規模と形状　長軸1．38m，短軸1．06mの隅丸長方形で，深さは23cmである。底面は平坦で，壁は媛やかに外傾

して立ち上がっている。長軸方向はN－50－Wである。

覆土　2層からなる。ロームブロック・焼土ブロックを含んでいることから，人為堆積と考えられる。

土眉解説

1黒　褐　色　　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子微量　　　2　黒　褐　色　　ロームブロック・焼土ブロック微量

遺物出土状況　土師器片2点（杯類）が出土している。419・420は覆土上層から出土している。

所見　時期は，出土土器から9世紀後葉から10世紀前半と考えられる。
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第347図　第73号土坑・出土遺物実測図

第73号土坑出土遺物観察表（第347図）

番 号 種　 別 器 種 口径 器 高 底 径 胎　　 土 色　 調 焼 成 手 法 の 特 徴 出土 位 置 備　 考

4 19 土 師 器 椀 ［14．8 ］ （3．4 ） － 長 石 ・雲 母 に ぷ い 橙 普 通 内外 面 ロ ク ロナ デ 覆 土 上 層 20 ％

4 20 土 師 器 高台付椀 － （2．5 ） ［6．6］ 石英 ・長石 ・雲母 にぷい黄橙 普 通 底 部 回 転 糸 切 り 覆 土 上 層 65 ％

第95号土坑（第348図）

位置　調査区西部のK16fl区に位置し，尾根上の平坦面に立地している。

規模と形状　長径0．45m，短径0．4mの楕円形で，深さは32cmである。底面は皿状で，壁は外傾して立ち上がっ

ている。長径方向はN－20－Wである。

覆土　2層からなる。ロームを主体とする土層であることから，人為堆積と想定される。

土層解説

1　明　褐　色　　ローム粒子中量 2　暗　褐　色　　ロームブロック微量

遺物出土状況　須恵器片1点（杯類）が出土している。625は底面付近から正位の状態で出土している。
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所見　時期は，出土土器から9世紀前葉と考えられる。

無正
0　　　　　　　　　　　　2m

第348図　第95号土坑・出土遺物実測図

第95号土坑出土遺物観察表（第348図）

番 号 ごE　 ． 器 種 口 径 器 高 底 径 胎　　 土 色　 調 焼 成 手 法 の 特 徴 出 土 位 置 備　 考

6 25 須 恵 器 高台付杯 ［15 ．0 ］ 5．7 10 ．2 石 英 ・長 石 灰 普 通 底 部 回 転 へ ラ削 り 底 面 6 5％

第96号土坑（第348図）

位置　調査区西部のK16g2区に位置し，尾根上の平坦面に立地している。

重複関係　第97号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状　長径2m，短径1．4mの楕円形で，深さは100cmである。底面は血状で，壁は外傾して立ち上がっ

ている。長径方向はN－300－Eである。

覆土　8層からなる。ロームブロックを含んでいる層が多いことから，人為堆積と考えられる。

土層解説

1　暗　褐　色　　ロームブロック・焼土粒子・炭化物少量
2　にぷい黄褐色　　ロームブロック少量

3　にぷい黄褐色　　ロームブロック中量，しまり弱
4　暗　褐　色　　ロームブロック少量

5　にぷい黄褐色　　ロームブロック中量

6　暗　褐　色　　ロームブロック少量，しまり弱

7　暗　褐　色　　ロームブロック中量

8　黒　褐　色　　ロームブロック中量

造物出土状況　　土師器片45点（杯類24，賓類20，高杯1），須恵器片5点（杯類4・嚢類1），瓦片1点の他，

埋没する過程で混入した弥生土器片2点が出土している。626・627は，覆土上層からそれぞれ出土している。

所見　時期は，出土土器から11世紀前葉と考えられる。

t－＿　ごニー

第349図　第96号土坑・出土遺物実測図
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第96号土坑出土遺物観察表（第349図）

番 号 種　 別 器 種 口径 器 高 底 径 胎　　 土 色　 調 焼 成 手 法 の特 徴 出 土 位 置 備　 考

6 26 土 師 器 杯 － （4．8） － 赤色粒 子 ・雲母 に ぷ い 橙 普 通 内面 へ ラ磨 き 覆 土 上 層 10％　 墨引 浦舟」
P L 94

6 27 土 師 器 高台付椀 － ほ 1） 7．3 雲 母 にぷい赤褐 普 通 内面 へ ラ磨 き 覆 土 上 層 2 5％　 火 熱 痕

第97号土坑（第350図）

位置　調査区西部のK16g2区に位置し，尾根上の平坦面に立地している。

重複関係　第96号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　第96号土坑に掘り込まれ，全容は不明である。現存する規模は長軸1．95m，短軸1．8mで隅丸長方

形と推定され，深さは41cmである。底面は平坦で，壁は外傾して立ち上がっている。長軸方向はN－00と推

定される。

覆土　4層からなる。ロームブロックを含んでいる層が多いことから，人為堆積と考えられる。

土層解説

1　暗　褐　色　　ローム粒子中量，炭化物少量
2　にぷい黄褐色　　ロームブロック多量

3　暗　褐　色　　ローム粒子少量，炭化物微量
4　暗　褐　色　　ロームブロック中量，炭化物少量

遺物出土状況　土師器片35点（杯類16，襲類19），須恵器片6点（杯類5，嚢類1）が出土している。628は覆

土下層から正位の状態で出土している。

所見　628の天井部には，「新大領」のヘラ書が確認されている。この文字は堀ノ内古窯跡群から出土した須恵

器にも確認されており，使用された筆記具や書体など，両者の間には極めて高い類似性が認められる。628は

堀ノ内古窯跡群出土の「新大領」須恵器とほぼ同時期に製作された可能性が高く，つまみを欠いていることか

ら，何らかの理由により当遺跡において廃棄されたものと考えられる。時期は，出土土器から8世紀中葉と考

えられる。

芋十2m
第350区l　第97号土坑・出土遺物実測図

第97号土坑出土遺物観察表（第350図）

＿芋茸≒⊇
628

0　　　　　　　　　　　10cm

番号 種　 別 器種 口径 器高 底径 胎　　 土 色　 調 焼成 手法の特徴 出土位置 備　 考

628 須恵器 杯蓋 10．1 （1．4） － 砂礫 灰自 良 天井部回転へラ削り 覆土下層 9誠へラ書きl新大軋
PLlOl

第99号土坑（第351図）

位置　調査区西部K16g2区に位置し，尾根上の平坦面に立地している。

規模と形状　長軸1．54m，短軸1．49mの方形で，深さは95cmである。底面は平坦で，壁は外傾して立ち上がっ

－415－



ている。長軸方向はN－360－Wである。

覆土　9層からなる。ロームブロックを含んでいる層が多いことから，人為堆積と考えられる。

土層解説
1極暗褐色　　ローム粒子少量，炭化粒子微量　　　　　　　　　　6　暗　褐　色

2　明　褐　色　　ローム粒子少量　　　　　　　　　　　　　　　　　7　暗　褐　色
3　暗　褐　色　　ローム粒子少量　　　　　　　　　　　　　　　　　8　黒　褐　色

4　褐　　　色　　ロームブロック中量，鹿沼ブロック微量　　　　　　9　暗　褐　色
5　褐　　　色　　ローム粒子中量

遺物出土状況　土師器片13点（杯類7，襲類6），須恵器片3点（嚢類），

した縄文土器片3点が出土している。629は覆土中から出土している。

所見　時期は，出土土器から10世紀末～11世紀前半と考えられる。

同、召

④
／

′

／

／

f

l

l・ 0　　　　　　　　　　　　　2m

第351図　第99号土坑・出土遺物実測図

第99号土坑出土遺物観察表（第351図）

ロームブロック少量，鹿沼ブロック微量

ロームブロック少量

ロームブロック微量

ロームブロック微量

瓦片1点の他，埋没する過程で混入

0　　　　　　5cm

！　＿亡＿＿＿＿」

番号 種　 別 器種 口径 器高 底径 胎　　 土 色　 調 焼成 手法の特徴 出土位置 備　 考

629 土師器 皿 ［9．0］ 2．6 ［5．8］ 長石・白色粒子 橙 普通 内外面ロクロナデ，底部回転へラ切り 覆土中 35％

第105号土坑（第352図）

位置　調査区西部のJ15g9区に位置し，尾根上の平坦面に立地している。

規模と形状　長径1．17m，短径1．03mの楕円形で，深さは40cmである。底面は平坦で，壁は直立している。長

径方向はN－480－Wである。

覆土　2層からなる。焼土・炭化物を含んでいることから，人為堆積と推定される。

⑥∠ヂ＝㌔　　　旦竃≡≡∋「

B　　　630　　631

七、5∴‾ヽ坐し－√

0　　　　　　　　　　　　2m

「‡＝ ／
第352図　第105号土坑・出土遺物実測図
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土層解説

1黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化物微量　　　2　褐　　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

遺物出土状況　土師器片1点（嚢類），須恵器片11点（杯類9，高杯2）が出土している。630・631は覆土中層

から破片の状態で出土している。

所見　630・631は出土状況から，投棄された可能性がある。時期は，出土土器から9世紀前葉と推定される。

第105号土坑出土遺物観察表（第352図）

番 号 種　 別 器種 口径 器 高 底 径 胎　　 土 色　 調 焼 成 手 法 の 特 徴 出 土位 置 備　 考

63 0 須 恵 器 盤 ［23 ．2 ］ 5．2 ［13 ．4 ］ 石英 ・長石 ・雲母 黄 灰 普 通 底 部 回転 へ ラ削 り 覆 土 中層 40 ％

63 1 須 恵 器 高盤 － （12．1 ） ［14 ．6 ］ 石 英 ・長 石 灰 普 通 三 方 透 か し 覆 土 中 層 25 ％

第126号土坑（第353図）

位置　調査区西部のK16gO区に位置し，尾根上の平坦面に立地している。

重複関係　第137号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状　長径0．98m，短径0．83mの不整楕円形で，深さは56cmである。底面は皿状で，壁は外傾して立ち

上がっている。長径方向はN－900－Eである。

覆土　8層からなる。ロームブロックを含んでいる層が多いことから，人為堆積と考えられる。

土眉解説
1　黒　褐　色　　ロームブロック中量

2　にぷい黄褐色　　ロームブロック少量，焼土粒子微量

3　褐　灰　色　　ロームブロック・粘土粒子少量，焼土粒子微量
4　にぷい黄褐色　　ロームブロック中量，しまり弱

5　暗　褐　色

6　灰黄褐色
7　にぷい黄褐色

8　にぷい黄褐色

遺物出土状況　土師器片12点（杯類8，嚢類3，高杯1），須恵器片2点

ロームブロック少量

ローム粒子中量

ロームブロック中量

ロームブロック少量，しまり鶉

（杯類，聾類）が出土している。632

は覆土中層付近から正位の状態で出土している。

所見　632は完形に近く，出土状況から投棄された可能性がある。時期は，

れる。

？6h。壷＜：
0　　　　　　　　　　　　2m

第353図　第126号土坑・出土遺物実測図

第126号土坑出土遺物観察表（第353図）

出土土器から10世紀後半と考えら

0　　　　　　　　　　　10cm

番号 種　 別 器種 口径 器高 底径 胎　　 土 色　 調 焼成 手 法 の 特 徴 出土位置 備　 考

632 土師器 高台付椀 ［13．3］ （5．6） － 石英・長石・雲母 にぷい黄橙 普通 内面へラ磨き 覆土中層 60％　　 PL 96

第132号土坑（第354図）

位置　調査区西部のK16iO区に位置し，尾根上の平坦面に立地している。

重複関係　第136号住居に掘り込まれ，第118号土坑と重複している。

－417－



規模と形状　一辺0．98mほどの隅丸方形で，深さは38cmである。底面は平坦で，壁面は直立している。長軸方

向はN－27。－Wである。

覆土　9層からなる。ロームブロックを含んでいることから，人為堆積と考えられる。

土層解説

1黒　褐　色
2　黒　褐　色

3　黒　褐　色

4　にぷい黄褐色

5　黒　褐　色

ロームブロック微量
ロームブロック・焼土粒子微量

ロームブロック少量，焼土粒子微量

ロームブロック中量，粘土粒子微量
ロームブロック少量

6　暗　褐　色　　ロームブロック微量

7　暗　褐　色　　ロームブロック少量
8　にぷい黄褐色　　ロームブロック中量

9　黒　褐　色　　ローム粒子微量

遺物出土状況　土師器片24点（杯類15，嚢類9）が出土している。633は破片の状態で覆土下層から出土して

いる。

所見　時期は，出土土器から9世紀後乗と考えられる。

④七16i。－

第354図　第132号土坑・出土遺物実測図

第132号土坑出土遺物観察表（第354図）

番 号 種　 別 器 種 口 径 器 高 底 径 胎　　 土 色　 調 焼 成 手 法 の 特 徴 出 土 位 置 備　 考

63 3 土 師 器 杯 12．9 4．0 7 ．6 石英 ・長石 ・雲母 暗 灰 黄 普 通 内 面 へ ラ磨 き 覆 土 下 層 6 5％　　 P L 9 4

第142号土坑（第355図）

位置　調査区西部のK16j2区に位置し，尾根上の平坦面に立地している。

重複関係　第41号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状　径0．85mの円形で，深さは51cmである。底面は平坦で，壁は緩やかに外傾して立ち上がっている。

．寸
の
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第355図　第142号土坑・出土遺物実測図
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遺物出土状況　土師器片17点（杯類15，嚢類2）が出土している。634は覆土下層から逆位の状態で出土して

いる。

所見　634はほぼ完形に近く，出土状況から廃棄された可能性がある。時期は，出土土器から10世紀後半と考

えられる。

第142号土坑出土遺物観察表（第355図）

番 号 種　 別 器 種 口径 器 高 底 径 胎　　 土 色　 調 焼 成 手 法 の 特 徴 出 土位 置 備　 考

6 34 土 師 器 皿 10．1 2 ．2 4．5 石 英 に ぷ い橙 普 通 底 部 回 転 糸 切 り 覆 土 下 層 70％　　 P L 99

第146号土坑（第356図）

位置　調査区中央部のK17cl区に位置し，尾根上の平坦面に立地している。

重複関係　第4・5号掘立柱建物跡を掘り込んでいる。

規模と形状　北東部が第4号掘立柱建物跡と重複しており，全容は不明である。現存している規模は長軸1．9m，

短軸1．42mの隅丸長方形と推定され，深さは56cmである。底面は平坦で，壁は外傾して立ち上がっている。長

軸方向はN－130－Eである。

覆土　4層からなる。ロームブロック・焼土・炭化物を含んでいる層が見られることから，人為堆積と考えら

れる。

土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

焼土粒子・炭化物・粘土粒子微量　　　　　　　　3　暗　褐　色　　ロームブロック・粘土粒子微量

焼土粒子・炭化粒子少量，ローム粒子・粘土粒子微量　　4　暗　褐　色　　ローム粒子少量，炭化粒子微量

遺物出土状況　土師器片40点（杯類27，嚢類13），須恵器片3点（杯類），瓦片2点が出土している。635・636

は覆土中から出土している。

所見　時期は，出土土器から9世紀後葉と考えられる。

Ill「＝－－

0　　　　　　　　　　　　　2m

第356図　第146号土坑・出土遺物実測図

第146号土坑出土遺物観察表（第356園）

蘭墾5

0　　　　　　　　　　　10cm

番号 種　 別 券種 口径 器高 底径 胎　　 土 色　 調 焼成 手 法 の 特 徴 出土位置 備　 考

635 土師器 杯 ［10．4］ 2．5 ［6．4］ 長石 ・石英 にぷい黄橙 普通 底部回転へラ削り後ナデ 覆土中 20％　 墨書「□」

636 土師器 i不 － （3．6） － 雲母 にぷい橙 普通 内面磨き 覆土中 10％
悪書はlヵ　　 PT舶
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第180号土坑（第357図）

位置　調査区西部のK15hO区に位置し，尾根上の平坦面に立地している。

重複関係　第140号住居跡を掘り込み，第16・17・18号住居に掘り込まれている。

規模と形状　長径1．53m，短径1．36mの不整楕円形で，深さは15cmである。底面は起伏があり，壁は外傾して

立ち上がっている。長径方向はN－80－Wである。

覆土　2層からなる。ロームブロックを含んでいることから，人為堆積と考えられる。

土層解説

1褐　　　色　　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量 2　明　褐　色　　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

遺物出土状況　土師器片9点（薬類），須恵器片4点（杯類2，聾類1，壷1）が出土している。638は覆土上

層から逆位の状態で出土している。

所見　638は出土状況から，廃棄されたものと考えられる。時期は，出土土器から9世紀代と考えられる。

事
第357図　第180号土坑・出土遺物実測図

第180号土坑出土遺物観察表（第357図）

番 号 種　 別 器 種 口 径 器 高 底 径 胎　　 土 色　 調 焼 成 手 法 の 特 徴 出 土 位 置 備　 考

63 8 須 恵 器 ヨ宣 － （11．7） 10 ．8 石 英 ・長石 灰 良 内 外 面 ロ ク ロ ナ デ 覆 土 上 層 備　 考

第183号土坑（第358図）

位置　調査区中央部のK17d2区に位置し，尾根上の平坦面に立地している。

重複関係　第4・5号掘立柱建物跡を掘り込み，第267号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　南側を掘り込まれており，全容は不明である。長軸1．2m，短軸1．1mの隅丸方形と推定され，深

さは30cmである。底面は起伏があり壁は外傾して立ち上がっている。長軸方向はN－100－Eである。

覆土　5層からなる。ロームブロックを含んでいる土層が多いことから，人為堆積と考えられる。

土層解説

1　黒　褐　色　　ローム粒子中量
2　褐　　　色　　ロームブロック少量

3　褐　　　色　　ロームブロック少量，粘性弱

4　灰　褐　色　　ロームブロック少量
5　褐　　　色　　ローム粒子中量
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遺物出土状況　土師器片41点（杯類21，嚢類20）が出土している。639は覆土上層から出土している。

所見　遺物の量は比較的多いもののほとんどが小片で，土器などを廃棄するための土坑と考えられる。時期は，

出土土器から10世紀後半と考えられる。

⑥七17d2

0　　　　　　　　　　　　　2m

第358図　第183号土坑・出土遺物実測図

第183号土坑出土遺物観察表（第358図）

∈≡上≡詔。9

0　　　　　　　　　　　10cm

番号 種　 別 器種 口径 器高 底径 胎　　 土 色　 調 焼成 手 法 の 特 徴 出土位置 備　 考

639 土師器 杯 ［10．0］ 2．6 ［7．2］ 赤色粒子・雲母 にぷい黄橙 普通 内外面ロタロナデ，底部回転
糸切り 覆土上層 40％

第206号土坑（第359図）

位置　調査区中央部のL18el区に位置し，東へ傾斜する斜面に立地している。

重複関係　第111号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状　南東側が失われており，全容は不明である。現存する規模は長径0．92m，短径0．83mで楕円形と

推定され，深さは20cmである。底面は平坦で壁は外傾して立ち上がっている。長径方向はN－650－Wである。

覆土　2層からなる。含有物を均等に含んでいることから，自然堆積と考えられる。

土眉解説

1　黒　褐　色　　ロームブロック微量 2　暗　褐　色　　ローム粒子中量

遺物出土状況　土師器片19点（杯類2，賓類17），須恵器片1点（嚢類）が出土している。643は覆土上層から

逆位の状態で出土している。

所見　時期は，出土土器から11世紀代と考えられる。

七8。，＿。，m，∈2m
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第359図　第206号土坑・出土遺物実測図

第206号土坑出土遺物観察表（第359図）

0　　　　　　　　　　　10cm

番号 種　 別 器種 口径 器高 底径 胎　　 土 色　 調 焼成 手 法 の 特 徴 出土位置 備　 考

643 土師器 杯 ［11．6］ （4．2） － 石英・長石・雲母 にぷい橙 普通 底部糸切り 覆土上層 20％
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第227号土坑（第360図）

位置　調査区中央部のL17C5区に位置し，尾根上の平坦面に立地している。

重複関係　第131号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状　径0．9mほどの円形で，深さは50cmである。底面は平坦で，壁は外傾して立ち上がっている。

覆土　3層からなる。ロームを主体とし底面に粘土塊が見られることから，人為堆積と想定される。

土層解説

1　黒　褐　色

2　明　褐　色

ローム粒子少量，炭化粒子微量
ローム粒子多量

3　褐　　　色　　ローム粒子・粘土粒子微量

遺物出土状況　土師器片6点（杯類），石材1点が出土している。645は覆土中から出土している。

所見　時期は，出土土器から10世紀末～11世紀と考えられる。

④　　　　　　土62．4m

‡◎一　転
0　　　　　　　　　　　　2m

第360図　第227号土坑・出土遺物実測図

第227号土坑出土遺物観察表（第360図）

番 号 種　 別 器 種 口径 器 高 底 径 胎　　 土 色　 調 焼 成 手 法 の 特 徴 出土 位 置 備　 考

6 45 土 師 器 岳杯 ［14 ．6 ］ 4 ．6 7．3 赤色粒 子 ・雲 母 橙 普 通 底 部 回転 糸 切 り 覆 土 中 25 ％

第246号土坑（第361図）

位置　調査区西部のK16e9区に位置し，尾根上の平坦面に立地している。

重複関係　第93号住居跡を掘り込み，第247号土坑に掘り込まれている。

⑥

0　　　　　　　　　　　　　2m

第361図　第246号土坑・出土遺物実測図
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規模と形状　長軸1．72m，短軸1．62mの隅丸方形で，深さは40cmである。底面は平坦で，壁は直立している。

長軸方向はN－540－Eである。

覆土　4層からなる。ロームブロック・炭化物を含んでいる層が多いことから，人為堆積と考えられる。

土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

ロームブロック中量，炭化物微量

ロームブロック多量，炭化物微量

3　暗　褐　色　　炭化物少量，ロームブロック微量

4　黒　褐　色　　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

遺物出土状況　土師器片14点（杯類12，聾類2），須恵器片1点（賓類）が出土している。646は覆土中から出

土している。

所見　時期は，出土土器から9世紀後葉～10世紀前半と考えられる。

第246号土坑出土遺物観察表（第361図）

番 号 種　 別 器 種 口 径 器 高 底 径 胎　　 土 色　 調 焼 成 手 法 の 特 徴 出 土 位 置 備　 考

64 6 土 師 器 杯 ［10．0］ 2．7 5 ．6 赤 色粒子 ・雲母 にぷ い橙 普 通 底 部 回転 糸 切 り 覆 土 中 6 0％

第249号土坑（第362図）

位置　調査区西部のK16g8区に位置し，尾根上の平坦面に立地している。

重複関係　第93号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状　長径0．92m，短径0．75mの楕円形で，深さは34cmである。底面は皿状で，壁は外傾して立ち上が

っている。長径方向はN－900－Eである。

覆土　3層からなる。含有物を均等に含んでいることから，自然堆積と考えられる。

土屑解説
1　暗　褐　色　　焼土粒子・炭化粒子微量

2　暗　褐　色　　ローム粒子少量

3　褐　　　色　　ロームブロック少量，炭化粒子微量

遣物出土状況　土師器片2点（杯類）が出土している。647は底面付近から出土している。

所見　時期は，出土土器から10世紀後半と考えられる。

0　　　　　　　　　　　　　2m

可山

第362図　第249号土坑・出土遺物実測図

第249号土坑出土遺物観察表（第362図）

番 号 種　 別 器種 口径 器 高 底 径 胎　　 土 色　 調 焼 成 手 法 の 特 徴 出 土 位 置 備　 考

64 7 土 師器 高台付椀 ［1 6．8 ］ 5．7 7．9 石英 ・長石 ・雲母 に ぷ い 褐 良 内 面 へ ラ磨 き 底 面付 近 7 0％

第305号土坑（第363図）

位置　調査区東部のL19f3区に位置し，東へ傾斜する斜面に立地している。

重複関係　第186号住居跡を掘り込み，第500・501・513・517号土坑に掘り込まれている。
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規模藍形状　長軸2や温2mタ短軌。66mの不整方形と推定され，深さは航mである。底面は平過で，壁は外傾し

て立ち上がっている。長軸方向はN－50－Wである。

尊堂　7層からなる。炭化物を含んでいる層が多いことから，人為堆積の可能性がある。

土層解説

1黒　褐　色　　ローム粒子中量，炭化物少量
2　暗　褐　色　　ローム粒子・炭化物中量

3　暗　褐　色　　ロームプロ、ソク・炭化物少量
4　褐　　　色　　ローム粒子中量，炭化物微量

5　褐　　　色

6　黒　褐　色

7　黒　褐　色

ロームブロック・炭化粒子少量

ローム粒子・炭化粒子少量
ローム粒子・炭化物少量

遺物出羞状況　土師器片62点（杯類299嚢類33），須恵器机3点（棒類8，襲類5）の鶴埋没の過程で混入

した弥生土器片3点が出土している。597は覆土中層から出土している。

所凰　炭化物を含んでいる層が多いものの，焼土の堆積や底面に火熱を受けた形跡は確認されなかった。時期

は，出土土器から8世紀中葉と考えられる。

〆紺

第誠3図　第渕号士坑◎出土遺物実測図

第305号士坑出土遺物観察表（第363囲）

0　　　　　　　　　　　　2m

』≡：≡≡≡≡≡≡器藍芸≡器≡≡芸』

番 号 種　 別 器 種 口径 器 高 底 径 胎　　 土 色　 調 焼 成 手 法 の 特 徴 出土 位 置 備　 考

59 7 ！ 須 恵 器 杯 蓋 ［16．4］ 3．7 － 石 英 ・長 右 灰 自 普 通 内外 面 ロ ク ロナ デ 覆 土 中層 30％

第磯掴考量琉（第364図）

位置　調査区東部のLl蝕区に位置し，東に傾斜する斜面に立地している。

規模と形状　長躯・m　短軸　mの長方形で，深さは72cmである。底面は平坦で，壁は直立している。長軸方

向はN－900－Eである。、

穫蓋　7層からなる。ロームを主体とする層位が多いことから，人為堆積と考えられる。第1層の底面からは

鉄淫が出土しているこ

土層解説

1暗　褐　色　　炭化粒子中量，ロームブロック微量
2　褐　　　色　　ローム粒子中量，炭化粒子少量

3　褐　　　色　　ローム粒子中量，鹿沼パミス微量
4　にぷい黄褐色　　ローム粒子中量，鹿沼パミス微量

5　褐　　　色

6　褐　　　色

7　褐　　　色

－∠124－

ローム粒J’・・炭化粒j∴中量∴　鹿沼ブロック微星

ローム粒子多量，鹿沼パミス少量

ロームブロック・鹿沼ブロック微量



遺物出土状況　土師器片18点（杯類8，嚢類10），須恵器片2点（杯類1，嚢類1），土製品5点（羽口），鉄

棒119点が出土している。M93・94，DP32～34は第1層付近から出土している。鉄淫は海綿状で，3．1kgほど

出土している。

所見　まとまった量の鉄津や稀の羽口片が出土していることから，周辺で鍛冶などの作業が行われたと考えら

れる。底面には火熟を受けた痕跡は見られないため，これらの遺物は投棄されたものと推測される。時期は，

出土土器から平安時代と考えられる。

七，gh6

C二±
第364図　第414号土坑・出土遺物実測図

第414号土坑出土遺物観察表（第364図）

］

（二二二二＞

－む

番 号 器 　 種 長 さ 幅 厚 さ 重 量 材 　 質 特 　 　 　 　 　 　 徴 出 土 位 置 備 　 考

D P 3 2 羽 口 （4 ．8 ） （ 7 ．0 ） ［2 ．3 ］ （8 3 ．0 ） 土 被 熟 痕 覆 土 上 層

D P 3 3 羽 口 （5 ，8 ） （ 6 ．5 ） ［2 ．6 ］ （7 8 ．9 ） 土 被 熟 痕 覆 土 上 層

D P 3 4 羽 ロ （4 ．8 ） （ 4 ．7 ） ［ 1 ．8 ］ （2 4 ．7 ） 土 被 熱 痕 覆 土 上 層

M 9 3 鉄 浮 6 ．7 8 ．7 2 ．8 1 2 3 ．0 鉄 椀 状 津 ヵ 覆 土 上 層 P L l O 5

M 9 4 鉄 津 6 ．7 8 ．6 2 ．4 9 5 ．9 鉄 椀 状 浮 力 覆 土 上 層

（6）遺構外出土遺物

遺構に伴わない奈良・平安時代の主な遺物について，観察表で記述する。

第365図　遺構外出土遺物実測図（1）
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第366図　遺構外出土遺物実測図（2）
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遺構外出土遺物観察表（第365図～367図）

0　　　　　　　　　10cm

≡　　　：　　　！

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手法の特徴 出土位置 備　考

9 須恵器 杯 ［12．4］ 4．2 5．9 石英・長石 灰 普通体部下端手持ちへラ削り，底部
回転へラ切り後手持ちへラ削り SI－25覆土50％　　PL98

103 土師器 皿 9．9 2．3 4．9 長石・赤色粒子にぷい橙普通底部回転糸切り後ナデ SI－78覆土60％　　PL99

104 土師器 皿 9．3 2．2 5．6 長石・赤色粒子にぷい橙普通底部回転糸切り SI－78覆土70％　　PL99

128 須恵器 杯 ［16．4］ 4．6 9．5 石英・長石 灰黄 普通内外面摩滅 SK－9覆土60％　　PL98

208 土師器 葦 － （1．5）－ 長石・雲母 橙 普通須恵器模倣 SI－200覆土5％

219 須恵器 土不 ［12，2］ 3．7 7．9 長石・白色粒子オリーブ灰普通底部回転へラ切り後ナデ SI－214覆土65％　自然袖

436 土師器高台付椀 － （7．1）［8．5］雲母 にぷい黄橙普通ロクロナデ SI－66覆土20％

505 土師器 椀 ［12．0］ 3．7 3．0 長石 にぷい褐普通
内面磨き，底部回転へラきり
後ナデ SK－172覆土60％

605 土師器 杯 ［14．0］ 4．2 ［6．9］長石・雲母 にぷい橙普通内外面ロクロナデ，底部糸切りSI－193覆土40％

606 土師器高台付椀［15．4］（5．6）－ 石英・長石・雲母にぷい黄橙普通内外面ロクロナデ SI－173覆土40％

641 土師器 要 ［18．7］（10．0）－ 石英・赤色粒子 赤褐 普通外面指頭押捺，内面へラナデSK－193覆土10％

642 土師器 要 ［16，0］（9．8）－ 石英・長石・雲母にぷい橙普通外面指頭押捺，内面ナデ SK－193覆土10％

648 土師器高台付椀［14．1］ 6．1 6．0 石英・長石 にぷい橙普通内面へラ磨き，底部回転糸切りSK－275覆土30％

658 須恵器 杯 ［13．2］ 4．6 7．0 長石・白色粒子 灰 良 底部回転へラ切り
第5号地下
式墟 45％

663 須恵器 提瓶 － （5．2）－ 石英・長石 灰 良 外面掻き目調整 SK－478覆土5％

678 土師器 杯 ［11．4］ 3．1 7．4 石英・長石 にぷい橙普通底部回転へラ切り SI－30覆土50％

679 土師器高台付椀［14．4］ 5．6 7．6 石英・長石・雲母灰黄褐 普通体部下端回転へラ削り，内面

へラ磨き．底部回転へラ切り
SI－37覆土35％

680 土師器 皿 9．2 2．1 6．3 赤色粒子・雲母にぷい黄橙普通底部回転糸切り SI－37覆土75％底部炭化物付着

681 土師器 甑ヵ［26．4］（8．5）－ 石英・長石 にぷい橙普通体部外面へラ削り，内面ナデSI－43覆土65％　輪積痕

682 土師器 杯 ［13，4］ 3．8 ［6．2］赤色粒子・雲母にぷい赤禍普通
体部内面へラ磨き，底部回転

へラ切り後ナデ
SI－62覆土50％

683 須恵器 坤こ 10．6 3．8 5．9 長石 灰オリーブ普通
底部回転へラ切り後回転へラ
削り SI－62覆土85％　　PL98

693 土師器 杯 11．3 3．0 6．6 石英・雲母 にぷい黄橙普通体部内両へラ磨き，底部回転
糸切り 表採 98％　　PL95

694 土師器 珂こ［17．8］（5．9）［8．6］石英・長石・雲母にぷい褐普通底部手持ちへラ削り後ナデ 表採 40％

696 須恵器 珂こ［13．8］ 3．0 ［9．0］長石・赤色粒子 灰 普通底部粘土貼り付け後手持ち

へラ削り
表採 15％
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番号 種　 別 器種 日経 器高 底 径 胎　　 土 色　 調 焼成 手 法 の 特 徴 出土位置 備　 考

698 土師器 林 10．0 2．6 5．5 石英 ・長石 橙 普 通 底 部回転へ ラ切 り 表採 98％ 璃載鮒 着

r‾
699 土師器 小皿

蓋
［9．8］ 1．7 5．8 石英 ・長石 にぷ い橙 普通 底部 回転糸切 り 表採

P L9〇

70％
706 灰柚陶器 恵嬰 ［15．6］ （2．3）

－ 長右 ・黒色粒子 すリーブ黄 普通 目線部 内外 面粕刷毛塗 り 表採 5％

番可 種 別 器種 長さ 幅 厚 さ 胎　　 土 色　 調 焼成 手 法 の 特 徴 出土位置 備　 考

703 極 恵器 硯 （17．6） 0 9事 2．0 黒色粒子 ・雲母 灰 普通 須恵器嚢体部を転用，内面に
磨 り痕

表採 5％

番号 器　 種 長さ 幅 厚さ 重量 材　 質 特　　　　　 徴　　　　　　 出土位置 備　 考

M lOO 鉄 （5．4） （1．8） 0」 （9．4） 鉄 柳葉式鍍身，箆被部断面四角形，先酢 茎部欠損　　　 表採

5　中◎近世の遺構と遺物

今回の調査でタ中近世の竪穴住居跡1軋掘立柱建物跡1枚地下式墳8軋墓墳1基，井戸跡3基，火葬

施設2薗港的0条，柵跡4桑野道路跡1条タピッ　群　カ所　土坑柑基および平坦面を造成するため斜面を

削平した跡を確認した。以下，遺構と遺物について記述する。

聞　竪穴住居跡

第綱9号健腰掛（第368◎369囲）

位置　調査区中央部のK摘鳥区に位置し　東に傾斜する斜面に立地している。

⑥i i

も
も
l

‘

1

1

1

．

▼

も

1

1

1

◎p14ヱ軌1㌻

．－・－　－．．－．一．．一　一一一

二　三二三

第誠8図　第119号住居跡実測図

l

i

i

も

㌔

◎p12　轡p了
i

i

I

i

ノ

＿＿一　一　一一一一ノ

：＿二

－428－



F
－60，4m

第369図　第119号住居跡・出土遺物実測図

圏帖

重複関係　第2号地下式境を掘り込んでいる。

規模と形状　東壁・南壁は削平され，全容は明らかではない。現存する規模は長辺5．8m，短辺4．1mの長方形

と推定され，主軸方向はN－30－Wである。壁高は10cmほどで，外傾して立ち上がっている。

床　起伏があり，若干軟弱である。壁溝は確認されなかった。

炉・竃　いずれも確認されなかった。

ピット15か所。Pl～PlOは深さ44～90cmで，主柱穴と考えられる。その他のピットは深さ20～34cmで，支

柱穴と考えられる。

覆土　6層からなる。ブロックを含む層が多いことから，人為堆積と考えられる。

土眉解説

1褐　　　色　　ローム粒子中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量　　　4　暗　褐　色　　ロームブロック中量

2　褐　　　色　　ロームブロック中量　　　　　　　　　　　　　　　5　にぷい黄褐色　　ロームブロック中量
3　褐　　　色　　ロームブロック少量，鹿沼パミス微量　　　　　　6　暗　褐　色　　ローム粒子少量

遺物出土状況　土師器片67点（杯類22，嚢類45），須恵器片12点（杯類6，嚢類6），石製品1点（砥石），瓦

片1点が出土している。これらの遺物は，埋没する過程で混入したものである。

所見　本跡は柱穴が方形に並んでいることから掘立状の上屋を持ち，第2号地下式塀と関連がある遺構と考え

られる。時期は，中世の可能性がある。
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第m9号住居跡出土遺物観察豪（第369図）
篇　 種 別

i
器種 胎　　 土 色　 調 焼成 手 法 の 特 徴 出土位置 備　 考

T P叫 須恵器
嚢 長石 黄灰 普通 外面横位平行叩き，内面当て具痕 穫土中

番号 器　 種 長さ 幅 厚さ 重量 材　 質 特　　　　　　 徴 出土位置 備　 考

9 62 砥石 （8．0） 3．3 2．1 （55．5） 凝灰岩 砥面2面 覆土中

（2）掘立社建物跡

窮瑠考掘畳櫨建物跡（第370図）

位置　調査区西部のJl5j8区に位置し芦尾根上の平坦面に位置している。

規模と構造　西側が調査区域外に延び，全容は不明である。現状で桁行4間（平均7．45m），梁間1間（平均

2や24m）の側柱式の建物跡で，桁行方向はN－80－Wの東西棟と推定される。柱間寸法は桁行縮。8恥梁間

約2・2mで，現存する面積は16．69感である。Plに対応する桁行方向の柱穴は確認されていない。

櫨窯　か所津　～P7）でタ平面形は長径39～挽m，短径36～37cmの円形である。断面形は逆台形を皇
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し，深さは温6～28cmである。柱痕は認められず，各層とも粘性もしまりが弱いことから，柱を抜き取った軋

人為的に埋め戻されたものと考えられる。

土層解説

1　暗　褐　色　　ロームブロック少量，炭化粒子微量
2　黒　褐　色　　ロームブロック微量
3　褐　　　色　　ローム粒子少量

4　褐　　　色

5　褐　　　色

6　暗　褐　色

ローム粒子中量

ロームプロ、ソク中量

ロームブロック多量

遺物出土状況　遺物は出土していない。

新風　全容は明らかではないが，柱穴の中でP7だけが北に位置していることから，北側に庇がつく構造と推

定される。他の掘立柱建物跡で桁行方向が同一または直交しているものが見られないことから，本建物だけが

別の規格によって構築されたものと考えられる。時期は，柱穴の径が小さく浅いことから中世の可能性がある。

（3）地下式場

第瀾考地帯式壌（第37且図）

位置　調査区中央部のK温8C3区に位置し，東に傾斜する斜面に立地している。

竪境　南壁に位置し，上面は長軸2．1m，短軸乱9mの長方形で，確認薗からの深さは64cmである。底面は主室

の底面より50cmほど高く，主室に向かって2段に掘り込まれている。

童窒　北側は調査区域外に延び，全容は不明である。調査した範囲で　長軸　m　短躯。mの隅丸方形で　主

軸方向はN…90－Eである。確認商からの深さは124cmである。天井部は崩落している。底面は平坦で，壁は

ほぼ直立している。

穫豊　25層からなる。第7。21～25層は，ロームブロックまたは鹿沼ブロックを主体とした天井部の崩落層で

ある。主室内にあまり土砂が堆積しない間に第21～24層が崩落し，その後第7層が崩落したものと考えられる。

第18層には礫が含まれ，これらは落ち込んだものと考えられる。

解
暗
褐
暗
暗
褐
褐
褐
暗
褐
褐
暗
暗
褐

層土

1

2

3

4

5

6

7

8

9

1

0

日

1

2

1

3

説

色
色
色
色
色
色
色
色
色
色
色
色
色

褐
　
褐
褐
　
　
　
　
褐
　
　
　
褐
褐

ローム粒子中量，赤色粒子少量

ローム粒子中量

ローム粒子中量

ローム粒子少量

ロームプロ、ソク中量

ロームブロック・鹿沼ブロック中量

鹿沼ブロック中量，ロームブロック微量

鹿沼パミス少量，ロームブロック少量

鹿沼パミス中量，ロームブロック少量

鹿沼パミス中量

鹿沼パミス少量

ローム粒子中量，炭化粒子少量

ロームブロック・鹿沼ブロック少量

14　褐　　　色
15　暗　褐　色

16　暗　褐　色
17　暗　褐　色

18　褐　　　色

19　暗　褐　色
20　褐　　　色

ローム粒子出し　鹿沼プロ、ソク微量

ローム粒子・鹿沼ブロック微量

ロームブロック微量

ロームプロ、ソク少量

ローム粒子中量，しまり弱

ロームブロック中量

ローム粒子少量，鹿沼ブロック微量

21にぷい褐色　　ローム粒子・鹿沼パミス中量

22　橙　　　色

23　にぷい褐色

24　にぷい褐色

25　褐　　　色

鹿沼ブロック多量

ローム粒子の鹿沼パミス中量，焼土粒子少量

ロームブロック中量，鹿沼プロ、ソク少量

ローム粒J二・鹿沼パミス少量

遺物出藍状況　土師器片196点（捧類31，聾類163，高塚2），須恵器片64点（種類25，嚢類39），土師質土器片

139点（鍋類）瓦片蟻息　石器2点（尖頭器，磨石），鉄淫1点が出土しているが，埋没の過程で混入したも

のである。，623は，天井部の崩落層の上面付近から破片の状態で出土している。

所見　時期は，～虹土遺物から中世と考えられる。
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第371図　第1号地下式墳・出土遺物実測図
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第　号地下式貸出士遺物観察表　第訂図）

番号 種　 別 器種 口径 器高 底径 胎　　 土 色　 調 焼成 手 法 の 特 徴 出土位置 I備　 考

623 土師質土器 鍋 ［36．8］ （19．1） － 赤色粒子 ・雲母 赤褐 普通 内耳，内外面ナデ 覆土上層 30％

番号 器　 種 長 さ 幅 厚 さ 重 量 材　 質 特　　　　　　 徴 出上位置 備　 考

Q 7 9 磨石 9．7 9．3 4．4 4 65．0 ホルンフェルス 側面に使用痕 覆土 中

第　号地帯戎磯　第労図）

位置　調査区中央部のK18f3区に位置し，東に傾斜する斜面に立地している。

重複関係　第119号f描引こ掘り込まれている．。

竪境　南壁の東寄りに位置し9上面は長軸工36m汐短軸徽鍾mの長方形で，確認面からの深さは摘cmである。

底面は主室の底面より30cmほど高も　主室に向かって傾斜している。

童蜜　長軸。m　短躯。mの長方形で，室感け封句は郡上つ5㌧㍉Eである。確認面からの深さは触mである。天

井部は崩落している。底面は平坦でタ　南西コーナーに深さ10cmのピッ摘号確認されている。

穫豊　21層からなる。第2～4層は，ロームブロックまたは鹿沼パミスを主体とした天井部の崩落層である。

構築後比較的早い段階で，天井部が崩落したものと考えられる。

土層解説

1　褐　　　色　　ロームブロック・鹿沼ブロック微量

2　褐　　　色　　ロームプロ、ソク多鼠　鹿沼パミス中量

：う　にぷい褐色　　ロームプロ、ソク・鹿沼バミス中量，炭化粒J’・少量

4　にぷい褐色　　鹿沼パミス中量
5

6

7

8

9

暗
褐
暗
褐
褐

褐　色　　ロームブロック0鹿沼パミス中量

色　　ロームプロ、ソク・鹿沼パミス中毒l∴　炭化物微量

褐　色　　ロームプロ、ソク微量

色　　ロームプロ、ソク中量，鹿沼プロ、ソク少量

色

10　にぷい黄褐色

11褐　　　色

ローム粒子多量，鹿沼パミス中量，炭化粒子微量
ローム粒子多量芦　鹿沼ブロック微量

鹿沼ブロック少量

第欝図　第2号地下式場実測図

12　にぷい黄褐色　　ローム粒子中量，鹿沼ブロック微量

ヱ3　黄　褐　色　　ロームブロック中量，鹿沼パミス微量

摘　晴か巨プ色　　ローム粒子中量，鹿沼パミス少量

15　橙　　　色　　鹿沼バミス多量

16　暗　褐　色　　鹿沼パミス中量，ロームブロック微量

＿17　灰　褐　色　　ローム粒子・鹿沼パミス少量

18　妊　褐　色　　ローム粒子・鹿沼パミス中量

19　尿黄褐色　　鹿沼プロ・ソク中量．ローム粒J’・少量

20　にぷい黄褐色　　鹿沼パミス中鼠　ロームブロック少軋

炭化物微量

21黄　褐　色　　鹿沼バミス中量．ロームプロ、ソク少量

㌔
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遺物出土状況　土師器片14点（杯類5，要類9），須恵器片4点（杯類3，襲類1）が出土しているが，埋没

の過程で混入したものである。いずれも小片のため図化できなかった。

所見　時期は，重複関係と形態から第119号住居に先行する中世と考えられる。

第3号地下式墳（第373図）

位置　調査区東部のL19h4区に位置し，東に傾斜する斜面に立地している。

重複関係　第184号住居跡を掘り込み，第429号と重複している。

竪坑　北壁に位置し，上面は長軸0．9m，短軸0．7mの楕円形で，確認面からの深さは34cmである。底面は主室

の底面より30cmほど高く，主室に向かって緩やかに傾斜している。

主室　長軸2．9m，短軸1．7mの長方形で，主軸方向はN－50－Eである。確認面からの深さは88cmである。天

井部は失われている。底面は平坦で，壁はほぼ直立または若干内傾して立ち上がっている。

覆土　8層からなる。天井部に該当する土層は確認されなかったため，早い段階で削平された可能性がある。

これらの土層は，天井部が削平された後に流れ込んだものと考えられる。

第373図　第3号地下式墳・出土遺物実測図
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遺物出土状況　土師器片293点（埠類53，婆類229，高杯11），須恵器片30点（杯類16，聾類13，高塚1），土師

質土器片6点（捨鉢），士製品1点（管状土錘），石器片1点（砥石）が出土しているが，埋没の過程で混入し

たものである。654は覆土中層から，Q82は覆土上層から，DP30は底面付近から出土している。

所見　時期は，出土土器および形態から中世と考えられる。

第3号地下式墳出土遺物観察表（第373図）

番号 種　 別 器種 口径 器高 底径 胎　　 土 色　 調 焼成 手 法 の 特 徴 出土位置 備　 考

654 土師質土器 捨鉢 ［23．4］ （7．9） － 長石 ・雲母 にぷい赤褐 普通 外面パ ケ 目，内面揺 り目 覆土中層 10％

番号 器　 種 長 さ 直径 孔径 重量 材　 質 特　　　　　　 徴 出土位置 備　 考

D P30 管状土錘 5．7 1．9 0．6 17．2 土 ナデ 底面 PL lO3

番号 器　 種 長 さ 幅 厚 さ 重 量 材　 質 特　　　　　　 徴 出土位 置 備　 考

Q 82 砥石 （8．5） 4．8 2．6 （140．5） 粘板 岩 砥面 3 面 覆土上層

第超考地下式境（第374図）

位置　調査区東部のL19jO区に位置し，東に傾斜する斜面の裾部に立地している。

重複関係　段切り遺構によって掘り込まれている。

竪坑　東側に位置し，長軸1．2m，短軸0．9mの長方形で，確認面からの深さは62cmである。底面は主室より40

cmほど高く，主室に向かって階段状に掘り込まれている。

童室　長軸2m，短軸1．3mの長方形で，主軸方向はN－740－Wである。確認面からの深さは110cmである。天

井部は崩落している。底面は平坦で，壁はほぼ直立または若干内傾して立ち上がっている。北壁は幅工1mで，

0．34mはど外側に掘り込まれている。底面は平坦で，主室の底面からの高さは24cmである。

第374図　第4号地下式墳実測図
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覆土12層からなる。第9層はローム粒子を主体とした天井部の崩落層である。第10・11層が流れ込んだ後，

天井部が崩落したものと考えられる。

土層解説

1　暗　褐　色　　ローム粒子少量
2　褐　　　色　　ロームブロック少量

3　褐　　　色　　ローム粒子多量
4　褐　　　色　　ローム粒子中量

5　黒　褐　色　　ロームブロック微量
6　灰　褐　色　　ロームブロック・炭化粒子微量

7　褐　　　色

8　黒　褐　色

9　褐　　　色

10　黒　褐　色

11黒　褐　色

12　暗　褐　色

ロームブロック少量

ローム粒子微量
ローム粒子多量

ローム粒子・焼土粒子微量
ローム粒子・炭化粒子微量

ロームブロック微量

遣物出土状況　土師器片10点（杯類9，嚢類1）が出土している。これらは埋没の過程で混入したものである。

いずれも小片のため図化できなかった。

所見　北壁の掘り込みは，轟のような機能が想定される。時期は，形態から中世と推定される。

第5号地帯式濱（第375◎376図）

位置　調査区東部のM19a9区に位置し，東に傾斜する斜面の裾部に立地している。

重複関係　第191号住居跡，第6号地下式境を掘り込み，段切り遺構によって掘り込まれている。

竪坑　東壁に位置し，上面は長軸1．3m，短軸0．6mの台形で，確認面からの深さは69cmである。底面は主室の

底面とほぼ同じ高さで，平坦である。

第野図　第5号地下式墳実測図
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主室　長軸4m，短軸2．6mの楕円形で，主軸方向はN－870－Wである。確認面からの深さは西壁で130cmであ

る。天井部は崩落している。底面は平坦で，壁はほぼ直立している。

、ミニ二二1廓、
第376図　第5号地下式墳出土遣物実測図

i
Cこここ＝コ二

囁鸞泡盛拶

0　　　　　　　　　　　　　　20cm

覆土18層からなる。第3層はロームブロックを主体とした天井部の崩落層である。第5・18層が流れ込んだ

後，崩落したと考えられる。第7層には礫が含まれており，落ち込んだものと考えられる。

土層解説

1　にぷい黄褐色

2　黒　褐　色

3　褐　　　色

4　暗　褐　色

5　暗　褐　色

6　黒　褐　色

7　黒　褐　色

8　暗　褐　色

9　黒　褐　色

ロームブロック少量，炭化粒子微量
ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

ロームブロック多量
ロームブロック微量

ロームブロック・鹿沼パミス微量

ローム粒子・焼土粒子・炭化物微量
ローム粒子少量

ローム粒子中量，鹿沼パミス微量，粘性強
ロームブロック微量

10　褐　　　色

11黒　褐　色
12　暗　褐　色

13　褐　　　色
14　黒　褐　色

15　黒　褐　色

16　黒　褐　色
17　暗　褐　色

18　黒　褐　色

ロームブロック中量，鹿沼パミス微量

ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
ロームブロック・炭化粒子微量

ロームブロック多量
ロームブロック・焼土粒子・炭化物微量

ロームブロック微量
ローム粒子微量，粘性強，しまり弱

ロームブロック少量，炭化物・鹿沼パミス微量

ロームブロック少量，鹿沼パミス微量

遺物出土状況　縄文土器片1点，弥生土器片1点，土師器片56点（杯類24，嚢類32），須恵器片7点（杯類5，

嚢類2），瓦片4点が出土しているが，埋没の過程で混入したものである。T41～43は覆土中層から出土し，

流れ込んだ可能性が考えられる。

所見　竪坑は主軸と平行して掘り込まれている。時期は，形態から中世と想定される。

第5号地下式墟出土遺物観察表（第376図）

番 号 器　 種 長 さ 幅 厚 さ 重 量 材　 質 特　　　　　　 徴 出 土 位 置 備　 考

T 4 1 平 瓦 （22．6） （14 ．0） 2．2 （1 270 ．0） 土 凸 縄 目叩 き ， 凹 布 目痕 覆 土 中 層 P L llO

T 42 平 瓦 （15．5） （9．6） 2．2 （5 30 ．0） 土 凸 縄 目叩 き ， 凹布 目痕 覆 土 中 層 P L llO

T 43 慰 斗 瓦 （23．4） 9．3 3．0 （10 20 ．0） 土 凸縄 目叩 き， 凹布 目痕 覆 土 中 層 P L l lO
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第6号地帯式磯（第377図）

位置　調査区東部のM19aO区に位置し，東に傾斜する斜面の裾部に立地している。

重複関係　第4号柵跡．第5号地下式堰．段切り遺構に掘l）込まれ，第3号ピット群と重複している。

竪坑　東壁に位置し，上面は長軸1．2Ill．短軸0．7Illの長楕円形で，確認面からの深さは44cmである。底面は主

室の底面とほぼ同じ高さで，平坦である。

主室　長軸2．2m．短軸1．7mの楕円形で，主軸方向はN－47J－Wである。確認面からの深さは48cmである。天

井部は失われている。底面は平坦で，壁はほぼ直立している。

穫羞　5層からなる。天井部に該当する土層は確認されず，削平されたものと考えられる。

土層解説

1　黒　褐　色　　ロームブロック微量　　　　　　　　　　　　　　　4　にぷい黄褐色　　ローム粒子多量
2　黒　褐　色　　ロームブロック微量，粘性・しまり強　　　　　　　5　暗　褐　色　　鹿沼パミス中量

3　暗　褐　色　　ロームブロック・鹿沼パミス微量

遣物出土状況　土師器片32点（．．杯類16，聾類16㌦　須恵器片1点（聾類）が出土しているが，埋没の過程で混

入したものである。

所見　時期は∴形態から中世と考えられる。．

第部繹園　第6号地下式墳実測図
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第ア考地帯戎壌（第378図）

位置　調査区東部のK18d4区に位置し∴束に傾斜する斜面に立地している。

竪坑　東側は調査区域外に延び，全容は不明である。竪坑は東側に設置されたと推測される。

主室　長軸3．2m，短軸1．8mの長方形と推定され，主軸方向はN－9O－Eである。確認面からの深さは87cmで

ある。天井部は崩落している。底面は平坦で，壁はほぼ直立している。

覆羞17層からなる。第4層は粘性のしまりの強いロームの紙屑で，天井部の崩落層である。第4層の下層に

は土砂の堆積が見られないことから，構築後まもなく崩落し，その後二次的な天井部の崩落があったと考えら

れる。

土層解説
1　黒　褐　色　　ローム粒子微量
2　暗　褐　色　　ロームブロック少量

3　にぷい黄褐色　　ローム粒子中量

4　黄　褐　色　　ローム粒子多量，粘性・しまり強
5　褐　　　色　　ローム粒子中量，粘性・しまり弱

6　褐　　　色　　ロームブロック中量

ア　暗　褐　色　　炭化粒子中量，ローム粒子少量，鹿沼パミス微量
8　褐　　　色　　ローム粒子微量

9　褐　　　色　　ロームブロック少量
10　褐　　　色　　鹿沼ブロック少量，ロームブロック微量
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11暗　褐　色　　ロームプロ・ソク中量

12　黒　褐　色　　ロームブロック少量

13　黒　褐　色　　ローム粒子少量，炭化物・鹿沼パミス微量

14　褐　　　色　　鹿沼ブロック少量，ロームブロック微量

15　褐　　　色　　ローム粒子中量

16　褐　　　色　　ローム粒子多義

17　黒　褐　色　　ロームブロック微量

遣物出立状況　土師器片42点（杯類13，聾類29），須恵器片3点（杯類1，嚢類2），陶器片1点（椀ヵ），瓦

片1鳥銃淫1点が出土しているが，埋没の過程で混入したものである。いずれも小片で，図化できなかった。

所凰　第4層は最も厚いところで80cmほどあり，本地下式壕が構築された当時の地表面は，現在の確認面より

かなり高い位置にあったことを示している。このことから，後世の削平による地形の改変が著しかったことが

考えられる。時期は，形態から中世と考えられる。

第8号地謡式壌（第379図）

位置　調査区東部のM19b9区に位置し，東に傾斜する斜面の裾部に立地している。

第3開園　第8号地下式墳実測図
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重複関係　段切り遺構によって掘り込まれている。

竪坑　上面を段切り遺構によって削平され，残存していない。地形から東側に開口していたと考えられる。

主室　長軸3・1m，短軸2．5mの隅丸長方形で，主軸方向はN－100－Eである。確認面からの深さは50。mである。

天井部は失われている。底面は平坦で，壁は西壁が外傾して，その他の壁は緩やかに立ち上がっている。

覆土　4層からなる。第1～3層はしまりの弱い層であることから，流入した土層と考えられる。

土層解説

1　黒　褐　色　　ローム粒子微量

2　暗　褐　色　　ロームブロック・焼土粒子微量
3　暗　褐　色

4　にぷい黄褐色

遺物出土状況　遺物は出土していない。

所見　時期は，段切り遺構に削平されていることから中世と想定される。

ローム粒子中量

ローム粒子・鹿沼パミス中量

（4）墓墳

第1号墓墳（第380図）

位置　調査区西部のJ15d7区に位置し，尾根上の平坦面に立地している。

規模と形状　長車虹3m，短軸1．2mの隅丸長方形で，深さは84cmである。底面は平坦で，壁は直立している。

長軸方向はN－00である。

覆土　5層からなる。ロームブロックを含んでいる層が多いことから，人為堆積と考えられる。

土層解説

1　明　褐　色　　ローム粒子多量

2　褐　　色　　ロームブロック少量，炭化粒子微量

3　極暗褐色　　ロームブロック・炭化粒子微量

4　暗　褐　色　　ロームブロック少量

5　暗　褐　色　　ロームブロック微量

遺物出土状況　鉄器4点（釘），古銭4点（寛永過賞），人骨が出土している。M75～77および人骨は底面付

近から出土している。釘は腐食が進んでいたため，実測不能であった。

所見　釘と古銭および人骨が出土していることから，墓塀と考えられる。時期は，新寛永通賓が出土している

ことから江戸時代（17世紀以降）と考えられる。

：三
A
－64．8m

七5d8転

0　　　　　　　　　　　　2m

第380図　第1号墓墳・出土遺物実測図

第1号墓頻出土遺物観察表（第380図）

M76

0　　　　　　　3cm
t　　；　　！

番号 銭名
計測値 初鋳・鋳造年

特　　　　 徴 備　考
銭径（cm）銭孔幅（cm）厚さ（mm）重量（g）材質 年号 西暦

M75 寛永通賓 2．32 0．7×0．7 1．3 2．10 鋼 元禄10年 1697 鋳上がりやや不良，孔有り新寛永　PLlO6
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番号 銭名
計測値 初鋳 ・鋳造年 ！ 特　 徴

備　 考
銭径 （cm ） 銭孔幅（cm）厚さ（m m ）重量 （g） 材質 年号 西暦

M 76 寛永通賓 2．59 0．7×0．7 1．3 6．55 銅 元禄10年 1697 二枚錆着 新寛永　 PLlO6

M 77 寛永適賓 2．32 0．7×0．7 1．7 2．82 銅 元禄10年 1697 鋳上が りやや不良 新寛永　 PLlO6

M lO4 寛永通賓 2．28 0．7×0．7 1．4 2．64 鋼 元禄10年 1（う97 新寛永　 PLlO6

（5）火葬施設

第瑠考火葬施設（第381図）

位置　調査区東部のL20j5区に位置し，東に傾斜する斜面の裾部に立地している。

重複関係　第355号士坑に掘り込まれている。

規模と形状　西側を第355号士坑に掘り込まれており，全容は不明である。現存する規模は　長都吐m　短軸

の思mの隅丸長方形と推定され，深さは20cmである。底面はほぼ平坦で，壁は緩やかに外傾して立ち上がってい

る。長軸方向はN－810－Eである。、・、

穫豊　3層からなる。第1層に骨片を含み，焼土の炭化物を含んでいる層が多いことから，人為堆積と考えら

れる。

色
色

褐
褐

説解
灰
灰

層土

1

2

炭化物多量，焼士粒子中量，骨片少量　　　　　　　3　褐
ローム粒戸畑軋　焼吊白∴・炭化物・骨片少量

色　　ローム粒千少量

遺物出土状況　遺物は出土していない。

所凰　焼士◎炭化物が堆積していることから，火葬施設と考えられる。時期は，中世以降と考えられる。

第儲開閉　第且号火葬施設実測図

0　　　　　　　　　1m魁

第2号幾諸施設（第382回）

位置　調査区東部のn′I20b6区に位置し，東に傾斜する斜面の裾部に立地している。

重複関係　第384号土坑を掘り込み，第1号ピット群と重複している。

規模と形状　上面は削平され，全容は不明である。長さ1．2m，幅1mのT字形と推定され　深さは狙cmである。

底面は平坦で，壁は外傾して立ち上がっている。長軸方向はN－29ローEである。

覆豊　3層からなる。焼土ブロックを含んでいることから，人為堆積と考えられる。

土層解説

1暗赤褐色　　焼土ブロック多量，ローム粒子e炭化粒子少量　　3　褐　　　色　　ロームブロック少量

2　黒　褐　色　　焼土ブロック少量，ロームブロック・炭化粒子微量

遺物出藍状況　土師器片3点（嚢類），古銭主査（祥符元賓）が出土している。M84は覆土中から出土してい

る。

所凰　上面が削平されているものの，焼土が堆積していることや底部の形状などから，燃焼部が主軸に直交す
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る形態の火葬施設と想定される。時期は，出土遺物から中世と考えられる。

くl o lm

≡　＿＿⊥　」

第382図　第2号火葬施設・出土遣物実測図

第2号火葬施設出土遺物観察表（第382図）

0　　　　　　　3cm

L＿＿＿＿＿」　　」

番号銭名
計測値 初鋳・鋳造年

特　　　　徴備　　考
銭径（cm）銭孔幅（cm）厚さ（mm）重量（g）材質年号西暦

M84祥符元賓2．49 0．7×0．7 1．7 2．70 鋼祥符元年1008鋳上がりやや不良 PLlO6

（6）溝跡

第1号溝跡（第383・384図）

位置　調査区西部のJ15a8～K15b9区に位置し，尾根上の平坦面に立地している。

重複関係　第2・3・7・11号住居跡，第5～7号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状　北側は調査区域外に延び，全容は不明である。N－00の方向に延び，確認できた長さは45．9mで，

上幅55－88cm，下幅37～64cm，深さ14～20cmである。断面はU字形で，壁は外傾して立ち上がっている。

覆土　3層からなる。含有物を均等に含んでいることから，自然堆積と考えられる。

土層解説

1暗　褐　色　　ローム粒子・炭化粒子微量
2　暗　褐　色　　ローム粒子少量，炭化粒子微量

3　褐　　色　　ローム粒子少量，壌土粒子微量

遺物出土状況　土師器片42点（杯類11，要類31），須恵器片12点（杯類9，要類3），土製品1点（土製模造品），

石器1点（尖頭器），鉄器1点（不明）が出土している。DP37・Q87は南側の覆土中から出土している。こ

れらの遺物は，本跡の埋没に伴って混入したものと考えられる。

所見　現在の道路とほぼ同じ方向を向いていることから，土地を区画した溝と考えられる。時期は，中世以降

と考えられる。

第2号溝跡（第383図）

位置　調査区城西部のK15d9～K15i8区に位置し，尾根上の平坦面に立地している。

重複関係　第16号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状　南側は調査区域外に延び，全容は不明である。N－40－Wの方向に延び，確認できた長さは19．3

mで，上幅84～121cm，下幅60～94cm，深さ28～32cmである。断面は逆台形で，壁は外傾して立ち上がってい

る。

覆土　4層からなる。含有物を均等に含んでいることから，自然堆積と考えられる。

土層解説

1　黒　褐　色

2　黒　褐　色
ロ‾ムブロック・焼土ブロック・炭化粒子微量　　3　暗　褐　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

ローム粒子少量，焼土ブロック・炭化粒子微量　　4　暗　褐　色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
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遺物出土状況　土師器片39点，須恵器片10点，瓦片1息　鉄器1点（刀子），鉄浮20点が出土している。いず

れも小片のため，図化できなかった。

所見　第1号溝跡とほぼ同じ方向に延びており，同時期に構築されたものと考えられる。少量ながら鉄淳が出

土していることから，近隣で鍛冶に関連する作業が行われていたことが考えられる。

第5号溝跡（第383e384図）

位置　調査区西部のK16d2～K16b7区に位置し，尾根上の平坦面に立地している。

重複関係　第36号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状　N－850－Eの方向に延び，長さ23．7mで，上幅46～71cm，下幅20cm，深さ20cmである。断面はU

字形で，壁は外傾して立ち上がっている。

覆土　2層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説

1　暗　褐　色　　炭化物少量，ローム粒子微量 2　暗　褐　色　　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

遣物出土状況　土師器片1点（嚢類），鉄淳1点が出土している。M97は覆土中から出土している。

所見　第1e2号溝跡とほぼ直交して延びていることから，同時期に構築されたものと推測される。

第6号溝跡（第383図）

位置　調査区西部のK15eO～K16d4区に位置し，尾根上の平坦面に立地している。

規模と形状　N－790－Eの方向に延び，長さ17mで，上幅50～80cm，下幅39－63cm，深さ20cmである。断面

は逆台形で，壁は外傾して立ち上がっている。

覆土　2層からなる。含有物を均等に含んでいることから，自然堆積と考えられる。

土層解説

1　暗　褐　色　　ローム粒子・焼土粒子微量 2　褐　　　色　　ローム粒子中量

遺物出土状況　土師器片10点（杯類6，嚢類4）が出土している。いずれも小片のため，図化できなかった。

所見　第2号溝跡とほぼ直交することから，同時期に構築された可能性が推測される。

第帽号溝跡（第383図）

位置　調査区東部のL17b7～L18b5区に位置し，東へ傾斜する斜面に立地している。

重複関係　第168号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状　北側は調査区城外に延び，全容は不明である。N－50－Wの方向に延び，確認できた長さは17．7

mで，上幅44～94cm，下幅12～48cm，深さ14～39cmである。断面はU字形で，壁は外傾して立ち上がっている。

覆土　5層からなる。第1～3層に不自然な堆積状況が認められることから，人為堆積の可能性がある。

解
黒
里
「
に

層土

1

2

3

褐　色　　ローム粒子微量，粘性弱
褐　色　　ローム粒子少量

4　黒　褐　色　　ローム粒子微量
5　暗　褐　色　　ロームブロック微量

3　にぷい黄褐色　　ローム粒子中量

遺物出土状況　土師器片9点（杯類3，嚢類6）が出土している。いずれも小片のため，図化できなかった。

所見　調査前の畦畔とほぼ一致していることから，土地を区画したものと考えられる。時期は，中世以降と考

えられる。
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第柑考溝跡（第383図）

位置　調査区東部のH4fl～H5il区に位置し，尾根上の平坦面に立地している。

重複関係　第18号溝跡を掘り込んでいる。

規模と形状　南側と北側は調査区域外に延び，全容は不明である。N－50－Wの方向に延び，確認できた長

さは12．7mで，上幅64～96cm，下幅20～52cm，深さ48～52cmである。断面はU字形で，壁は外傾して立ち上が

っている。

覆土　5層からなる。ロームブロックを含んでいる層が多いことから，人為堆積と考えられる。

土層解説

1　褐　　　色　　ロームブロック少量

2　褐　　　色　　ロームブロック少量，炭化粒子微量
3　褐　　　色　　ロームブロック・炭化粒子微量

4　褐　　　色　　ローム粒子中量
5　褐　　　色　　ロームブロック微量

遺物出土状況　遺物は出土していない。

所見　現在の道路とほぼ同じ方向に延びていることから，土地を区画したものと考えられる。時期は，中世以

降と想定される。

第掴号溝跡（第383図）

位置　調査区西部のH4e8～H4h8区に位置し，西へ傾斜する斜面に立地している。

規模と形状　南側と北側は調査区域外に延び，全容は不明である。N－70－Wの方向に延び，確認できた長

さほほ1mで，上幅66～104cm，下幅18～50cm，深さ24～32cmである。断面はU字形で，壁は外傾して立ち上が

っている。

覆土　3層からなる。ロームブロックを含んでいる層が多いことから，人為堆積と考えられる。

土層解説

1褐　　　色　　ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量　　　3　暗　褐　色　　ロームブロック少量
2　暗　褐　色　　ロームブロック少量，焼土粒子e炭化粒子微量

遺物出土状況　土師器片11点（杯類1，嚢類10），須恵器片3点（杯類）が出土している。いずれも小片のた

め，図化できなかった。

所凰　平坦面の縁辺部付近に等高線とほぼ平行して構築され，現在の畦畔とほぼ平行していることから，土地

の区画または排水のためのものと考えられる。時期は，中世以降と想定される。

第閲号清勝（第383。384図）

位置　調査区西部のH4e7－日4h8区に位置し，西へ傾斜する斜面に立地している。

重複関係　第16号溝跡を掘り込んでいる。

規模と形状　南側と北側は調査区域外に延び，全容は不明である。N－70－Wの方向に延び，確認できた長

さは11．3m，上幅102～124cm，下幅22～36cm，深さ46～50cmである。断面は逆台形で，壁は外傾して立ち上が

っている。

覆土　6層からなる。ブロックを含んでいる層が多いことから，人為堆積と考えられる。

土層解説

1暗　褐　色　　ロームブロック少量，炭化物微量　　　　　　　　4　暗　褐　色　　ロームブロック少量，焼土ブロック微量

2　暗　褐　色　　ロームブロック・焼土ブロック・炭化物・鹿沼ブロック微量　　5　暗　褐　色　　鹿沼ブロック少量，焼土粒子微量
3　褐　　　色　　ロームブロック・鹿沼ブロック少量，焼土粒子微量　　　6　褐　　　色　　ロームブロック少量
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遺物出立状況　土師器椒0点（捧類温3，嚢類27）夢須恵器飢0点（捧類6　嚢類射　陶器片　点（椀）タ鉄器

2鳥　銃浮2点が出土している。M98は覆土中から出土している。

荷風　第ユ4号溝跡と平行して延びていることから，性格や構築された時期はほぼ同じものと考えられる。また，

少量ながら鉄浮が出土していることから汐　近隣で鍛冶に関連する作業が行われていたことが想定される。

第閥考溝跡（第383囲）

位置　調査区西部のH鹿一m地区に位置し，尾根上の平坦面に立地している。

重複関係　第15号溝跡に掘り込まれている。

規模と形状　南側と北側は調査区域外に延び　全容は不明である。N一用0－Wの方向に延猟確認できた長

さは9。7mで，上幅36～84C恥　下幅2～開cm　深さ　～9cmである。断面は浅い逆台形で，緩やかに外傾して立

ち上がっている。

穫堂　単一層である。炭化物を含んでいることから，人為堆積の可能性が考えられる。

土層解説

7　褐　　　色　　炭化物中量

遺物出藍状況　土師器机6点（杯類3，嚢類13），須恵器片3点（塔類）芦鉄器2点が出土している。いずれも

小片のため図化できなかったご

所凰　第15溝跡とほぼ平行して構築されていることからタ　同様の性格をもつものと考えられる。時期はタ現在

の畦畔とほぼ平行していることから中世以降と想定される。

1

‾三千二一二

第383図　第l砂2◎5の60且2魯且3の且4◎15啓且6e温8号清跡実測図
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第18号溝跡（第383図）

位置　調査区西部のI14iO～I15il区に位置し，尾根上の平坦面に立地している。

重複関係　第13号溝跡に掘り込まれている。

規模と形状　東側は第13号溝跡に掘り込まれ，西側は調査区城外に延びており全容は不明である。N－840－

Eの方向に延び，確認できた長さは5．8mで，上幅56～74cm，下幅24～54cm，深さ12cmである。断面は逆台形で，

壁はほぼ直立している。

覆土　2層からなる。ロームブロックを含んでいることから，人為堆積の可能性が考えられる。

土層解説

1褐　　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量　　　　　　2　褐　　色　ロームブロック・炭化粒子微量

遺物出土状況　土師器片5点が出土している。いずれも小片のため，図化できなかった。

所見　第13号溝跡とほぼ直交して延びていることから，土地を区画したものと考えられる。時期は，中世以降

と想定される。

二
⊂⊃

◎
DP37
鮒

第384図　第1・5・15号溝跡出土遺物実測図

第1号溝跡出土遺物観察表（第384図）

0　　　　　　　　　　　10cm

番号 器　 種 長さ 幅 厚 さ 重量 材　 質 特　　　　　　 徴 出土位置 備　 考

D P37 模造品 2．2 2．2 1．0 4．6 土 円盤状 覆土中

Q 87 尖頭器 （5．7） 2．2 1．2 16．0 ホルンフェルス 先端及び茎部欠損 覆土中

第5号溝跡出土遺物観察表（第384図）

番号 器　 種 長 さ 幅 厚 さ 重 量 材　 質 特　　　　　　 徴 出 土 位 置 備　 考

M 9 7 鉄 津 4．4 4．9 2．6 4 6．1 鉄 管 状 の 気 泡 が あ る 覆 土 中

第15号溝跡出土遺物観察表（第384図）

番 号 器　 種 長 さ 幅 厚 さ 重 量 材　 質 特　　　　　　 徴 出 土 位 置 備　 考

M 9 8 鉄 津 5．1 5 ．2 4 ．3 14 1．2 鉄 窯 壁 に付 着 した もの か 覆 土 中

（7）井戸跡

第1号井戸跡（第385図）

位置　調査区東部のM20a9区に位置し，東へ傾斜する斜面の裾部に立地している。

重複関係　第214号住居跡を掘り込んでいる。
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規模と形状　長径2．2m，短径1．8mの楕円形で，円筒状に掘り込まれている。深さは80cmほど掘り下げたが，

湧水のために下部の調査を断念した。長径方向はN－50－Wである。

覆土　7層からなる。ブロック状の含有物を含んでいる土層が多いことから，人為堆積と考えられる。

土層解説

1　黒　褐　色

2　黒　褐　色

3　黒　褐　色

鹿沼ブロック少量，ロームブロック中量

焼土ブロック・炭化物・鹿沼ブロック微量
炭化粒子少量，ロームブロック・焼土ブロック・

鹿沼パミス微量

4　黒　褐　色　　鹿沼ブロック中量，粘土ブロック微量
5　黄　褐　色　　鹿沼ブロック多量，炭化物・粘土ブロック微量

6　暗　褐　色　　鹿沼ブロック中量，ロームブロック少量
7　褐　　　色　　ロームブロック中量，鹿沼ブロック少量

遺物出土状況　土師器片34点（杯類11，嚢類23），須恵器片11点（杯類10，賓類1），瓦片1点が出土している。

T52は覆土上層から出土している。

所見　時期は．不明であるが，覆土の状況が第2号井戸跡と類似していることから，ほぼ同じ時代に廃棄され

た可能性がある。

第385図　第1号井戸跡・出土遺物実測図

第1号井戸跡出土遺物観察表（第385図）

＿二二
0　　　　　　　　　　　10cm

番号 器　 種 長さ 幅 厚さ 重量 材　 質 特　　　　　　 徴 出土位置 備　 考

T 52 丸瓦 （8．4） （9．0） 2．5 （290．0） 土 凸面ナデカ，凹面布昌痕 覆土上層

第2号井戸跡（第386図）

位置　調査区東部のL20j8区に位置し，東へ傾斜する斜面の裾部に立地している。

重複関係　第214号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状　長径2．2m，短径1．9mの楕円形で，円筒状に掘り込まれている。深さは80cmほど掘り下げたが，

湧水のために下部の調査を断念した。長径方向はN－46。－Wである。

覆土10層からなる。ブロック状の含有物を含んでいる土層が多いことから，人為堆積と考えられる。

土層解説

1　黒　褐　色　　ロームブロック・炭化物少量，焼土粒子・粘土粒子微量　　6　極暗褐色　　ローム粒子・炭化物・粘土粒子微量
2　黒　褐　色　　ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化物微量　　7　暗　褐　色　　ロームブロック少量

3　極暗褐色　　ロームブロック・炭化物少量，粘土ブロック微量　　　8　極暗褐色　　炭化物・粘土粒子少量
4　黒　褐　色　　ロームブロック少量，焼土ブロック微量　　　　　　9　暗　褐　色　　ローム粒子・焼士ブロック微量

5　極暗褐色　　ロームブロック・焼土ブロック・粘土ブロック微量　　10　黒　褐　色　　粘土ブロック微量
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遺物出藍状況　土師器机点　捧寿1聾類臓上須恵器片　点　壷上常滑片　点鰐口鉢ヵ）が出土してい

る。6鋸は第　層中から正位の状態で出土している。

新風　時期は，出土した土器から13世紀頃に廃棄されたものと考えられる。

＿　‾‾‾二一一‾：‾ニー：∵：：

0　　　　　1m

』＝藍＝：』

第386回　第2号井戸跡◎出土遺物実測図

第2号井戸出土遺物観察表（第386図）

「「‾‾＿＿＿

0　　　　　　　　　　　10cm

l二二二‾‾「こ＿∴二…二！．二二二一・二「二：

番 号 種　 別 器種 口径 器高 底径 胎　　 土 色　 調 焼成 手法 の特徴 出土位置 備　 考

664 常滑 片口鉢カ － 絡2） ［ほ 6］ 石 英 ・長石 灰 自 良 ロタロ整形 ，内面摩滅 覆士 上層 15％

第3号井評跡（第387図）

位置　調査区東部のL部首区に位置し　東へ傾斜する斜面の裾部に立地している。

規模と形状　長径は血，短径は値の円形で，円筒状に掘り込まれている○深さは90cmほど掘り下げたがタ湧

水のために下部の調査を断念した。長径方向はN…580－Eである。

尊皇　7層からなる。ブロック状の含有物を含んでいる士層が多いこと

から，人為堆積と考えられる。

0　　　　　1nn

』器羞器』

第3那図　第　号井戸跡実測図

土層解 説

1暗　褐　色　　ロームブロックe炭化物少量，焼土ブロック微量

2　黒　褐　色　　ローム粒子少鼠　焼土粒子・炭化粒子微量
こう　黒　褐　色　　ロームブロック・炭化物・鹿沼ブロック微量
4　黒　褐　色　　ロームブロック少量，炭化物微量

5　褐　　　色　　ローム粒子多量
6　黒　褐　色　　ローム粒子少量

7　黒　褐　色　　ロームブロックe鹿沼ブロック微量

遺物出藍状況　遺物は出土していない。

所凰　時期は，不明であるが，覆土の状況が第102号井戸跡と類似し

ていることから，ほぼ同じ時代に廃棄された可能性が考えられる。
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（8）柵跡

第4号柵跡（第388図）

位置　調査区東部のL19jO区に位置し，東に傾斜する斜面の裾部に立地している。

重複関係　第6号地下式境を掘り込んでいる。

規模と形状　Pl～P6が確認され，柱穴と考えられる。長さ14．2m，柱間は1．4～3．8mで，方向はN－20－

Wを指し，L19jO区付近でN－860－Eへ屈曲している。柱穴の規模は長径0．28～0．54m，短径0．28～0．48mの円

形である。断面形は逆台形で，深さは10～92cmである。

第388図　第4号柵跡実測図
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